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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

15

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

特特別別なな配配慮慮をを要要すするる子子どどもものの食食とと栄栄養養　　（（アアレレルルギギーーののああるる子子どどももへへのの対対応応））

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

11

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

関関係係機機関関やや職職員員間間のの連連携携

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

12

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

食食をを通通ししたた保保護護者者へへのの支支援援

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

13

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

家家庭庭やや児児童童福福祉祉施施設設ににおおけけるる食食事事とと栄栄養養

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

14

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

特特別別なな配配慮慮をを要要すするる子子どどもものの食食とと栄栄養養　　（（疾疾病病、、障障害害ののああるる子子どどももへへのの対対応応））

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

7

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児期期のの心心身身のの発発達達とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

8

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

学学童童期期・・思思春春期期のの心心身身のの発発達達とと食食生生活活・・生生涯涯発発達達とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

9

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる食食育育のの意意義義・・目目的的とと基基本本的的考考ええ方方

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

10

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

食食育育のの内内容容とと計計画画おおよよびび評評価価、、食食育育ののたためめのの環環境境

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

6

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児期期のの離離乳乳のの意意義義とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

4

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

献献立立作作成成・・調調理理のの基基本本

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業概要

5

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児期期のの授授乳乳のの意意義義とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

1

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの健健康康とと食食生生活活　　

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

2

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの食食生生活活のの現現状状とと課課題題

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

3

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

栄栄養養にに関関すするる基基礎礎的的知知識識（（基基礎礎的的概概念念とと栄栄養養素素））

授授業業計計画画
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 講義 履修年次 2年 開講時期 集中

幼２種免 選択必修 保育士 選択必修

○

2（30）

（1）フィールドワーク　　（2）模擬体験活動

・グループ討議を通して、相談援助活動を含め、保育士の資質と任務について考え、自分の意見を発表する

目的

概要

到達目標

集中講義となります。就職を踏まえ、保育士の資質と任務について自分の意見を発表できることを目指しま
す。

卒業 選択

科目名

科目番号

保育原理Ⅱ

合計60時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

吉田　百加利

BO213A2
実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

（1）知識 40％　　（2）技能 10％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 10％

（1）課題レポート 30％　　（2）実習（討論含） 10％　　（3）学習マナー 60％

課題は、添削のうえ返却する。試験は、解答を公表する。

必要に応じて資料を提示、配付する。

必要に応じて参考文献を紹介する。

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育所と家庭、地域との連携、保育所における相談援助活動の基本原理と実践、保育サービスの評価と苦情
解決の方法などについて学び、保育士の資質と任務についての理解を深める。

保育に関する基礎的事項をふまえ、より専門的な保育方法について学ぶ。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

15

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

特特別別なな配配慮慮をを要要すするる子子どどもものの食食とと栄栄養養　　（（アアレレルルギギーーののああるる子子どどももへへのの対対応応））

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

11

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

関関係係機機関関やや職職員員間間のの連連携携

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

12

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

食食をを通通ししたた保保護護者者へへのの支支援援

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

13

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

家家庭庭やや児児童童福福祉祉施施設設ににおおけけるる食食事事とと栄栄養養

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

14

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

特特別別なな配配慮慮をを要要すするる子子どどもものの食食とと栄栄養養　　（（疾疾病病、、障障害害ののああるる子子どどももへへのの対対応応））

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

7

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児期期のの心心身身のの発発達達とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

8

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

学学童童期期・・思思春春期期のの心心身身のの発発達達とと食食生生活活・・生生涯涯発発達達とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

9

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる食食育育のの意意義義・・目目的的とと基基本本的的考考ええ方方

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

10

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

食食育育のの内内容容とと計計画画おおよよびび評評価価、、食食育育ののたためめのの環環境境

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

6

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児期期のの離離乳乳のの意意義義とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

4

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

献献立立作作成成・・調調理理のの基基本本

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業概要

5

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児期期のの授授乳乳のの意意義義とと食食生生活活

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

1

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの健健康康とと食食生生活活　　

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

2

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの食食生生活活のの現現状状とと課課題題

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

3

テキストを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

栄栄養養にに関関すするる基基礎礎的的知知識識（（基基礎礎的的概概念念とと栄栄養養素素））

授授業業計計画画
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（４４））　　地地域域

授業内容を振り返り整理する

4

授業内容を振り返り整理する

7

授授業業計計画画

授業内容を振り返り整理する

12

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（２２））　　個個別別

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（３３））　　集集団団

11

2

3 保保育育のの課課題題

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（１１））　　心心構構ええ

配布プリントより授業内容について確認する

配布プリントより授業内容について確認する

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育ににおおけけるる連連携携（（１１））　　家家庭庭ととのの連連携携

授業内容を振り返り整理する

授業内容を振り返り整理する

保保育育士士のの資資質質とと任任務務（（１１））　　子子どどもも

配布プリントより授業内容について確認する

オオリリエエンンテテーーシショョンン

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育のの現現状状

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

フフィィーールルドドワワーークク（（１１））　　個個別別

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

フフィィーールルドドワワーークク（（２２））　　集集団団

ままととめめ

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育ににおおけけるる連連携携（（２２））　　他他機機関関ととのの連連携携

配布プリントより授業内容について確認する

13

14

15

授業内容を振り返り整理する

保保育育士士のの資資質質とと任任務務（（２２））　　保保護護者者

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育士士のの資資質質とと任任務務（（３３））　　地地域域

授業内容を振り返り整理する

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

授業内容を振り返り整理する

9

10

5

6

1

8

授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 講義 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

日本教育カウンセラー協会編『ピアヘルパー・ハンドブック』図書文化社
日本教育カウンセラー協会編『ピアヘルパー・ワークブック』図書文化社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

・青年期の発達特徴や発達課題, 精神保健等についての理解を深める。
・カウンセリングや関連する心理学の理論方法について学習し、教育・福祉・保育などの実際場面で人とかか
わるために必要な力を身につける。

“Peer”は「仲間」、“Helper” は「助ける人」であり、ピアヘルパーは直訳すれば仲間を助ける人という意味とな
る。つまり様々な現場において、多様化する問題に直面する仲間の手助けをすることがピアヘルパーの活動
許容範囲となる。ピアヘルパーの資格取得に向け、ピアヘルパーの役割や活動内容、意義について学習す
る。また、さまざまな演習を通してカウンセリングの技法を学ぶことで、より心の理解ならびに他者理解に基づ
いた手助けができるよう学習を深める。

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

小野　挙

NT214A2
実務経験のある

教員等による授業
該当しない

（1）その他（ロールプレイ）

・ピアサポートをする上で、知っておくべき基本事項を学習し、さらに応用的な内容についても学習する

目的

概要

到達目標

ピアヘルパー資格取得のために頑張りましょう!

（1）知識 50％　　（2）技能 20％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 20％

（1）課題 70％　　（2）学習マナー 30％

課題は、添削のうえ返却する。

特になし

卒業 選択

科目名

科目番号

発達心理学Ⅱ

合計8時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（15）

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（４４））　　地地域域

授業内容を振り返り整理する

4

授業内容を振り返り整理する

7

授授業業計計画画

授業内容を振り返り整理する

12

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（２２））　　個個別別

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（３３））　　集集団団

11

2

3 保保育育のの課課題題

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

相相談談援援助助活活動動（（１１））　　心心構構ええ

配布プリントより授業内容について確認する

配布プリントより授業内容について確認する

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育ににおおけけるる連連携携（（１１））　　家家庭庭ととのの連連携携

授業内容を振り返り整理する

授業内容を振り返り整理する

保保育育士士のの資資質質とと任任務務（（１１））　　子子どどもも

配布プリントより授業内容について確認する

オオリリエエンンテテーーシショョンン

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育のの現現状状

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

フフィィーールルドドワワーークク（（１１））　　個個別別

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

フフィィーールルドドワワーークク（（２２））　　集集団団

ままととめめ

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育ににおおけけるる連連携携（（２２））　　他他機機関関ととのの連連携携

配布プリントより授業内容について確認する

13

14

15

授業内容を振り返り整理する

保保育育士士のの資資質質とと任任務務（（２２））　　保保護護者者

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

保保育育士士のの資資質質とと任任務務（（３３））　　地地域域

授業内容を振り返り整理する

授業内容を振り返り整理する

配布プリントより授業内容について確認する

授業内容を振り返り整理する

9

10

5

6

1

8

授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ままととめめ

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する

5

6

1

8

授業概要

既習の心理分野および福祉分野の相談支援に関する授業の内容を確認する

授授業業計計画画

オオリリエエンンテテーーシショョンンとと導導入入、、ピピアアヘヘルルパパーーのの活活動動とと役役割割

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する

前回の授業時に配布された資料を確認する

カカウウンンセセリリンンググ概概論論①①（（ググルルーーププエエンンカカウウンンタターー））

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する

前回の授業時に配布された資料を確認する

カカウウンンセセリリンンググ概概論論②②（（カカウウンンセセリリンンググのの理理論論））

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する

前回の授業時に配布された資料を確認する

カカウウンンセセリリンンググススキキルル①①（（カカウウンンセセリリンンググのの技技法法））

前回の授業時に配布された資料を確認する

前回の授業時に配布された資料を確認する

カカウウンンセセリリンンググススキキルル②②（（ロローールルププレレイイ））

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する

前回の授業時に配布された資料を確認する

青青年年期期のの課課題題ととピピアアへへルルパパーーのの留留意意点点①①

2

3

前回の授業時に配布された資料を確認する

青青年年期期のの課課題題ととピピアアへへルルパパーーのの留留意意点点②②

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する

4

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する

7

配布資料の確認ならびに課題を通して授業内容を確認する
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 講義 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

2（30）

（1）グループワーク　　（2）その他（体験学習）

・教育課程の意義について、学習指導要領・幼稚園教育要領の性格及び位置付け並びに教育課程編成の目
的を理解している。
・教育の流れの中で学習指導要領・幼稚園教育要領の改訂の変遷及び主な改訂内容並びにその社会的背
景を理解し、時代の流れの中でのカリキュラムの変遷を理解している。また、その運用に関しては、教科・領域
を横断して救育内容を選択・配列する方法を例示することができる。
・年間、期、単元・学期・学年をまたいだ長期的な視野から、また幼児、児童及び生徒や学校・地域の実態を
踏まえて教育課程や指導計画を検討することの重要性を理解している。
・幼稚園教育要領や保育所保育指針に規定するカリキュラム・マネジメントの意義や重要性を理解し、カリ
キュラム評価の基礎的な考え方を理解している。

目的

概要

到達目標

子どもが健やかに育つためには、きちんとした計画が必要になります。子どもが主体的に活動するためには、
その活動が発展するような人的環境や物的環境が必要だからです。どの幼児が育つ場でも保育者が、どのよ
うな子どもに育ってほしいかという願いをこめて、園の方針（理念）を掲げ、保育の全体計画・教育課程、年齢
ごとに長期計画（年間指導計画や月案）を作成しています。その計画を具体的な子ども達との生活の中でど
のように展開すべきかということについて楽しく学習します。
配布資料もたくさん使います。

卒業 選択

科目名

科目番号

教育の方法と技術

合計60時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

望月　之美

BO215A2
実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

（1）知識 20％　　（2）技能 30％　　（3）態度 30％　　（4）実践力 20％

（1）試験 50％　　（2）指導計画の立案・教材作成 50％

授業内で課題を提示し、提出を求める。

田中卓也・村松　齊・小島千恵子編著『幼児教育方法論』学文社

関口はつ江編集『自分を活かす保育実習ハンドブック』大学図書出版
文部科学省編『幼稚園教育要領解説　平成30年3月』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月』フレーベル
館

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

１．これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するために必要な、教育（保育）の方法及
び実践と技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技術を身につける
２．計画と実践の間で、絶えず省察を行いカリキュラムや保育の計画などについてマネージメントが行えるよう
にする

（1）教育（保育）の方法：これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するために必要な教
育の方法を理解する
（2）教育（保育）の技術：教育の目的に適した指導技術を理解し、身に付ける
（3）情報機器を活用した効果的な保育や情報活用能力の育成を視野に入れた教材の作成活用に関する基礎
的な能力を身に付ける
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

幼幼児児理理解解のの方方法法ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する



配布したレジメ及びテキストについて当日指示する



授授業業計計画画

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する



進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

教教育育要要領領　　保保育育指指針針　　保保育育要要領領　　ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

子子どどもものの発発達達とと特特性性ににつついいてて





 日日本本のの保保育育のの内内容容とと方方法法（（戦戦前前））ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

日日本本のの保保育育のの内内容容とと方方法法（（戦戦後後））ににつついいてて

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

メメデディィアアのの活活用用ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

指指導導案案作作成成ににつついいてて

授業の全体計画を見ておく

オオリリエエンンテテーーシショョンン　　保保育育のの基基本本とと方方法法ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

西西洋洋のの教教育育思思想想ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

環環境境をを通通ししたた保保育育活活動動ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

遊遊びびととココミミュュニニケケーーシショョンンににつついいてて

全全体体のの振振りり返返りりととままととめめ

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

保保育育計計画画のの意意味味ににつついいてて

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する







配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

発発達達障障害害ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

幼幼保保小小連連携携ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 講義 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

○

2（30）

（1）グループワーク

・教育相談における保育者の基本的な姿勢について理解する。
・保育現場の様々な状況に対する理解と保育者としての対応について論じることができる。

目的

概要

到達目標

人は誰でも悩みや不安を抱えながら生きています。しかし誰かが温かく寄り添ってくれることで、心が少し軽く
なることがあります。本授業では、保育者に必要とされるカウンセリングの基本的な姿勢と態度について学ん
でいきます。子どもの言葉にならない思いや心の声に耳を傾け、その気持ちに寄り添うための考え方と方法を
身につけていきましょう！

卒業 選択

科目名

科目番号

教育相談

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

小野　挙

BO216A2
実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

（1）知識 50％　　（2）技能 30％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 10％

（1）定期試験 70％　　（2）レポート提出 30％

定期試験及びレポートについては、実施後解説を行う。

特になし

藤原和政・谷口弘一編『学校現場で役立つ教育相談ー教師を目指す人のためにー』　亜細亜出版
河合隼雄『カウンセリングの実際問題』　誠信書房

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

本授業の目的は、保育における教育相談（相談支援）に必要な臨床心理学の基礎理論および実践手法を習
得することである。相談支援に必要な知見を得た上で、教育ならびに保育における相談支援を必要とする状
況について、適切かつ効果的に対処する方法について考察する。

一般的にカウンセリングは心理士（心の専門家）が行うものである。しかし、子どもや保護者に寄り添い、発達
支援を行う保育者も、カウンセリングの基本姿勢や技法を活用することができる。本授業では、これまで学ん
できた『子どもの理解と援助』の理論や方法を基盤に、子どもの心に寄り添う保育者としてのあり方を探求す
る。さらに、保育者が身につけるべきカウンセリング技法を習得し、保育現場で直面する多様な状況におい
て、子ども理解を基盤にした相談支援の方法を多角的に考察する。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

幼幼児児理理解解のの方方法法ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する



配布したレジメ及びテキストについて当日指示する



授授業業計計画画

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する



進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

教教育育要要領領　　保保育育指指針針　　保保育育要要領領　　ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

子子どどもものの発発達達とと特特性性ににつついいてて





 日日本本のの保保育育のの内内容容とと方方法法（（戦戦前前））ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

日日本本のの保保育育のの内内容容とと方方法法（（戦戦後後））ににつついいてて

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

メメデディィアアのの活活用用ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

指指導導案案作作成成ににつついいてて

授業の全体計画を見ておく

オオリリエエンンテテーーシショョンン　　保保育育のの基基本本とと方方法法ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

西西洋洋のの教教育育思思想想ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

環環境境をを通通ししたた保保育育活活動動ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

遊遊びびととココミミュュニニケケーーシショョンンににつついいてて

全全体体のの振振りり返返りりととままととめめ

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

保保育育計計画画のの意意味味ににつついいてて

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する







配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

発発達達障障害害ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

幼幼保保小小連連携携ににつついいてて

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する

進捗状況によりテキスト及び事前配布資料にて指示する

配布したレジメ及びテキストについて当日指示する













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどももをを理理解解すするる方方法法（（２２））　　観観察察,,  記記録録,,  省省察察,,  評評価価

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

4

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

7

授授業業計計画画

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

12

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどももをを理理解解すするる視視点点

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどももをを理理解解すするる方方法法（（１１））　　アアセセススメメンントトツツーールル

11

2

3 心心のの構構造造

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

カカウウンンセセララーーのの態態度度とと理理論論

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

いいじじめめ問問題題のの理理解解とと対対応応

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

不不登登園園・・虐虐待待問問題題のの理理解解とと対対応応

「子どもの理解と援助」で配布された資料を確認し、子ども理解の理論を復習する。

イインントトロロダダククシショョンン,,  相相談談支支援援ににおおけけるるここどどもも理理解解のの意意義義

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

カカウウンンセセリリンンググととはは何何かか

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどもものの自自己己理理解解をを進進めめるるたためめのの技技法法

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

乳乳幼幼児児へへのの心心理理的的援援助助

ままととめめ

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

特特別別なな支支援援をを必必要要ととすするる子子どどもものの理理解解とと対対応応

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

13

14

15

これまでの配布資料を確認し、本授業の全体像を理解する。

スストトレレススのの理理解解とと対対応応

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

保保護護者者支支援援ののあありり方方

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

9

10

5

6

1

8

授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 講義 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

目的

概要

到達目標

幼稚園や保育所、認定こども園での保育・教育の基礎や、幼稚園教育要領、保育所保育指針の変遷などの
原理を学ぶため、毎回の授業終了後、学び得たことをまとめたレポートを提出してもらう予定である。

卒業 必修

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

教育・保育課程の意義及び編成の方法を理解するとともに、環境をとおしておこなう教育・保育を基本とする
幼児教育における教育・保育課程の役割を明らかにし、幼児の心身の健やかな発達が促される教育・保育課
程の編成について学ぶ。

学校教育において教育課程が有する役割・機能・意義を理解する。教育課程編成の基本原理及び学校の教
育実践に即した教育課程編成の方法を理解する教科・領域・学年をまたいでカリキュラムを把握し、学校教育
課程全体をマネジメントすることの意義を理解する。

（1）知識 60％　　（2）技能 10％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 10％

（1）定期試験 50％　　（2）課題レポート 30％　　（3）討論・プレゼンテーション 20％

課題は、添削のうえ返却しフィードバックを行う。試験は、解答を公表する。

村松和子・近藤幹生・椛島香代『就学前教育の計画を学ぶ』ななみ書房
保育総合研究会監修『平成30年度施行　新要領・指針サポートブック』世界文化社

加藤敏子・岡田耕一編『保育課程論　保育の基盤の理解と実習への活用』萌文書林

科目名

科目番号

教育課程・保育の計画と評価

合計60時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 2（30）

清水　健

BO301A1
実務経験のある

教員等による授業
該当しない

アクティブ
ラーニング

（1）グループワーク　　（2）プレゼンテーション　　（3）その他（双方向アンケート）

・各要領、指針を基に編成される教育課程の意義を理解する
・幼児教育・保育における教育・保育課程の役割を理解する
・各学校の実情に合わせたカリキュラム・マネジメントの意義を理解する

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどももをを理理解解すするる方方法法（（２２））　　観観察察,,  記記録録,,  省省察察,,  評評価価

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

4

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

7

授授業業計計画画

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

12

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどももをを理理解解すするる視視点点

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどももをを理理解解すするる方方法法（（１１））　　アアセセススメメンントトツツーールル

11

2

3 心心のの構構造造

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

カカウウンンセセララーーのの態態度度とと理理論論

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

いいじじめめ問問題題のの理理解解とと対対応応

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

不不登登園園・・虐虐待待問問題題のの理理解解とと対対応応

「子どもの理解と援助」で配布された資料を確認し、子ども理解の理論を復習する。

イインントトロロダダククシショョンン,,  相相談談支支援援ににおおけけるるここどどもも理理解解のの意意義義

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

カカウウンンセセリリンンググととはは何何かか

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどもものの自自己己理理解解をを進進めめるるたためめのの技技法法

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

乳乳幼幼児児へへのの心心理理的的援援助助

ままととめめ

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

特特別別なな支支援援をを必必要要ととすするる子子どどもものの理理解解とと対対応応

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

13

14

15

これまでの配布資料を確認し、本授業の全体像を理解する。

スストトレレススのの理理解解とと対対応応

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

保保護護者者支支援援ののあありり方方

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

9

10

5

6

1

8

授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

4

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

7

授授業業計計画画

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－保保育育所所保保育育指指針針－－②②

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼保保連連携携型型認認定定ここどどもも園園教教育育・・保保育育要要領領－－①①

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－保保育育所所保保育育指指針針－－①①

12

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼稚稚園園教教育育要要領領－－①①

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼稚稚園園教教育育要要領領－－②②

11

2

3

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育のの計計画画（（全全体体的的なな計計画画・・教教育育課課程程、、指指導導計計画画））のの基基本本的的なな考考ええ方方、、関関連連性性

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育のの計計画画（（全全体体的的なな計計画画・・教教育育課課程程、、指指導導計計画画））作作成成上上のの留留意意事事項項①①

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

保保育育所所ににおおけけるる保保育育のの記記録録及及びび省省察察

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

オオリリエエンンテテーーシショョンン

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育所所保保育育指指針針・・幼幼稚稚園園教教育育要要領領・・幼幼保保連連携携型型認認定定ここどどもも園園教教育育・・保保育育要要領領のの意意義義及及びび位位置置付付けけ

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼保保連連携携型型認認定定ここどどもも園園教教育育・・保保育育要要領領－－②②

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

授業概要

ままととめめ

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育のの計計画画（（全全体体的的なな計計画画・・教教育育課課程程、、指指導導計計画画））作作成成上上のの留留意意事事項項②②

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

13

14

15

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

保保育育所所ににおおけけるる保保育育のの評評価価・・PPDDCCAAササイイククルル

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育士士及及びび保保育育所所のの自自己己評評価価・・保保育育のの質質向向上上にに向向けけたた改改善善のの取取りり組組みみ

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

9

10

5

6

1

8



－83－

担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 前期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

○

1（30）

（1）模擬授業　　（2）ギラヺフロヺキ　　（3）ヅァシォチサュヱ

ヹ幼稚園教育要領ヹ保育所指針の5領域のねらい、内容、留意事項を理解する
ヹ児童福祉施設をはじめとするさまざまな施設に対する理解を深める
ヹ保育内容に関するさまざまな技術を指導計画として立て、実践の過程で保育が直面する課題について総合
的に学ぶ

目的

概要

到達目標

保育内容のまとめです。5領域をはじめ、関係法令、子どもをめぐる少子化などの様々な問題をアヱソヺニチテ
で検索して調べ、ハロヺホアヱテでまとめて発表します。さらに学んだ成果をホヺテビェヨエとしてまとめます。
自ら子育ての専門家になるための様々な疑問を話し合える科目にしたいと思います。

卒業 必修

科目名

科目番号

保育内容総論

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

三井　正人


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 40％

（1）ギラヺフ発表 50％　　（2）ホヺテビェヨエとして提出 50％

課題発表の後、質疑応答時間を設け、意見交換、教員の゠デノアシを行う。そののちに再度課題を見直して、
ホヺテビェヨエとして提出。

中村恵ヹ水田聖一ヹ生田貞子編『新ヹ保育実践を支える　保育内容総論』福村出版
文部科学省編『幼稚園教育要領解説　平成30年3月』ビリヺプラ館
厚生労働省編『保育所保育指針解説　平成30年3月』ビリヺプラ館
内閣府ヹ文部科学省ヹ厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育ヹ保育要領解説　平成30年3月』ビリヺプラ
館

その他設置基準など関係法令をアヱソヺニチテより検索

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

１．保育所や幼稚園の保育に関する基本的理解をすすめる
２．保育所保育指針ヹ幼稚園教育要領等の基本を学ぶ
３．保育課程ヹ教育課程、保育ヹ幼児教育の実践活動について学び、保育が地域と連携した総合性をもつこと
を知る

保育所や幼稚園、認定こども園などに関する基礎的な理解。保育所指針、教育要領等の理解。保育課程、教
育課程の理解と実践。保育課題と地域との連携について学習する。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

4

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

7

授授業業計計画画

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－保保育育所所保保育育指指針針－－②②

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼保保連連携携型型認認定定ここどどもも園園教教育育・・保保育育要要領領－－①①

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－保保育育所所保保育育指指針針－－①①

12

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼稚稚園園教教育育要要領領－－①①

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼稚稚園園教教育育要要領領－－②②

11

2

3

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育のの計計画画（（全全体体的的なな計計画画・・教教育育課課程程、、指指導導計計画画））のの基基本本的的なな考考ええ方方、、関関連連性性

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育のの計計画画（（全全体体的的なな計計画画・・教教育育課課程程、、指指導導計計画画））作作成成上上のの留留意意事事項項①①

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

保保育育所所ににおおけけるる保保育育のの記記録録及及びび省省察察

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

オオリリエエンンテテーーシショョンン

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育所所保保育育指指針針・・幼幼稚稚園園教教育育要要領領・・幼幼保保連連携携型型認認定定ここどどもも園園教教育育・・保保育育要要領領のの意意義義及及びび位位置置付付けけ

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

各各指指針針・・要要領領のの改改訂訂のの変変遷遷及及びび主主なな改改訂訂内内容容のの社社会会的的背背景景－－幼幼保保連連携携型型認認定定ここどどもも園園教教育育・・保保育育要要領領－－②②

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

授業概要

ままととめめ

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育のの計計画画（（全全体体的的なな計計画画・・教教育育課課程程、、指指導導計計画画））作作成成上上のの留留意意事事項項②②

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

13

14

15

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

保保育育所所ににおおけけるる保保育育のの評評価価・・PPDDCCAAササイイククルル

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育士士及及びび保保育育所所のの自自己己評評価価・・保保育育のの質質向向上上にに向向けけたた改改善善のの取取りり組組みみ

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

9

10

5

6

1

8
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

発表された各施設について、疑問点などに回答できるようにするためハロヺホアヱテで書き加える

ギギララヺヺフフ研研究究発発表表　　質質問問ヹヹ意意見見交交換換②②

全体の施設について理解を深めるため一覧にして掲示する/ホヺテビェヨエとしてまとめる



それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる



授授業業計計画画

発表された各施設について、疑問点などに回答できるようにする



それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる

ささままざざままなな保保育育のの形形態態　　幼幼稚稚園園　　認認定定子子どどもも園園　　保保育育所所　　児児童童福福祉祉施施設設　　ギギララヺヺフフ研研究究③③

それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる/ホヺテビェヨエとしてまとめる

それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる

ギギララヺヺフフ研研究究発発表表　　質質問問ヹヹ意意見見交交換換①①





 ささままざざままなな保保育育のの形形態態　　幼幼稚稚園園　　認認定定子子どどもも園園　　保保育育所所　　児児童童福福祉祉施施設設　　ギギララヺヺフフ研研究究①①

各施設を担当に分け、それぞれの施設について、根拠となる法令、設置の基準を調べる

各施設を担当に分け、それぞれの施設について、根拠となる法令、設置の基準をアヱソヺニチテで調べる

ささままざざままなな保保育育のの形形態態　　幼幼稚稚園園　　認認定定子子どどもも園園　　保保育育所所　　児児童童福福祉祉施施設設　　ギギララヺヺフフ研研究究②②

指導案の書き方について事前にしょしきなど理解しておく

諸課題をハロヺホアヱテにまとめる

保育技術を盛り込んだ指導案の作成

保保育育計計画画のの理理解解

指導案作成の際の留意事項を確認しながら指導案の作成

指導案を書く前に事前に保育技術を行ってみる

保保育育課課題題ににつついいてて　　少少子子化化高高齢齢化化　　①①　　ギギララヺヺフフ研研究究ヹヹ発発表表

教育要領、保育所指針、保育教育要領を読む

オオアアゾゾヱヱシシ　　授授業業ののねねららいい計計画画

教育要領、保育所指針、保育教育要領を確認する

学力の3要素、育てたい子どもの姿がどのように要領や指針などに書かれているか調べる

幼幼稚稚園園ヹヹ保保育育園園のの保保育育内内容容　　教教育育要要領領とと保保育育指指針針　　55領領域域

要領や指針の目指す育てたい子どもの姿などを確認する

幼稚園ヹ保育園ヹ認定こども園ヹ児童福祉施設について理解する

保保育育技技術術のの理理解解

指導案の書き方で注意事項を確認する

実際に指導案をもとにギラヺフで模擬授業などを行う準備をする

保保育育技技術術のの実実践践//ギギララヺヺフフ

ままととめめ

指導案をもとに子ども分だけの教材を用意する

保保育育のの指指導導法法理理解解

発表後、反省をもとに指導計画を見直す　　ホヺテビェヨエとしてニチテ上に公開する







掲示された印刷物、ホヺテビェヨエとしてまとめられたものを振り返る

保保育育課課題題ににつついいてて　　家家族族ヹヹ子子育育てて　　②②　　ギギララヺヺフフ研研究究ヹヹ発発表表

発表後に全体を振り返り、ハロヺホアヱテにまとめ、一覧できるよう掲示する/ホヺテビェヨエとしてまとめる

実際のペョヱツァ゠活動を前提に指導計画を立てる

地地域域ととのの連連携携

発表後、反省をもとに指導計画を見直す　　ホヺテビェヨエとしてニチテ上に公開する

模擬授業などを行った際の反省点などをもとに完成版の指導案を仕上げる/ホヺテビェヨエとしてまとまる

現代の日本で課題となっている保育、福祉の諸課題を見出す

諸課題をハロヺホアヱテにまとめる













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

1（30）

（1）ヅァシォチサュヱヹヅァプヺテ　　（2）フリズヱツヺサュヱ　　（3）その他

ヹ領域「環境」と他の領域との関連性を理解する
ヹ身近な事物や自然と子どものかかわりを援助する指導案を書くことが出来る
ヹ教育保育の全体構造の理解に基づいて総合的に指導援助が行えるよう実践的な方法（子どもの体験との関
連を考慮した情報機器及び教材の活用を含む。）の習得を目指す

目的

概要

到達目標

意欲的に学ぶ姿勢を期待します。

卒業 必修

科目名

科目番号

保育内容演習（環境）

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

吉田　百加利


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 20％　　（2）技能 40％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 20％

（1）定期試験 60％　　（2）課題 20％　　（3）発表 20％

課題は、添削のうえ返却する。試験は、解答を公表する。

岡　健『演習 保育内容 環境　基礎的事項の理解と指導法』建帛社

授業中に適宜資料を配布する。

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育者として、発達過程に即して子どもを理解することと、総合的に指導ヹ援助が行えるような保育方法の実
践的な修得を目指す。

領域「環境」のねらいと内容を踏まえ、幼児が様々な環境と関わりながら成長を遂げるためにどのような援助
を行えばよいのか、子どもの現況を把握し、また、子どもの体験との関連を考慮した情報機器及び教材を活
用した指導方法を身につけることを目指す。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

発表された各施設について、疑問点などに回答できるようにするためハロヺホアヱテで書き加える

ギギララヺヺフフ研研究究発発表表　　質質問問ヹヹ意意見見交交換換②②

全体の施設について理解を深めるため一覧にして掲示する/ホヺテビェヨエとしてまとめる



それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる



授授業業計計画画

発表された各施設について、疑問点などに回答できるようにする



それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる

ささままざざままなな保保育育のの形形態態　　幼幼稚稚園園　　認認定定子子どどもも園園　　保保育育所所　　児児童童福福祉祉施施設設　　ギギララヺヺフフ研研究究③③

それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる/ホヺテビェヨエとしてまとめる

それぞれの施設についてハロヺホアヱテにまとめる

ギギララヺヺフフ研研究究発発表表　　質質問問ヹヹ意意見見交交換換①①





 ささままざざままなな保保育育のの形形態態　　幼幼稚稚園園　　認認定定子子どどもも園園　　保保育育所所　　児児童童福福祉祉施施設設　　ギギララヺヺフフ研研究究①①

各施設を担当に分け、それぞれの施設について、根拠となる法令、設置の基準を調べる

各施設を担当に分け、それぞれの施設について、根拠となる法令、設置の基準をアヱソヺニチテで調べる

ささままざざままなな保保育育のの形形態態　　幼幼稚稚園園　　認認定定子子どどもも園園　　保保育育所所　　児児童童福福祉祉施施設設　　ギギララヺヺフフ研研究究②②

指導案の書き方について事前にしょしきなど理解しておく

諸課題をハロヺホアヱテにまとめる

保育技術を盛り込んだ指導案の作成

保保育育計計画画のの理理解解

指導案作成の際の留意事項を確認しながら指導案の作成

指導案を書く前に事前に保育技術を行ってみる

保保育育課課題題ににつついいてて　　少少子子化化高高齢齢化化　　①①　　ギギララヺヺフフ研研究究ヹヹ発発表表

教育要領、保育所指針、保育教育要領を読む

オオアアゾゾヱヱシシ　　授授業業ののねねららいい計計画画

教育要領、保育所指針、保育教育要領を確認する

学力の3要素、育てたい子どもの姿がどのように要領や指針などに書かれているか調べる

幼幼稚稚園園ヹヹ保保育育園園のの保保育育内内容容　　教教育育要要領領とと保保育育指指針針　　55領領域域

要領や指針の目指す育てたい子どもの姿などを確認する

幼稚園ヹ保育園ヹ認定こども園ヹ児童福祉施設について理解する

保保育育技技術術のの理理解解

指導案の書き方で注意事項を確認する

実際に指導案をもとにギラヺフで模擬授業などを行う準備をする

保保育育技技術術のの実実践践//ギギララヺヺフフ

ままととめめ

指導案をもとに子ども分だけの教材を用意する

保保育育のの指指導導法法理理解解

発表後、反省をもとに指導計画を見直す　　ホヺテビェヨエとしてニチテ上に公開する







掲示された印刷物、ホヺテビェヨエとしてまとめられたものを振り返る

保保育育課課題題ににつついいてて　　家家族族ヹヹ子子育育てて　　②②　　ギギララヺヺフフ研研究究ヹヹ発発表表

発表後に全体を振り返り、ハロヺホアヱテにまとめ、一覧できるよう掲示する/ホヺテビェヨエとしてまとめる

実際のペョヱツァ゠活動を前提に指導計画を立てる

地地域域ととのの連連携携

発表後、反省をもとに指導計画を見直す　　ホヺテビェヨエとしてニチテ上に公開する

模擬授業などを行った際の反省点などをもとに完成版の指導案を仕上げる/ホヺテビェヨエとしてまとまる

現代の日本で課題となっている保育、福祉の諸課題を見出す

諸課題をハロヺホアヱテにまとめる













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　野野外外活活動動、、園園外外保保育育

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　飼飼育育とと栽栽培培、、パパエエテテヺヺフフ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　大大ききなな自自然然をを感感じじるる





 園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　ササメメペペヱヱ玉玉、、風風車車、、紙紙飛飛行行機機、、虫虫眼眼鏡鏡、、ケケボボ、、磁磁石石、、光光ヹヹ影影

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　生生物物をを知知るる

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　保保育育室室内内環環境境構構成成

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

指指導導案案のの書書きき方方、、作作成成

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

「「環環境境」」ののねねららいい、、内内容容、、内内容容のの取取扱扱いいへへのの理理解解

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　物物をを扱扱うう

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　文文字字やや標標識識

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　数数量量やや図図形形

小小学学校校ととのの連連携携

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

安安全全対対策策　　自自然然へへのの配配慮慮

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする







授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

指指導導案案ににももととづづくく模模擬擬保保育育のの実実践践

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

自自己己評評価価のの作作成成とと評評価価のの生生かかしし方方

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

1（30）

（1）ヅァシォチサュヱヹヅァプヺテ　　（2）PBL　　（3）模擬授業ヹ保育技術発表

ヹ領域「健康」のねらいと内容について理解するとともに、その背景にある専門領域との関連性について理解
を深める
ヹ幼児自ら健康で安全な生活を作り出す力を養うべき子どもの体験との関連を考慮した情報機器及び教材を
活用した指導方法や保育を構想する力を身に付ける
ヹ指導場面における教師のかかわり方の評価について理解する

目的

概要

到達目標

生涯の健康の基礎となる乳幼児期の健康について学ぶことは、保育者として養育者として、とても重要なこと
です。現代の子どもたちの健康に関心をもつとともに、自分自身の健康にも関心を持ち、意欲的に授業に臨ん
で下さい。

卒業 必修

科目名

科目番号

保育内容演習（健康）

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

井上　聖子


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 20％　　（2）技能 30％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 30％

（1）定期試験 60％　　（2）課題 20％　　（3）発表 20％

課題は、添削のうえ返却する。試験は、解答を公表する。

河邉貴子編著『演習 保育内容 健康』建帛社

『幼稚園教育要領』『幼保連携型認定こども園教育ヹ保育要領』『保育所保育指針』
日本保育園保健協議会編『保育保健の基礎知識』日本小児医事出版社
井上勝子編著『運動遊び』建帛社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

乳幼児期は、生涯にわたる心身の健康の基礎を培う重要な時期である。このことを理解するとともに、乳幼児
期の心身の発達や発育について学び、健康で安全に過ごせるための援助の仕方について学ぶ事を目的とす
る。

幼稚園教育要領の中での領域「健康」のねらいや内容について理解した上、幼児が主体的に心身の健康と安
全な生活を送るための指導の在り方について考察する。また、子どもの体験との関連を考慮した情報機器及
び教材を活用した模擬授業を通じて、具体的な指導場面における教師のかかわり方や評価の仕方を身に付
ける。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　野野外外活活動動、、園園外外保保育育

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　飼飼育育とと栽栽培培、、パパエエテテヺヺフフ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　大大ききなな自自然然をを感感じじるる





 園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　ササメメペペヱヱ玉玉、、風風車車、、紙紙飛飛行行機機、、虫虫眼眼鏡鏡、、ケケボボ、、磁磁石石、、光光ヹヹ影影

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　生生物物をを知知るる

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

園園のの実実践践事事例例かからら学学ぶぶ　　保保育育室室内内環環境境構構成成

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

指指導導案案のの書書きき方方、、作作成成

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

「「環環境境」」ののねねららいい、、内内容容、、内内容容のの取取扱扱いいへへのの理理解解

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　物物をを扱扱うう

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　文文字字やや標標識識

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼児児にに対対すするる環環境境教教育育のの指指導導方方法法　　数数量量やや図図形形

小小学学校校ととのの連連携携

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

安安全全対対策策　　自自然然へへのの配配慮慮

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする







授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

指指導導案案ににももととづづくく模模擬擬保保育育のの実実践践

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

自自己己評評価価のの作作成成とと評評価価のの生生かかしし方方

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る













授業概要



－88－

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」ににおおけけるる内内容容とと小小学学校校のの教教科科等等のの関関連連性性ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授授業業計計画画

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動とと指指導導上上のの留留意意点点ににつついいてて　　－－運運動動遊遊びび

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動ににおおけけるる評評価価ににつついいてて　　－－運運動動遊遊びび





 領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動とと具具体体的的なな指指導導ににつついいてて　　－－基基本本的的生生活活習習慣慣（（食食事事ヹヹ排排泄泄ヹヹ睡睡眠眠））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動とと具具体体的的なな指指導導ににつついいてて　　－－基基本本的的生生活活習習慣慣（（清清潔潔ヹヹ衣衣服服のの着着脱脱））

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

発表の課題について調べておくこと

事前に配布する資料をもとに、発表の課題について検討してくること

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（１１））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（３３））

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

幼幼稚稚園園教教育育要要領領のの基基本本のの理理解解とと領領域域「「健健康康」」ののねねららいいににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

幼幼児児のの心心情情、、認認識識、、思思考考及及びび動動きき等等をを視視野野にに入入れれたた保保育育構構成成のの重重要要性性ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

保保育育をを想想定定ししたた指指導導案案のの作作成成方方法法ににつつてて

領領域域「「健健康康」」ののままととめめ－－幼幼児児教教育育ににおおけけるる領領域域「「健健康康」」のの在在りり方方

発表の課題について調べておくこと

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（２２））

今までの学びを振り返り、疑問点や理解できなった点をまとめておくこと







今までの学びを保育者として役立てられるようまとめておくこと

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（４４））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの特特性性にに応応じじたた現現代代のの課課題題とと保保育育実実践践ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

発表の課題について調べておくこと

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

1（30）

（1）グループワーク　　（2）PBL　　（3）保育技術発表

・乳幼児向けの文化財への理解を深める
・子どもの発達段階に応じ、成長を促すことに配慮した「お話ライブ」の計画を作り、実践する
・効果的に伝えるための技術（話術・演出・表現力）を習得する

目的

概要

到達目標

　子ども達の世界には、大人が子どもたちのために用意した児童文化財(遊び・お話・玩具・図書・紙芝居・人
形劇・音楽・映画・テレビ・ビデオ・デジタル映像）や、子どもが自分の生活をより楽しくするためにつくり出した
文化財があります。それらはすべて「言葉」と関連しています。みなさんもいくつかの民話やわらべ歌、手遊び
歌などを思い出すことでしょう。
　遊びを中心とした幼児の世界では、まず愛情をもって接してくれる大人との応答的な関りがあること、温かな
言葉に包まれて過ごすことが大切です。そのようにして、子どもたちは、日本語としての「言葉」を獲得するの
です。では、なぜ、教材としての児童文化財があるのでしょう。その存在意味などについて一緒に学んでいき
たいと思います。

卒業 必修

科目名

科目番号

保育内容演習（言葉）

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

望月　之美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

（1）知識 30％　　（2）技能 40％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 10％

（1）授業・発表への取り組み 60％　　（2）課題に対する達成度 40％

課題は添削のうえ返却する。発表作品は相互批評をふまえて評価する。

内藤知美・新井美保子編著『コンパス　保育内容　言葉〔第2版〕』建帛社

『幼稚園教育要領』
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』
『保育所保育指針』

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

・前期「子どもと言葉」における知識、技術を、実践の場で生かせるよう、さらなる向上をめざす
・子どもの言葉の発達を促すための文化財を使った援助の方法について実践を通じて工夫し、上達をめざす
・各発達段階に応じ、さまざまな児童文化財を使った指導計画が立てられるよう多くの文化財に接し、それぞ
れの文化財の活用の仕方を考え、またより効果的に使う技術を習得する

絵本、紙芝居、パネルシアター等々、さまざまな児童文化財を使った「言葉」の表現技術を習得し、それぞれ
の文化財の特徴を体験によって知る。また、各発達段階の特徴を整理し、対象年齢を設定し、それぞれの場
面で「言葉」の発達支援に適した児童文化財を使った指導計画が立てられるよう取り組む。グループワークを
取り入れながら発表の場を設定し、鑑賞し合いながら、技術や知見の向上をめざす。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」ににおおけけるる内内容容とと小小学学校校のの教教科科等等のの関関連連性性ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授授業業計計画画

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動とと指指導導上上のの留留意意点点ににつついいてて　　－－運運動動遊遊びび

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動ににおおけけるる評評価価ににつついいてて　　－－運運動動遊遊びび





 領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動とと具具体体的的なな指指導導ににつついいてて　　－－基基本本的的生生活活習習慣慣（（食食事事ヹヹ排排泄泄ヹヹ睡睡眠眠））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容にに即即ししたた幼幼児児のの活活動動とと具具体体的的なな指指導導ににつついいてて　　－－基基本本的的生生活活習習慣慣（（清清潔潔ヹヹ衣衣服服のの着着脱脱））

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

発表の課題について調べておくこと

事前に配布する資料をもとに、発表の課題について検討してくること

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（１１））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（３３））

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

幼幼稚稚園園教教育育要要領領のの基基本本のの理理解解とと領領域域「「健健康康」」ののねねららいいににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの内内容容ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

幼幼児児のの心心情情、、認認識識、、思思考考及及びび動動きき等等をを視視野野にに入入れれたた保保育育構構成成のの重重要要性性ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

保保育育をを想想定定ししたた指指導導案案のの作作成成方方法法ににつつてて

領領域域「「健健康康」」ののままととめめ－－幼幼児児教教育育ににおおけけるる領領域域「「健健康康」」のの在在りり方方

発表の課題について調べておくこと

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（２２））

今までの学びを振り返り、疑問点や理解できなった点をまとめておくこと







今までの学びを保育者として役立てられるようまとめておくこと

模模擬擬授授業業ととそそのの振振りり返返りり　　－－保保育育構構想想とと改改善善すするる視視点点をを身身にに付付けけるる－－　　学学生生発発表表ギギララヺヺフフ（（４４））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

領領域域「「健健康康」」のの特特性性にに応応じじたた現現代代のの課課題題とと保保育育実実践践ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

発表の課題について調べておくこと

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

発達段階や子どもの母語等を復習し、「お話し会」の企画立案について考える。

「「おお話話しし会会」」のの企企画画案案ををつつくくるる

授業内容をふまえ、企画案を完成させる。



振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。



授授業業計計画画

指導案の内容を見直し、検討する。



前時の練習内容を検討し、発表に向けて練習する。

ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（そそのの他他））　　　　※※発発表表

振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。

前時の練習内容を検討し、指導案作りに向けた準備をする。

児児童童文文化化財財をを使使っったた指指導導案案のの作作成成





 ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（紙紙芝芝居居編編））　　

振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。

設定した発達段階に応じた児童文化財を選び、表現の仕方を考え、練習する。　　

ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（そそのの他他））　　　　※※ペペアアワワーークク等等ににてて練練習習すするる

「お話し会」の実施に必要な事項について調べる。

子どもでも踊れる簡単なダンスについて調べておく。

お気に入りの子ども向けの歌について調べておく。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌詞詞」」のの特特徴徴ににつついいてて

授業内容をふまえ、あらためて子ども向けの歌の歌詞の構成などを確認する。

実践を振り返り、改善点を整理し、次回に生かせるようまとめる。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌」」作作りり（（曲曲編編））　　　　

前期に学修した関連科目「子どもと言葉」で学んだ内容を復習しておく。

発発達達段段階階とと言言葉葉のの習習得得過過程程ににつついいてて

授業内容を振り返り、ノートを整理しながら、不明な点はないか確認する。

設定した発達段階に応じた絵本を選び、表現の仕方を考え、練習する。　　

ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（絵絵本本編編））

振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。

設定した発達段階に応じた紙芝居を選び、表現の仕方を考え、練習する。　　

「「おお話話しし会会」」のの実実施施にに向向けけたたググルルーーププワワーークク

グループ内での話し合いの結果をふまえ、発表に向けた準備に取り組む。

「お話し会」実施に向けた練習に取り組む。

「「おお話話しし会会」」企企画画をを実実践践すするる　　　　※※ググルルーーププごごととにに発発表表すするる

ままととめめ

子ども向けの歌作りに向けて、さまざまな歌について調べておく。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌」」作作りり（（歌歌詞詞編編））　　　　※※個個人人作作成成　　→→　　ググルルーーププ編編成成

「子どもと言葉」の関係性や特徴を整理し、不明な点がないかどうか、確認する。







学修内容を振り返り、ノートなどに整理する。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌」」にに合合わわせせたたダダンンスス創創作作

発表内容の改善点を整理し、改善策を考える。

保育現場で想定される「言葉」のトラブルについて調べておく。

子子どどももにに声声かかけけををすするる際際のの「「言言葉葉」」選選びびににつついいてて

授業内容をふまえ、実践の場を想定した練習を重ねる。

グループ内で調整して作成した曲の歌詞につけるメロディについて作成してみる。

グループ内で考えた曲を共有しておく。

作成した曲の表現方法等について研究する。













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼０種免 必修 保育士 必修

○

○

○

1＆30＇

＆1＇ギラヺフロヺキ　　＆2＇模擬授業ヹ保育技術発表

ヹ子どもの他者との関わりの拡がりについて、乳幼児期の発達特徴や環境要因等に基づき説明ができる。
ヹ子どもの他者と関わる力を育むための具体的な援助や指導の方法を自ら考案し、保育者として実践すること
ができる。
ヹ既習の知識や経験等から多様な子どもの姿を仮定し、子どもの他者と関わる力を育むために必要な保育者
としての基本的な姿勢や支援上の留意点について自ら考察することができる。

目的

概要

到達目標

皆さんも、いつしか「教わる立場」から「教える立場」へと変わっていくでしょう。本授業では、保育内容における
人間関係の知識や理論を再学習するだけでなく、それらをギラヺフ討議や模擬保育といった実践を通して、さ
らに深めていきます。これまで学んできたことを活用し、「もし自分が保育者だったらどうするか＝」という視点
を大切にしながら授業に取り組んでください。保育にも教育にも「正解」はありません。失敗を恐れず、自分の
思い描く保育をこの授業で実践していきましょうㅯ

卒業 必修

科目名

科目番号

保育内容演習＆人間関係＇

合計15時間分＆授業計画参照＇

単位数＆時間＇

小野　挙


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

＆1＇知識 20＄　　＆2＇技能 10＄　　＆3＇態度 20＄　　＆4＇実践力 50＄

＆1＇定期試験 40＄　　＆2＇リホヺテ 20＄　　＆3＇模擬保育 40＄

定期試験ヹリホヺテについて、実施後解説を行う。

特になし

近喰晴子ヹ小泉裕子『保育内容「人間関係」と指導法ヺ考えるヹ調べるヹ学び合うヺ』中央法規出版
浅井拓久也編『保育内容指導法「人間関係」ヺ確かな実践力を身につけるヺ』萌文書林

＆1＇責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

＆2＇幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

＆3＇保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

本授業の目的は、「子どもと人間関係」で学んだ理論や基礎を応用し、保育者として子どもの他者と関わる力
を育む援助ヹ指導法を、実践を通じて身につけることである。また、保育場面で求められる支援上の留意点に
ついても理解を深め、現場で適切に活用できる視点を養うことを目指す。

本授業では、これまでに学んだ保育や発達に関する知識や経験を活かし、保育場面での子どもたちの多様な
関わりや、他者と関わる上で重要となる心の発達のフルスシを理解することを目指す。また、既習の「子どもと
人間関係」の知識や保育所保育指針ならびに幼稚園教育要領における領域「人間関係」に関する理解を基盤
に、子どもの他者と関わる力を育むための援助や指導の方法、保育者としての留意点等について、実践的な
視点から考察を深める。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

発達段階や子どもの母語等を復習し、「お話し会」の企画立案について考える。

「「おお話話しし会会」」のの企企画画案案ををつつくくるる

授業内容をふまえ、企画案を完成させる。



振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。



授授業業計計画画

指導案の内容を見直し、検討する。



前時の練習内容を検討し、発表に向けて練習する。

ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（そそのの他他））　　　　※※発発表表

振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。

前時の練習内容を検討し、指導案作りに向けた準備をする。

児児童童文文化化財財をを使使っったた指指導導案案のの作作成成





 ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（紙紙芝芝居居編編））　　

振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。

設定した発達段階に応じた児童文化財を選び、表現の仕方を考え、練習する。　　

ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（そそのの他他））　　　　※※ペペアアワワーークク等等ににてて練練習習すするる

「お話し会」の実施に必要な事項について調べる。

子どもでも踊れる簡単なダンスについて調べておく。

お気に入りの子ども向けの歌について調べておく。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌詞詞」」のの特特徴徴ににつついいてて

授業内容をふまえ、あらためて子ども向けの歌の歌詞の構成などを確認する。

実践を振り返り、改善点を整理し、次回に生かせるようまとめる。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌」」作作りり（（曲曲編編））　　　　

前期に学修した関連科目「子どもと言葉」で学んだ内容を復習しておく。

発発達達段段階階とと言言葉葉のの習習得得過過程程ににつついいてて

授業内容を振り返り、ノートを整理しながら、不明な点はないか確認する。

設定した発達段階に応じた絵本を選び、表現の仕方を考え、練習する。　　

ささままざざままなな児児童童文文化化財財ににつついいてて（（絵絵本本編編））

振り返りシートを使って、発表内容の改善点を考える。

設定した発達段階に応じた紙芝居を選び、表現の仕方を考え、練習する。　　

「「おお話話しし会会」」のの実実施施にに向向けけたたググルルーーププワワーークク

グループ内での話し合いの結果をふまえ、発表に向けた準備に取り組む。

「お話し会」実施に向けた練習に取り組む。

「「おお話話しし会会」」企企画画をを実実践践すするる　　　　※※ググルルーーププごごととにに発発表表すするる

ままととめめ

子ども向けの歌作りに向けて、さまざまな歌について調べておく。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌」」作作りり（（歌歌詞詞編編））　　　　※※個個人人作作成成　　→→　　ググルルーーププ編編成成

「子どもと言葉」の関係性や特徴を整理し、不明な点がないかどうか、確認する。







学修内容を振り返り、ノートなどに整理する。

子子どどもも向向けけのの「「歌歌」」にに合合わわせせたたダダンンスス創創作作

発表内容の改善点を整理し、改善策を考える。

保育現場で想定される「言葉」のトラブルについて調べておく。

子子どどももにに声声かかけけををすするる際際のの「「言言葉葉」」選選びびににつついいてて

授業内容をふまえ、実践の場を想定した練習を重ねる。

グループ内で調整して作成した曲の歌詞につけるメロディについて作成してみる。

グループ内で考えた曲を共有しておく。

作成した曲の表現方法等について研究する。













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどもものの人人とと関関わわるる力力をを育育むむ保保育育内内容容＆＆／／＇＇　　指指導導計計画画,,  教教材材研研究究

既習の知識を踏まえ模擬保育の指導案を考案する



授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



授授業業計計画画

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

33歳歳以以上上児児のの子子どどもものの人人間間関関係係のの発発達達,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ　　【【領領域域「「人人間間関関係係」」ににおおけけるる１１歳歳以以上上児児ののねねららいいとと内内容容】】

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

遊遊びびとと人人間間関関係係のの発発達達,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ





 保保育育環環境境ととししててのの保保育育者者ののああるるべべきき姿姿

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

00歳歳以以上上33歳歳未未満満児児のの子子どどもものの人人間間関関係係のの発発達達,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ　　【【領領域域「「人人間間関関係係」」ににおおけけるる乳乳児児,,  ／／歳歳以以上上１１歳歳未未満満児児ののねねららいいとと内内容容】】

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

実施する模擬保育の指導案の内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

領領域域『『人人間間関関係係』』とと他他領領域域のの関関連連,,  事事例例検検討討

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

領領域域『『人人間間関関係係』』のの展展開開とと小小学学校校教教育育ヺヺ接接続続期期ににおおけけるる人人とと関関わわるる力力ヺヺ

既習の「子どもと人間関係」の資料を確認し、保育内容の人間関係の内容を復習する。

保保育育のの基基本本とと人人間間関関係係ヺヺ保保育育所所保保育育指指針針ヹヹ幼幼稚稚園園教教育育要要領領ににおおけけるる領領域域「「人人間間関関係係」」のの理理解解ヺヺ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

保保育育ににおおけけるる人人間間関関係係のの育育みみ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

特特別別なな配配慮慮をを必必要要ととすするる子子どどもものの保保育育,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

乳乳幼幼児児期期のの人人ととのの関関わわりりとと社社会会性性のの発発達達														

ままととめめ　　領領域域『『人人間間関関係係』』とと『『主主体体』』のの再再考考

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

領領域域『『人人間間関関係係』』のの現現代代的的課課題題とと動動向向

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する







これまでの配布資料を確認し、本授業の全体像を理解する。

子子どどもものの人人とと関関わわるる力力をを育育むむ保保育育内内容容＆＆００＇＇　　模模擬擬保保育育①①

教科担当や学生からの模擬保育のビァヺデノチキを活用し、反省点や課題点の克服方法について考える

実施する模擬保育の指導案の内容を確認する

子子どどもものの人人とと関関わわるる力力をを育育むむ保保育育内内容容＆＆１１＇＇　　模模擬擬保保育育②②

教科担当や学生からの模擬保育のビァヺデノチキを活用し、反省点や課題点の克服方法について考える

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

○

1（30）

（１）グループワーク　　（2）その他　

・領域「表現」を音楽的な視野から理解する
・様々な表現活動を通して子どもの発達に応じた指導援助と実践力を習得する（情報機器及び教材の活用を
含む。）
・子どもの体験との関連を考慮した環境構成を学ぶ

目的

概要

到達目標

責任実習に役立つ実践的な学習に取り組みます。音楽で表現する楽しさとその指導法をしっかり学び、積極
的に取り組んで下さい。

卒業 選択

科目名

科目番号

保育内容演習（表現Ⅰ）

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

田川　智美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

（1）知識 20％　　（2）技能 30％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 40％

（1）授業への取り組み 60％　　（2）発表 40％

課題は、添削のうえ返却する。

阿部直美編著『0～5歳児 保育の手あそび』ひかりのくに
板東貴余子編著『こどもの歌ベストテン』ドレミ楽譜出版社

長谷川久美子編著『保育のうた・こどものうた120』シンコーミュージック・エンタテイメント
全日本リトミック音楽教育研究会編『ダルクローズシステムによるリトミック指導1、2、3』全音楽譜出版社
『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

表現領域の音楽について、意義やねらい、また内容や留意事項について理解させる。保育実践に向けた、子
どもの表現の仕方、活動展開、指導方法を学び、子どもの表現についての認識と理解を深める。

領域「表現」の音楽について意義やねらい、また内容や指導上の留意点について理解する。保育実践に向け
て、子どもの表現の仕方、活動展開、体験との関連を考慮し、情報機器及び教材を活用した指導法を学び、
子どもの表現についての認識と理解を深める。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

子子どどもものの人人とと関関わわるる力力をを育育むむ保保育育内内容容＆＆／／＇＇　　指指導導計計画画,,  教教材材研研究究

既習の知識を踏まえ模擬保育の指導案を考案する



授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



授授業業計計画画

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

33歳歳以以上上児児のの子子どどもものの人人間間関関係係のの発発達達,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ　　【【領領域域「「人人間間関関係係」」ににおおけけるる１１歳歳以以上上児児ののねねららいいとと内内容容】】

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

遊遊びびとと人人間間関関係係のの発発達達,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ





 保保育育環環境境ととししててのの保保育育者者ののああるるべべきき姿姿

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

00歳歳以以上上33歳歳未未満満児児のの子子どどもものの人人間間関関係係のの発発達達,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ　　【【領領域域「「人人間間関関係係」」ににおおけけるる乳乳児児,,  ／／歳歳以以上上１１歳歳未未満満児児ののねねららいいとと内内容容】】

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

実施する模擬保育の指導案の内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

領領域域『『人人間間関関係係』』とと他他領領域域のの関関連連,,  事事例例検検討討

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

領領域域『『人人間間関関係係』』のの展展開開とと小小学学校校教教育育ヺヺ接接続続期期ににおおけけるる人人とと関関わわるる力力ヺヺ

既習の「子どもと人間関係」の資料を確認し、保育内容の人間関係の内容を復習する。

保保育育のの基基本本とと人人間間関関係係ヺヺ保保育育所所保保育育指指針針ヹヹ幼幼稚稚園園教教育育要要領領ににおおけけるる領領域域「「人人間間関関係係」」のの理理解解ヺヺ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

保保育育ににおおけけるる人人間間関関係係のの育育みみ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

特特別別なな配配慮慮をを必必要要ととすするる子子どどもものの保保育育,,  ククヺヺシシシシソソヅヅァァ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

乳乳幼幼児児期期のの人人ととのの関関わわりりとと社社会会性性のの発発達達														

ままととめめ　　領領域域『『人人間間関関係係』』とと『『主主体体』』のの再再考考

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

領領域域『『人人間間関関係係』』のの現現代代的的課課題題とと動動向向

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する







これまでの配布資料を確認し、本授業の全体像を理解する。

子子どどもものの人人とと関関わわるる力力をを育育むむ保保育育内内容容＆＆００＇＇　　模模擬擬保保育育①①

教科担当や学生からの模擬保育のビァヺデノチキを活用し、反省点や課題点の克服方法について考える

実施する模擬保育の指導案の内容を確認する

子子どどもものの人人とと関関わわるる力力をを育育むむ保保育育内内容容＆＆１１＇＇　　模模擬擬保保育育②②

教科担当や学生からの模擬保育のビァヺデノチキを活用し、反省点や課題点の克服方法について考える

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めテキストを読んでおく

幼幼児児曲曲のの歌歌唱唱　　楽楽ししくく表表現現ししななががらら歌歌うう歌歌唱唱法法ににつついいてて・・・・・・③③

学習内容を振り返る



学習内容を振り返る



授授業業計計画画

学習内容を振り返る



予めテキストを読んでおく

幼幼児児曲曲のの歌歌唱唱　　楽楽ししくく表表現現ししななががらら歌歌うう歌歌唱唱法法ににつついいてて・・・・・・①①

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

幼幼児児曲曲のの歌歌唱唱　　楽楽ししくく表表現現ししななががらら歌歌うう歌歌唱唱法法ににつついいてて・・・・・・②②





 リリトトミミッッククににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　・・・・・・①①

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

リリトトミミッッククににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　・・・・・・②②

予めテキストを読んでおく

指導案作成に取り組む

予めテキストを読んでおく

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの指指導導法法ににつついいてて・・・・・・②②

学習内容を振り返る

学習内容を振り返る

リリトトミミッックク、、歌歌唱唱、、音音楽楽ああそそびび、、手手遊遊びびをを用用いいたた指指導導案案のの作作成成（（ググルルーーププ研研究究））

予めテキストを読んでおく

子子どどもものの表表現現のの仕仕方方（（映映像像をを用用いいるる））のの特特徴徴とと領領域域「「表表現現」」のの特特徴徴ににつついいてて

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

年年齢齢ににああっったた音音楽楽表表現現ににつついいてて

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

音音楽楽ああそそびび（（リリズズムム））　　年年齢齢別別のの音音楽楽ああそそびび

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの指指導導法法ににつついいてて・・・・・・①①

完完成成ささせせたた指指導導案案のの提提出出とと領領域域「「表表現現」」ののままととめめ

予めテキストを読んでおく

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの指指導導法法ににつついいてて・・・・・・③③

これまでの学習をまとめる







これまでの学習の振り返りまとめる

作作成成ししたた指指導導案案のの発発表表とと改改善善点点ににつついいてて

指導案の問題点について改善する

指導案発表の練習をする

作作成成ししたた指指導導案案のの発発表表とと改改善善点点ににつついいてて

指導案の問題点について改善する

学習内容を振り返る

各自指導案の内容を考えておく

指導案についての理解を深める













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

○

1（30）

（1）模擬授業　　（2）ギラヺフロヺキ　　（3）ヅァシォチサュヱ

ヹ領域「表現」を造形的な視点から理解する
ヹ様々な表現活動を通して子どもの発達に応じた指導援助と実践力を学ぶ（情報機器及び教材の活用を含
む。）
ヹ子どものと体験との関連を考慮した環境構成を学ぶ

目的

概要

到達目標

責任実習に役立つ実践的な学習に取り組みます。造形で表現する楽しさとその指導法をしっかり学び、積極
的に取り組んで下さい。

卒業 選択

科目名

科目番号

保育内容演習（表現Ⅱ）

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

三井　正人


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 20％　　（2）技能 30％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 30％

（1）課題提出 70％　　（2）発表 30％

課題は、添削のうえ返却する。

島田由紀子ヹ駒久美子編著『ケヱハシ　保育内容　表現』建帛社

『幼稚園教育要領』
『保育所保育指針』
『幼保連携型認定こども園教育ヹ保育要領』

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

表現領域の造形について、意義やねらい、また内容や留意事項について理解させる。保育実践に向けた、子
どもの表現の仕方、活動展開、指導方法を学び、子どもの表現についての認識と理解を深める。

領域「表現」の造形について意義やねらい、また内容や指導上の留意点について理解する。保育実践に向け
て、子どもの表現の仕方、活動展開、体験との関連を考慮し、情報機器及び教材を活用した指導法を学び、
子どもの表現についての認識と理解を深める。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めテキストを読んでおく

幼幼児児曲曲のの歌歌唱唱　　楽楽ししくく表表現現ししななががらら歌歌うう歌歌唱唱法法ににつついいてて・・・・・・③③

学習内容を振り返る



学習内容を振り返る



授授業業計計画画

学習内容を振り返る



予めテキストを読んでおく

幼幼児児曲曲のの歌歌唱唱　　楽楽ししくく表表現現ししななががらら歌歌うう歌歌唱唱法法ににつついいてて・・・・・・①①

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

幼幼児児曲曲のの歌歌唱唱　　楽楽ししくく表表現現ししななががらら歌歌うう歌歌唱唱法法ににつついいてて・・・・・・②②





 リリトトミミッッククににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　・・・・・・①①

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

リリトトミミッッククににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　・・・・・・②②

予めテキストを読んでおく

指導案作成に取り組む

予めテキストを読んでおく

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの指指導導法法ににつついいてて・・・・・・②②

学習内容を振り返る

学習内容を振り返る

リリトトミミッックク、、歌歌唱唱、、音音楽楽ああそそびび、、手手遊遊びびをを用用いいたた指指導導案案のの作作成成（（ググルルーーププ研研究究））

予めテキストを読んでおく

子子どどもものの表表現現のの仕仕方方（（映映像像をを用用いいるる））のの特特徴徴とと領領域域「「表表現現」」のの特特徴徴ににつついいてて

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

年年齢齢ににああっったた音音楽楽表表現現ににつついいてて

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

音音楽楽ああそそびび（（リリズズムム））　　年年齢齢別別のの音音楽楽ああそそびび

学習内容を振り返る

予めテキストを読んでおく

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの指指導導法法ににつついいてて・・・・・・①①

完完成成ささせせたた指指導導案案のの提提出出とと領領域域「「表表現現」」ののままととめめ

予めテキストを読んでおく

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの指指導導法法ににつついいてて・・・・・・③③

これまでの学習をまとめる







これまでの学習の振り返りまとめる

作作成成ししたた指指導導案案のの発発表表とと改改善善点点ににつついいてて

指導案の問題点について改善する

指導案発表の練習をする

作作成成ししたた指指導導案案のの発発表表とと改改善善点点ににつついいてて

指導案の問題点について改善する

学習内容を振り返る

各自指導案の内容を考えておく

指導案についての理解を深める













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

展開のための教材を実際に作製し、注意点をまとめる

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（展展開開））ヹヹヹヹヹヹ③③

展開の図の描き方、言葉がけ、多様な子どもへの対応などを指導案に書き込む



5歳時の年齢に合わせた教材を具体的に考える



授授業業計計画画

導入のために手遊び、ヘヺフコヺテなどを用意する



指導案の書式を用意し確認する/先輩の資料をホヺテビェヨエから確認

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（子子どどもものの姿姿、、ねねららいい））ヹヹヹヹヹヹ①①

子どもの発達と発達に合わせたねらいを造形教材を考えながら用意する

教材材料を用意する

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（導導入入、、環環境境構構成成））ヹヹヹヹヹヹ②②





 子子どどもものの造造形形ににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　３３、、４４歳歳児児ヹヹヹヹヹヹ①①

0～2歳、3歳、4歳時の年齢に合わせた教材を具体的に考える

0～2歳、3歳、4歳時の年齢に合わせた教材を用意する

子子どどもものの造造形形ににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　５５歳歳児児ヹヹヹヹヹヹヹヹヹヹ②②

指導案を完成させる

ギラヺフごとの指導案作成、準備

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……①①　　反反省省、、振振りり返返りり

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

実際に教材研究を行う

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……③③　　反反省省、、振振りり返返りり

子どもの表現についてアヱソヺニチテなどを活用し調べておく

子子どどもものの表表現現のの仕仕方方（（映映像像をを用用いいるる））のの特特徴徴とと領領域域「「表表現現」」のの特特徴徴ににつついいてて

子どもの絵の発達について理解する

発達過程の諸理論に目を通す

年年齢齢ににああっったた造造形形表表現現ににつついいてて

発達に応じて子どものできることなどを確認する

0歳児～の体の発達について調べる

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（ままととめめ））ヹヹヹヹヹヹ④④

発達を踏まえた環境構成、ねらい、導入、展開、まとめに至る指導案の構成を復習する

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　指指導導計計画画のの立立案案((ギギララヺヺフフごごとと))

完完成成ささせせたた指指導導案案のの提提出出とと領領域域「「表表現現」」ののままととめめ

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……②②　　反反省省、、振振りり返返りり

指導案の書き方の注意点をまとめておく







指導案の書き方をラヺピヨチキ表にまとめる

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……④④　　反反省省、、振振りり返返りり

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……⑤⑤　　反反省省、、振振りり返返りり

反省の内容を指導案に活かし完成させる/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

ギラヺフごとの指導案作成、準備

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 前期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

1（30）

（1）ヅァシォチサュヱヹヅァプヺテ　　（2）その他

ヹ幼児を取り巻く環境と、幼児の発達にとっての意義を理解する
ヹ幼児期の思考ヹ科学的概念の発達を理解する
ヹ幼児期の標識ヹ文字等、情報ヹ施設との関りの発達を理解する

目的

概要

到達目標

意欲的に学ぶ姿勢を期待します。

卒業 必修

科目名

科目番号

子どもと環境

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

吉田　百加利


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 40％

（1）定期試験 60％　　（2）課題 20％　　（3）授業ボトヺ 20％

課題は、添削のうえ返却する。試験は、解答を公表する。

岡　健『演習 保育内容 環境　基礎的事項の理解と指導法』建帛社

授業中に適宜資料を配布する

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

領域「環境」の指導に関連する幼児を取り巻く環境や、幼児と環境との関わりについての専門的事項における
感性を養い、知識ヹ技能を身に付ける。

子どもたちの学びや育ちを支える専門家となるために、映像等の視覚的教材を活用し、多くの具体的な事例
から環境による教育に関する学習を深めることを目指す。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

展開のための教材を実際に作製し、注意点をまとめる

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（展展開開））ヹヹヹヹヹヹ③③

展開の図の描き方、言葉がけ、多様な子どもへの対応などを指導案に書き込む



5歳時の年齢に合わせた教材を具体的に考える



授授業業計計画画

導入のために手遊び、ヘヺフコヺテなどを用意する



指導案の書式を用意し確認する/先輩の資料をホヺテビェヨエから確認

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（子子どどもものの姿姿、、ねねららいい））ヹヹヹヹヹヹ①①

子どもの発達と発達に合わせたねらいを造形教材を考えながら用意する

教材材料を用意する

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（導導入入、、環環境境構構成成））ヹヹヹヹヹヹ②②





 子子どどもものの造造形形ににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　３３、、４４歳歳児児ヹヹヹヹヹヹ①①

0～2歳、3歳、4歳時の年齢に合わせた教材を具体的に考える

0～2歳、3歳、4歳時の年齢に合わせた教材を用意する

子子どどもものの造造形形ににつついいててのの基基礎礎知知識識　　　　理理論論とと実実践践　　５５歳歳児児ヹヹヹヹヹヹヹヹヹヹ②②

指導案を完成させる

ギラヺフごとの指導案作成、準備

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……①①　　反反省省、、振振りり返返りり

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

実際に教材研究を行う

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……③③　　反反省省、、振振りり返返りり

子どもの表現についてアヱソヺニチテなどを活用し調べておく

子子どどもものの表表現現のの仕仕方方（（映映像像をを用用いいるる））のの特特徴徴とと領領域域「「表表現現」」のの特特徴徴ににつついいてて

子どもの絵の発達について理解する

発達過程の諸理論に目を通す

年年齢齢ににああっったた造造形形表表現現ににつついいてて

発達に応じて子どものできることなどを確認する

0歳児～の体の発達について調べる

楽楽ししくく表表現現すするるたためめのの指指導導法法ににつついいてて（（ままととめめ））ヹヹヹヹヹヹ④④

発達を踏まえた環境構成、ねらい、導入、展開、まとめに至る指導案の構成を復習する

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　指指導導計計画画のの立立案案((ギギララヺヺフフごごとと))

完完成成ささせせたた指指導導案案のの提提出出とと領領域域「「表表現現」」ののままととめめ

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……②②　　反反省省、、振振りり返返りり

指導案の書き方の注意点をまとめておく







指導案の書き方をラヺピヨチキ表にまとめる

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……④④　　反反省省、、振振りり返返りり

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

ギラヺフごとの指導案作成、準備

手手遊遊びび　　年年齢齢ごごととのの手手遊遊びびのの指指導導法法ににつついいてて　　ギギララヺヺフフごごととにに模模擬擬授授業業発発表表……⑤⑤　　反反省省、、振振りり返返りり

反省の内容を指導案に活かし完成させる/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る

ギラヺフごとの指導案作成、準備

反省の内容を指導案に活かし完成させるヺホヺテビェヨエ/行った模擬授業をヲァヅエ撮影し振り返る













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

季季節節にによよるる生生活活やや自自然然のの変変化化にに気気づづくく　　そそのの２２

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

身身近近なな生生きき物物やや植植物物にに親親ししみみををももっってて関関わわるる　　そそのの２２

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

季季節節にによよるる生生活活やや自自然然のの変変化化にに気気づづくく　　そそのの１１





 領領域域「「環環境境」」ののねねららいい、、内内容容おおよよびび評評価価

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

身身近近なな生生きき物物やや植植物物にに親親ししみみををももっってて関関わわるる　　そそのの１１

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活のの中中でで標標識識やや文文字字ななどどにに関関心心ををももつつ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

生生活活にに関関係係のの深深いい情情報報やや施施設設ななどどにに興興味味ヹヹ関関心心ををももつつ　　そそのの２２

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

「「環環境境」」をを捉捉ええるる

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

乳乳幼幼児児のの発発達達とと環環境境

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

様様々々なな物物やや道道具具にに触触れれそそのの性性質質やや仕仕組組みみにに興興味味やや関関心心ををももつつ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活のの中中でで数数量量やや図図形形ななどどにに関関心心ををももつつ

保保育育者者のの役役割割

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活にに関関係係のの深深いい情情報報やや施施設設ななどどにに興興味味ヹヹ関関心心ををももつつ　　そそのの１１

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする







授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

生生活活のの中中でで文文化化やや伝伝統統、、行行事事ななどどにに親親ししむむ　　そそのの１１

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活のの中中でで文文化化やや伝伝統統、、行行事事ななどどにに親親ししむむ　　そそのの２２

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 前期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

1（30）

（1）ヅァシォチサュヱヹヅァプヺテ　　（2）模擬授業ヹ保育技術発表

ヹ幼児期の健康課題と健康の発達的意味を理解する
ヹ幼児期の体の諸機能の発達と生活習慣の形成を理解する
ヹ安全な生活と病気の予防を理解する

目的

概要

到達目標

保育者は、子どもたちが楽しい園生活を送るため、子どもの健康や安全面への配慮を欠かすことはできませ
ん。そのため、子どもの健康を守るための視点を日頃から持つようにして下さい。

卒業 必修

科目名

科目番号

子どもと健康

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

井上　聖子


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 30％　　（2）技能 25％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 25％

（1）定期試験 80％　　（2）発表 20％

課題は、添削のうえ返却する。試験は、解答を公表する。

河邉貴子編著『演習 保育内容 健康』建帛社

井上勝子ヹ高原和子編著『運動遊び』建帛社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

領域「健康」の指導に関する幼児の心身の発達、基本的な生活習慣、安全な生活、運動発達などの専門的事
項についての知識を身に着ける。

幼児における心身の健康について専門的な知識を身に付ける。また幼児の健康に関するヅヺソヺを分析ヹ検
討を行い、課題を見つけ、幼児の健康についての理解を深める。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

季季節節にによよるる生生活活やや自自然然のの変変化化にに気気づづくく　　そそのの２２

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

身身近近なな生生きき物物やや植植物物にに親親ししみみををももっってて関関わわるる　　そそのの２２

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

季季節節にによよるる生生活活やや自自然然のの変変化化にに気気づづくく　　そそのの１１





 領領域域「「環環境境」」ののねねららいい、、内内容容おおよよびび評評価価

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

身身近近なな生生きき物物やや植植物物にに親親ししみみををももっってて関関わわるる　　そそのの１１

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活のの中中でで標標識識やや文文字字ななどどにに関関心心ををももつつ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

生生活活にに関関係係のの深深いい情情報報やや施施設設ななどどにに興興味味ヹヹ関関心心ををももつつ　　そそのの２２

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

「「環環境境」」をを捉捉ええるる

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

乳乳幼幼児児のの発発達達とと環環境境

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

様様々々なな物物やや道道具具にに触触れれそそのの性性質質やや仕仕組組みみにに興興味味やや関関心心ををももつつ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活のの中中でで数数量量やや図図形形ななどどにに関関心心ををももつつ

保保育育者者のの役役割割

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活にに関関係係のの深深いい情情報報やや施施設設ななどどにに興興味味ヹヹ関関心心ををももつつ　　そそのの１１

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする







授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

生生活活のの中中でで文文化化やや伝伝統統、、行行事事ななどどにに親親ししむむ　　そそのの１１

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

生生活活のの中中でで文文化化やや伝伝統統、、行行事事ななどどにに親親ししむむ　　そそのの２２

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの事事故故のの原原因因とと特特徴徴((11))

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授授業業計計画画

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

幼幼児児のの体体力力ヹヹ運運動動能能力力にに関関すするる現現代代のの問問題題

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期のの発発達達とと生生活活習習慣慣のの形形成成ととのの関関わわりり





 乳乳幼幼児児のの発発達達のの理理解解((22))　　――心心のの発発達達

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの発発達達のの理理解解((33))　　――運運動動機機能能のの発発達達

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期のの安安全全教教育育ととククオオのの予予防防((22))　　――安安全全教教育育ヹヹ安安全全面面ででのの配配慮慮ににつついいてて　　学学生生発発表表

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

乳乳幼幼児児期期ででのの病病気気のの特特徴徴ととそそのの予予防防ににつついいてて((22))

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの健健康康ととはは

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの発発達達のの理理解解((11))　　――身身体体的的なな発発達達

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの事事故故のの原原因因とと特特徴徴((22))　　――ギギララヺヺフフ討討議議

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期のの安安全全教教育育ととククオオのの予予防防((11))

乳乳幼幼児児のの運運動動指指針針ににつついいてて

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期ででのの病病気気のの特特徴徴ととそそのの予予防防ににつついいてて((11))

今までの学びを振り返り課題点や理解できなかった点についてまとめておくこと







今までの学びを保育者として役立てられるようまとめておくこと

運運動動遊遊びびのの意意義義とと多多様様なな動動ききのの獲獲得得

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

運運動動遊遊びびのの環環境境構構成成とと指指導導法法

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること













授業概要



－101－

担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 前期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

○

1（30）

（1）調査学習　　（2）グループワーク　　（3）ディスカッション

・領域「言葉」の内容を理解し、実践に生かせるよう学びを深める
・「言葉」の本質について考え、「豊かな言葉の世界」へのイメージを描き、その世界へ近づくための言葉の習
得のプロセスを理解する
・「言葉」の獲得において重要な役割を果たす児童文化財について学び、それぞれの特性を知って、それらを
活用した指導計画を立案する

目的

概要

到達目標

子ども達が生活の中から模倣していろいろな言葉を獲得するのをインフォーマル教育と言います。それは無
計画で予期しなかった状況の中で出会っていくものです。そして発達年齢に沿って、環境を通して日々著しく
成長・発達を遂げていきます。そのような子どもの言葉の育ちを支えるための基礎的な知識を実際の場面を
想定しながら考えていきましょう。

卒業 必修

科目名

科目番号

子どもと言葉

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

望月　之美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

（1）知識 60％　　（2）技能 20％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 10％

（1）定期試験 80％　　（2）課題に対する達成度 20％

課題は可能な限り添削等を行い、返却する。筆記試験については模範解答を明示する。

内藤知美・新井美保子編著『コンパス　保育内容　言葉〔第2版〕』建帛社

『幼稚園教育要領』
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』
『保育所保育指針』

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

・わたしたちはいかにして言葉を獲得し、考え、表現に漕ぎつけていくか。言葉の発達過程を理解する
・保育における5領域の観点から全体的に子ども理解を深め、とくに言葉領域における支援の仕方を考える
・日本の幼児教育において課題となっている諸課題（例：外国にルーツをもつ子どもたち）にふれ、子ども一人
ひとりの言葉の発達を保育者はいかにして促していけるかを考え、言葉に関わる文化財について研究する

「言葉」とは何か。そして、私たちはその言葉をどのようにして身につけてきたのか。「言葉」のもつ機能、「言
葉」によるコミュニケーション、それにより培われていくアイデンティティー。そうした「言葉」に関する基本的な知
識をまず講義し、各発達段階における「言葉」の習得状況やプロセスを確認しながら、適切な児童文化財（絵
本、紙芝居等）を使って発達を促すことのできる知識、技術の習得をめざす。また、日本語を母語としない子ど
もへの対応についても理解を深め、指導計画等を立案する。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの事事故故のの原原因因とと特特徴徴((11))

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



授授業業計計画画

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること



事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

幼幼児児のの体体力力ヹヹ運運動動能能力力にに関関すするる現現代代のの問問題題

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期のの発発達達とと生生活活習習慣慣のの形形成成ととのの関関わわりり





 乳乳幼幼児児のの発発達達のの理理解解((22))　　――心心のの発発達達

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの発発達達のの理理解解((33))　　――運運動動機機能能のの発発達達

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期のの安安全全教教育育ととククオオのの予予防防((22))　　――安安全全教教育育ヹヹ安安全全面面ででのの配配慮慮ににつついいてて　　学学生生発発表表

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

乳乳幼幼児児期期ででのの病病気気のの特特徴徴ととそそのの予予防防ににつついいてて((22))

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの健健康康ととはは

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの発発達達のの理理解解((11))　　――身身体体的的なな発発達達

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児のの事事故故のの原原因因とと特特徴徴((22))　　――ギギララヺヺフフ討討議議

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期のの安安全全教教育育ととククオオのの予予防防((11))

乳乳幼幼児児のの運運動動指指針針ににつついいてて

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

乳乳幼幼児児期期ででのの病病気気のの特特徴徴ととそそのの予予防防ににつついいてて((11))

今までの学びを振り返り課題点や理解できなかった点についてまとめておくこと







今までの学びを保育者として役立てられるようまとめておくこと

運運動動遊遊びびのの意意義義とと多多様様なな動動ききのの獲獲得得

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

運運動動遊遊びびのの環環境境構構成成とと指指導導法法

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

テキスト・第７章をよく読んで内容を理解しておく。

44歳歳児児のの言言葉葉――子子どどもものの言言葉葉のの世世界界をを広広げげるるたためめにに――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。



授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。



授授業業計計画画

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。



テキスト・第５章をよく読んで内容を理解しておく。

22歳歳児児のの言言葉葉――「「語語彙彙爆爆発発」」のの時時期期ににおおけけるる適適切切なな対対応応」」――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第６章をよく読んで内容を理解しておく。

33歳歳児児のの言言葉葉――遊遊びびをを通通じじててののココミミュュニニケケーーシショョンン、、言言葉葉のの育育てて方方――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう





 00歳歳児児のの言言葉葉　　――言言葉葉をを育育むむたたののめめのの環環境境をを知知るる――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第４章をよく読んで内容を理解しておく。

11歳歳児児のの言言葉葉　　――言言葉葉のの獲獲得得ププロロセセススをを知知るる――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

テキスト・第８章をよく読んで内容を理解しておく。

テキスト・第１３章をよく読んで内容を理解しておく。

テキスト・第１０章をよく読んで内容を理解しておく。

気気ににななるる子子どどももにに向向けけててのの、、言言葉葉のの発発達達ののササポポーートト　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

グループワークでの演習内容を確認し、さまざまなケースを想定した対応について考える。

テキストおよび参考資料等を確認し、知識の習得をはかる。

言言葉葉のの発発達達をを促促すす児児童童文文化化財財（（00歳歳～～33歳歳））　　※※ググルルーーププごごととにに発発表表すするる

シラバスを理解し、テキスト・第１章をよく読んで内容を理解する。

「「言言葉葉」」ととはは何何かか　　――言言葉葉ににつついいてて考考ええるる――

授業内容をふまえ、ノートに各自必要に応じて補足を加え、整える。

テキスト・第２章をよく読んで内容を理解しておく。

保保育育ににおおけけるる言言葉葉のの発発達達　　――発発達達段段階階にに応応じじたた言言葉葉のの育育みみ方方ににつついいてて考考ええるる――

授業内容をふまえ、ノートに各自必要に応じて補足を加え、整える。

テキスト・第３章をよく読んで内容を理解しておく。

55歳歳児児のの言言葉葉　　――文文学学へへのの興興味味・・関関心心をを育育ててるる――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第９章をよく読んで内容を理解しておく。

領領域域「「言言葉葉」」ののねねららいい及及びび内内容容をを理理解解すするる

ままととめめ（（指指導導案案のの提提出出））

テキスト・第１１章をよく読んで内容を理解しておく。

日日本本語語をを母母語語ととししなないい子子どどもものの言言葉葉のの発発達達をを考考ええるる

指導案の提出に向けて準備しする。







前期授業内容を確認し、本授業をより実践的に学ぶ後期授業に向けて準備する。

言言葉葉のの発発達達をを促促すす児児童童文文化化財財（（33歳歳～～66歳歳））　　※※ググルルーーププごごととにに発発表表すするる

児童文化財についてさらに幅広く調べ、さまざまな文化財に接する。

テキスト・第１４章、第１５章をよく読んで内容を理解しておく。

言言葉葉をを育育ててるる指指導導とと指指導導計計画画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業内容を振り返り、指導案を作成する。

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第１２章をよく読んで内容を理解しておく。

児童文化財についてさらに幅広く調べ、さまざまな文化財に接する。













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 前期

幼０種免 必修 保育士 必修

○

○

1＆30＇

＆1＇ギラヺフロヺキ

ヹ保育内容における人間関係の基礎理論について説明できる
ヹ各発達段階における発達特徴と人とのかかわりの拡がりの関連について説明ができる
ヹ子どもの人間関係の拡大に伴う保育者としての支援方法や在り方について論じることができる

目的

概要

到達目標

保育園や幼稚園、認定こども園で子どもたちはさまざまな環境に出会い、その中で自分や他者の思いに葛藤
しながら、少しずつ人と関わる力を育んでいきます。この授業では、そうした環境や発達の中で育まれる「他者
とかかわる力」について学びます。子どもがどのように人と関わり、自己を調整していくのかを知り、その力を
育むために保育者がどんな姿勢を持つべきか、一緒に探求していきましょうㅯ

卒業 必修

科目名

科目番号

子どもと人間関係

合計15時間分＆授業計画参照＇

単位数＆時間＇

小野　挙


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

＆1＇知識 30＄　　＆2＇技能 30＄　　＆3＇態度 10＄　　＆4＇実践力 30＄

＆1＇定期試験 70＄　　＆2＇リホヺテ 30＄

定期試験ヹリホヺテについて、実施後解説を行う。

特になし

吉川晴美ヹ関口はつ江ヹ義永睦子『保育内容「人間関係」ヺ「共に育つヹ創る」をめざしてヺ』ポニラヲゟ書房
無藤隆ヹ古賀松香『主体としての子どもが育つ　保育内容「人間関係」』北大路書房

＆1＇責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

＆2＇幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

＆3＇保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

本授業の目的は保育内容の人間関係の基礎理論について理解することである。子どもの他者と関わる力を
育むための保育者としての援助や指導を行えるよう、子どもの人とのかかわりに関する知識や理論について
発達的特徴や心理的特徴、 子どもを取り巻く環境要因等から包括的に理解する。

人とかかわる力は、子どもの発達とともに少しずつ育まれていくものである。乳児期の親子の絆から始まり、
友だちとの出会い、集団での関わりへと、子どもの人間関係は広がっていく。本授業では、発達心理学的視点
から子どもの人間関係の発達過程を理解し、それを支える環境や保育実践について学ぶものである。保育の
様々な場面における子どもたちの姿を通して、人とかかわる力を育む保育者の役割について考察を深める。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

テキスト・第７章をよく読んで内容を理解しておく。

44歳歳児児のの言言葉葉――子子どどもものの言言葉葉のの世世界界をを広広げげるるたためめにに――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。



授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。



授授業業計計画画

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。



テキスト・第５章をよく読んで内容を理解しておく。

22歳歳児児のの言言葉葉――「「語語彙彙爆爆発発」」のの時時期期ににおおけけるる適適切切なな対対応応」」――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第６章をよく読んで内容を理解しておく。

33歳歳児児のの言言葉葉――遊遊びびをを通通じじててののココミミュュニニケケーーシショョンン、、言言葉葉のの育育てて方方――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう





 00歳歳児児のの言言葉葉　　――言言葉葉をを育育むむたたののめめのの環環境境をを知知るる――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第４章をよく読んで内容を理解しておく。

11歳歳児児のの言言葉葉　　――言言葉葉のの獲獲得得ププロロセセススをを知知るる――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

テキスト・第８章をよく読んで内容を理解しておく。

テキスト・第１３章をよく読んで内容を理解しておく。

テキスト・第１０章をよく読んで内容を理解しておく。

気気ににななるる子子どどももにに向向けけててのの、、言言葉葉のの発発達達ののササポポーートト　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

グループワークでの演習内容を確認し、さまざまなケースを想定した対応について考える。

テキストおよび参考資料等を確認し、知識の習得をはかる。

言言葉葉のの発発達達をを促促すす児児童童文文化化財財（（00歳歳～～33歳歳））　　※※ググルルーーププごごととにに発発表表すするる

シラバスを理解し、テキスト・第１章をよく読んで内容を理解する。

「「言言葉葉」」ととはは何何かか　　――言言葉葉ににつついいてて考考ええるる――

授業内容をふまえ、ノートに各自必要に応じて補足を加え、整える。

テキスト・第２章をよく読んで内容を理解しておく。

保保育育ににおおけけるる言言葉葉のの発発達達　　――発発達達段段階階にに応応じじたた言言葉葉のの育育みみ方方ににつついいてて考考ええるる――

授業内容をふまえ、ノートに各自必要に応じて補足を加え、整える。

テキスト・第３章をよく読んで内容を理解しておく。

55歳歳児児のの言言葉葉　　――文文学学へへのの興興味味・・関関心心をを育育ててるる――　　※※ググルルーーププワワーーククににてて理理解解をを深深めめるるたためめのの演演習習をを行行うう

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第９章をよく読んで内容を理解しておく。

領領域域「「言言葉葉」」ののねねららいい及及びび内内容容をを理理解解すするる

ままととめめ（（指指導導案案のの提提出出））

テキスト・第１１章をよく読んで内容を理解しておく。

日日本本語語をを母母語語ととししなないい子子どどもものの言言葉葉のの発発達達をを考考ええるる

指導案の提出に向けて準備しする。







前期授業内容を確認し、本授業をより実践的に学ぶ後期授業に向けて準備する。

言言葉葉のの発発達達をを促促すす児児童童文文化化財財（（33歳歳～～66歳歳））　　※※ググルルーーププごごととにに発発表表すするる

児童文化財についてさらに幅広く調べ、さまざまな文化財に接する。

テキスト・第１４章、第１５章をよく読んで内容を理解しておく。

言言葉葉をを育育ててるる指指導導とと指指導導計計画画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業内容を振り返り、指導案を作成する。

授業を振り返り、知識や技術の定着をはかる。

テキスト・第１２章をよく読んで内容を理解しておく。

児童文化財についてさらに幅広く調べ、さまざまな文化財に接する。













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

．．歳歳児児ににおおけけるる人人ととののかかかかわわりりのの発発達達とと保保育育者者のの援援助助

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



授授業業計計画画

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

保保育育者者のの様様々々なな役役割割

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

遊遊びびのの中中ででのの人人ととののかかかかわわりりとと非非認認知知能能力力





 環環境境のの中中でで育育つつ子子どどももたたちち

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

領領域域「「人人間間関関係係」」ののねねららいいとと内内容容

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆／／＇＇　　自自立立心心をを育育むむ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆１１＇＇　　道道徳徳性性、、規規範範意意識識をを育育むむ

特になし

アアヱヱテテルルゾゾキキササュュヱヱ,,  現現代代社社会会をを生生ききるる子子どどももたたちち

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

幼幼児児教教育育のの基基本本

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

／／,,００歳歳児児ににおおけけるる人人ととののかかかかわわりりのの発発達達とと保保育育者者のの援援助助

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

１１,,２２,,３３歳歳児児ににおおけけるる人人ととののかかかかわわりりのの発発達達とと保保育育者者のの援援助助

家家族族やや地地域域のの中中でで育育むむ人人間間関関係係,,  ままととめめ

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆００＇＇　　協協同同性性をを育育むむ

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する







これまでの配布資料を確認し、本授業の全体像を理解する。

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆２２＇＇　　向向社社会会性性＆＆思思いいややりり＇＇をを育育むむ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

人人間間関関係係をを育育むむ保保育育のの在在りり方方ヺヺ教教材材研研究究ヹヹ指指導導計計画画ヺヺ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 前期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

○

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

領域「表現」の指導に関する、幼児の表現の姿やその発達及びそれを促す要因、幼児の感性や創造性を豊
かにする様々な表現遊びや環境の構成などの専門的知識・技能、表現力を身に付ける。

領域「表現」について子どもの表現の特性、意義やねらい、留意点を理解し、保育実践に向けて活動展開や
指導法を学ぶ。

（1）知識 30％　　（2）技能 30％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 30％

（1）定期試験 70％　　（2）課題提出・発表 30％

作成した指導案の提出。添削後再提出。

板東貴余子編著『こどもの歌ベストテン』ドレミ楽譜出版社、阿部直美編著『0～5歳児 保育の手あそび』ひかり
のくに、印刷資料（田川）
島田由紀子・駒久美子編著『コンパス　保育内容　表現』建帛社、独自印刷資料(三井)

全日本リトミック音楽教育研究会編『ダルクローズシステムによるリトミック指導1、2、3』全音楽譜出版社
『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』『幼保連携型認定子ども園教育・保育要領』

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

田川　智美
三井　正人


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

必修

科目名

科目番号

子どもと表現

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（30）

(1)グループワーク　　（2）その他　

・幼児の表現の姿や、その発達を理解する
・身体・造形・音楽表現などの様々な表現の基礎的な知識・技能を学ぶ
・幼児の表現を豊かにするための指導法を学ぶ

目的

概要

到達目標

子どもは日常の生活の中で出会う自然や季節、行事などを通して新鮮な驚きや感動を経験します。そしてそ
の思いを声に出して歌ってみたり、絵に描いたり、踊ったりして表現します。子どもたちの様々な思いを素直に
表現するためにはどんな環境や指導が必要か学ぶのが、この授業です。

卒業

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

．．歳歳児児ににおおけけるる人人ととののかかかかわわりりのの発発達達とと保保育育者者のの援援助助

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



授授業業計計画画

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する



前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

保保育育者者のの様様々々なな役役割割

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

遊遊びびのの中中ででのの人人ととののかかかかわわりりとと非非認認知知能能力力





 環環境境のの中中でで育育つつ子子どどももたたちち

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

領領域域「「人人間間関関係係」」ののねねららいいとと内内容容

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆／／＇＇　　自自立立心心をを育育むむ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆１１＇＇　　道道徳徳性性、、規規範範意意識識をを育育むむ

特になし

アアヱヱテテルルゾゾキキササュュヱヱ,,  現現代代社社会会をを生生ききるる子子どどももたたちち

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

幼幼児児教教育育のの基基本本

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

／／,,００歳歳児児ににおおけけるる人人ととののかかかかわわりりのの発発達達とと保保育育者者のの援援助助

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

１１,,２２,,３３歳歳児児ににおおけけるる人人ととののかかかかわわりりのの発発達達とと保保育育者者のの援援助助

家家族族やや地地域域のの中中でで育育むむ人人間間関関係係,,  ままととめめ

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆００＇＇　　協協同同性性をを育育むむ

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する







これまでの配布資料を確認し、本授業の全体像を理解する。

他他者者ととのの関関わわりりかからら人人間間関関係係をを考考ええるる＆＆２２＇＇　　向向社社会会性性＆＆思思いいややりり＇＇をを育育むむ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

人人間間関関係係をを育育むむ保保育育のの在在りり方方ヺヺ教教材材研研究究ヹヹ指指導導計計画画ヺヺ

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する

前回授業の配布資料を読み、分からない箇所を確認する

授業で配布された資料を読み、授業内容を確認する













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

教教材材／／指指導導案案　　ススラライイムム、、小小麦麦粉粉粘粘土土、、紙紙ココッッププをを使使っったた教教材材　　ググルルーーププごごととにに研研究究・・模模擬擬授授業業（（三三井井））

子どもの絵の発達について調べる

造造形形表表現現のの特特性性　　幼幼児児のの造造形形表表現現ととはは　　発発達達過過程程とと発発達達理理論論（（三三井井））

さまざまな造形教材について調べる







造形教材を指導案にどう盛り込むかまとめる

造造形形表表現現にに関関すするる指指導導案案のの立立案案（（三三井井））

指導案の立て方を確認する

子どもの造形教材について調べる

教教材材／／指指導導案案　　デデカカルルココママニニーー、、ススククララッッチチ　　ググルルーーププごごととにに研研究究・・模模擬擬授授業業（（三三井井））

子どもの造形教材について振り返る

発達過程、発達理論を振り返る

幼児の造形表現の特徴について調べる

幼児の造形理論を振り返る

幼幼児児のの造造形形表表現現ととはは　　基基礎礎的的なな造造形形教教育育理理論論とと教教育育要要領領表表現現領領域域のの理理解解（（三三井井））

自分の子ども期の音楽表現に関する体験をまとめておく

子子どどもも期期のの音音楽楽表表現現のの特特性性とと領領域域「「表表現現」」ににつついいてて（（田田川川））

学習内容を振り返る

わらべうた　について各自調査する

子子どどもものの遊遊びびやや生生活活にに見見らられれるる音音楽楽表表現現　　　　わわららべべ歌歌（（田田川川））

実践練習をする

教科書で生活の歌。季節の歌を調べる

音音楽楽にに合合わわせせたた表表現現（（ススキキッッププ、、ツツーースステテッッププ等等リリズズミミカカルルなな動動作作のの習習得得））（（田田川川））

授業内容の振り返りをする

身体表現遊びについて調べる

身身体体表表現現遊遊びび　　「「○○○○○○ににななっっててみみよようう」」（（田田川川））

実践練習をする

教科書で生活の歌。季節の歌を調べる

歌歌にによよるる音音楽楽表表現現②②（（生生活活・・季季節節ののううたた））　　音音楽楽表表現現遊遊びび（（田田川川））

次の授業の内容について考えてる

指導案について、先輩のポートフォリオを見ておく

指導案の内容を考える

身身体体表表現現にに関関すするる指指導導案案のの立立案案（（田田川川））

指導案の作成について考える

授業内容の振り返りをする



指導案作成のための題材を考える

音音楽楽表表現現にに関関すするる指指導導案案のの立立案案（（田田川川））

指導案の作成について考える

自分の子ども期の身体表現の関する体験をまとめる

子子どどもも期期のの身身体体表表現現のの特特性性とと領領域域「「表表現現」」ににつついいてて（（田田川川））





 歌歌にによよるる音音楽楽表表現現①①（（生生活活・・季季節節ののううたた））　　リリズズムム表表現現（（田田川川））

次の授業の内容について考える

イイメメーージジとと動動きき　　リリズズムムにに合合わわせせたた表表現現（（歩歩くく、、走走るる、、回回るる、、振振るる、、弾弾むむ））（（田田川川））

授業内容の振り返りをする



実践練習をする



授授業業計計画画

学習したことをまとめる
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 講義 履修年次 1年 開講時期 前期

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 60％　　（2）技能 10％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 10％

（1）授業態度ヹ課題 20％　　（2）定期試験 80％

課題は授業内で解説を行う。

寺田清美他編『新基本保育サヨヺジ15　乳児保育ⅠヹⅡ』中央法規出版

小山朝子編『講義で学ぶ　乳児保育』わかば社

澤田　由美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

科目名

科目番号

乳児保育Ⅰ

合計60時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

日々の保育は子どもが豊かに生きていくための力を育むことにつながっている。そのため3歳未満児の発育ヹ
発達を理解して乳児保育の基本的な知識や技術を身に付けるとともに、保護者や関係機関との連携ヹ協働に
ついて理解することを目的とする。

乳児保育を歴史的に振り返ることで、その意義や役割を理解し、現代における乳児保育の課題を知る。また、
各種施設における3歳未満児の養護と教育を支える理念や実際的な取り組み、関係機関との連携を理解す
る。乳児保育の質の向上を目指し、乳児の発育ヹ発達状況の把握とそれに応じた計画と実践について考え方
を学ぶ。

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

2（30）

（1）ギラヺフロヺキ

1．乳児保育の意義、目的、役割と歴史的変遷について理解する
2．多様な保育の場における乳児保育の現状と課題について理解する
3．3歳未満児の発育ヹ発達を踏まえた保育内容と運営体制について理解する
4．乳児保育における保護者や関係機関との連携について理解する

目的

概要

到達目標

積極的に授業に参加しましょう。

卒業 選択

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

教教材材／／指指導導案案　　ススラライイムム、、小小麦麦粉粉粘粘土土、、紙紙ココッッププをを使使っったた教教材材　　ググルルーーププごごととにに研研究究・・模模擬擬授授業業（（三三井井））

子どもの絵の発達について調べる

造造形形表表現現のの特特性性　　幼幼児児のの造造形形表表現現ととはは　　発発達達過過程程とと発発達達理理論論（（三三井井））

さまざまな造形教材について調べる







造形教材を指導案にどう盛り込むかまとめる

造造形形表表現現にに関関すするる指指導導案案のの立立案案（（三三井井））

指導案の立て方を確認する

子どもの造形教材について調べる

教教材材／／指指導導案案　　デデカカルルココママニニーー、、ススククララッッチチ　　ググルルーーププごごととにに研研究究・・模模擬擬授授業業（（三三井井））

子どもの造形教材について振り返る

発達過程、発達理論を振り返る

幼児の造形表現の特徴について調べる

幼児の造形理論を振り返る

幼幼児児のの造造形形表表現現ととはは　　基基礎礎的的なな造造形形教教育育理理論論とと教教育育要要領領表表現現領領域域のの理理解解（（三三井井））

自分の子ども期の音楽表現に関する体験をまとめておく

子子どどもも期期のの音音楽楽表表現現のの特特性性とと領領域域「「表表現現」」ににつついいてて（（田田川川））

学習内容を振り返る

わらべうた　について各自調査する

子子どどもものの遊遊びびやや生生活活にに見見らられれるる音音楽楽表表現現　　　　わわららべべ歌歌（（田田川川））

実践練習をする

教科書で生活の歌。季節の歌を調べる

音音楽楽にに合合わわせせたた表表現現（（ススキキッッププ、、ツツーースステテッッププ等等リリズズミミカカルルなな動動作作のの習習得得））（（田田川川））

授業内容の振り返りをする

身体表現遊びについて調べる

身身体体表表現現遊遊びび　　「「○○○○○○ににななっっててみみよようう」」（（田田川川））

実践練習をする

教科書で生活の歌。季節の歌を調べる

歌歌にによよるる音音楽楽表表現現②②（（生生活活・・季季節節ののううたた））　　音音楽楽表表現現遊遊びび（（田田川川））

次の授業の内容について考えてる

指導案について、先輩のポートフォリオを見ておく

指導案の内容を考える

身身体体表表現現にに関関すするる指指導導案案のの立立案案（（田田川川））

指導案の作成について考える

授業内容の振り返りをする



指導案作成のための題材を考える

音音楽楽表表現現にに関関すするる指指導導案案のの立立案案（（田田川川））

指導案の作成について考える

自分の子ども期の身体表現の関する体験をまとめる

子子どどもも期期のの身身体体表表現現のの特特性性とと領領域域「「表表現現」」ににつついいてて（（田田川川））





 歌歌にによよるる音音楽楽表表現現①①（（生生活活・・季季節節ののううたた））　　リリズズムム表表現現（（田田川川））

次の授業の内容について考える

イイメメーージジとと動動きき　　リリズズムムにに合合わわせせたた表表現現（（歩歩くく、、走走るる、、回回るる、、振振るる、、弾弾むむ））（（田田川川））

授業内容の振り返りをする



実践練習をする



授授業業計計画画

学習したことをまとめる
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

乳乳児児保保育育のの総総合合理理解解

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（66））移移行行すするる時時期期のの保保育育　　（（77））保保育育士士等等にによよるる援援助助ややかかかかわわりり、、保保育育ににおおけけるる配配慮慮

これまでの授業を振り返り、授業時に理解を深められるようにする







授業内容の復習を行い、知識を確実にする

乳乳児児保保育育ににおおけけるる連連携携ヹヹ協協働働　　（（11））保保護護者者ととのの連連携携

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育ににおおけけるる連連携携ヹヹ協協働働　　（（22））職職員員間間、、保保健健ヹヹ医医療療機機関関、、家家庭庭的的保保育育、、地地域域子子育育てて支支援援等等ととのの連連携携

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする





ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（55））22歳歳児児のの生生活活ヹヹ遊遊びびとと環環境境

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

乳乳児児保保育育ににおおけけるる記記録録ととそそのの意意義義

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの基基本本（（妊妊娠娠かからら出出産産ままでで））　　乳乳児児保保育育のの意意義義ヹヹ目目的的ヹヹ歴歴史史的的変変遷遷

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの役役割割とと機機能能、、養養護護とと教教育育

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（33））11歳歳児児のの生生活活とと環環境境

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（44））11歳歳児児のの遊遊びびとと環環境境

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの現現状状とと課課題題　　（（44））家家庭庭的的保保育育等等ににおおけけるる乳乳児児保保育育　　（（55））乳乳児児ととそそのの家家庭庭をを取取りり巻巻くく環環境境とと子子育育てて支支援援

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（11））00歳歳児児のの生生活活とと環環境境



 乳乳児児保保育育のの現現状状とと課課題題　　（（11））支支援援ををめめぐぐるる社社会会的的状状況況とと課課題題

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの現現状状とと課課題題　　（（22））保保育育所所ににおおけけるる乳乳児児保保育育　　（（33））乳乳児児院院ににおおけけるる乳乳児児保保育育









ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（22））00歳歳児児のの遊遊びびとと環環境境（（抱抱っっここととおおんんぶぶ))

授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授授業業計計画画

授業内容の復習を行い、知識を確実にする
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

澤田　由美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

科目名

科目番号

乳児保育Ⅱ

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

目的

概要

到達目標

わからないところはそのままにせず、積極的に取り組みましょう。

卒業 選択

（1）知識 50％　　（2）技能 20％　　（3）態度 15％　　（4）実践力 15％

（1）授業の取り組みヹ課題 50％　　（2）定期試験 50％

課題に対して、授業内で解説を行う。

寺田清美他編『新基本保育サヨヺジ15　乳児保育ⅠヹⅡ』中央法規出版

厚生労働省編『保育所保育指針解説　平成30年3月』ビリヺプラ館

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

3歳未満児の発育ヹ発達を踏まえた援助やかかわりを理解し、乳児保育における生活や遊びと環境について
知識、技術を身に付ける。また、保育の計画作成について理解することを目的とする。

乳児保育の実際について理解を深めるとともに、乳児ムヅラ（人形）を用いて具体的な援助の仕方を学び、実
践につながる保育技術の習得を目指す。乳幼児の発達に応じた保育環境の構成や保育計画ヹ記録について
学び、乳児保育への理解を深め、保護者や関係機関との連携について学ぶ。

1（30）

（1）ギラヺフロヺキ

1．3歳未満児の発育ヹ発達を踏まえた援助やかかわりについて理解する
2．「乳児保育」の養護と教育の一体性を踏まえた保育の方法や環境について具体的に理解する
3．乳児保育における配慮と援助技術について具体的に理解でき実施できる
4．「乳児保育」における計画の作成について具体的に理解する

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

乳乳児児保保育育のの総総合合理理解解

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（66））移移行行すするる時時期期のの保保育育　　（（77））保保育育士士等等にによよるる援援助助ややかかかかわわりり、、保保育育ににおおけけるる配配慮慮

これまでの授業を振り返り、授業時に理解を深められるようにする







授業内容の復習を行い、知識を確実にする

乳乳児児保保育育ににおおけけるる連連携携ヹヹ協協働働　　（（11））保保護護者者ととのの連連携携

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育ににおおけけるる連連携携ヹヹ協協働働　　（（22））職職員員間間、、保保健健ヹヹ医医療療機機関関、、家家庭庭的的保保育育、、地地域域子子育育てて支支援援等等ととのの連連携携

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする





ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（55））22歳歳児児のの生生活活ヹヹ遊遊びびとと環環境境

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

乳乳児児保保育育ににおおけけるる記記録録ととそそのの意意義義

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの基基本本（（妊妊娠娠かからら出出産産ままでで））　　乳乳児児保保育育のの意意義義ヹヹ目目的的ヹヹ歴歴史史的的変変遷遷

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの役役割割とと機機能能、、養養護護とと教教育育

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（33））11歳歳児児のの生生活活とと環環境境

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（44））11歳歳児児のの遊遊びびとと環環境境

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの現現状状とと課課題題　　（（44））家家庭庭的的保保育育等等ににおおけけるる乳乳児児保保育育　　（（55））乳乳児児ととそそのの家家庭庭をを取取りり巻巻くく環環境境とと子子育育てて支支援援

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（11））00歳歳児児のの生生活活とと環環境境



 乳乳児児保保育育のの現現状状とと課課題題　　（（11））支支援援ををめめぐぐるる社社会会的的状状況況とと課課題題

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの現現状状とと課課題題　　（（22））保保育育所所ににおおけけるる乳乳児児保保育育　　（（33））乳乳児児院院ににおおけけるる乳乳児児保保育育









ツカシテの学習内容に合うところを熟読し、授業時に理解を深められるようにする

33歳歳未未満満児児のの保保育育　　（（22））00歳歳児児のの遊遊びびとと環環境境（（抱抱っっここととおおんんぶぶ))

授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授授業業計計画画

授業内容の復習を行い、知識を確実にする
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

個個別別的的なな指指導導計計画画とと集集団団のの指指導導計計画画

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの心心身身のの健健康康ヹヹ安安全全とと情情緒緒のの安安定定をを図図るるたためめのの配配慮慮

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする







全体の復習

環環境境のの変変化化やや移移行行にに対対すするる配配慮慮

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

長長期期的的なな指指導導計計画画とと短短期期的的なな指指導導計計画画

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

集集団団ででのの生生活活ににおおけけるる配配慮慮

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの基基本本

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの生生活活のの流流れれ（（００歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの生生活活のの流流れれ（（２２歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの保保育育環環境境（（２２歳歳児児キキョョシシ））

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの援援助助のの実実際際（（２２歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る



ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの生生活活のの流流れれ（（１１歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの保保育育環環境境（（１１歳歳児児キキョョシシ））





 子子どどもものの保保育育環環境境（（００歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る



授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの援援助助のの実実際際（（００歳歳児児キキョョシシ））

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの援援助助のの実実際際（（１１歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

○

1（30）

（1）ギラヺフロヺキ

1．保育における保健的観点を踏まえた保育環境や援助について理解する
2．保育における衛生管理ヹ事故防止及び安全対策ヹ危機管理ヹ災害対策について具体的に理解する
3．子どもの体調不良等に対する適切な対応について、具体的に理解する
4．関連するオアデョアヱや近年のヅヺソ等を踏まえ、保育における感染症対策について具体的に理解する
5．保育における保健的対応の基本的な考え方を踏まえ、子どもの発達や状態等に即した適切な対応につい
て、具体的に理解する
6．子どもの健康及び安全の管理に関わる組織的取り組みや保健活動の計画及び評価等について、具体的
に理解する

目的

概要

到達目標

子どもの安全ヹ安心を考え、実際に活用できる知識ヹ技術を身につけましょう。

卒業 選択

科目名

科目番号

子どもの健康と安全

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

澤田　由美


実務経験のある

教員等による授業
該当する

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 50％　　（2）技能 20％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 10％

（1）定期試験 80％　　（2）課題提出 20％

課題に対して、授業内で解説を行う。

森脇千夏, 緒方美津子, 是松聖悟, 徳野裕子, 西岡征子, 宮﨑貴美子, 宮原恵子, 室井由起子 ,脇本麗 著『アョ
シテ子どもの保健ヹ健康と安全』東京教学社

松田博雄ヹ金森美恵編集『子どもの健康と安全』中央法規出版
高内正子ヹ梶美保編著『保育の場で活きる　子どもの健康と安全』建帛社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どもの健康の保持増進及び心身の安全についての知識、技術や事故防止について理解し、保育現場での
具体的な実践方法を学び身に付ける。また、オアデョアヱや近年のヅヺソ等を踏まえ、保育における衛生管
理、多様な子どもへの対応について理解する。

保育士が働く場所は多様であるが、どのような場であっても子どもの命を守り、健やかな成長を支える安全ヹ
安心の確保は重要である。授業では保健的観点を踏まえた保育環境や援助、事故防止や安全対策、体調不
良や感染症への対応、子どもの健康ヹ安全の管理について各種オアデョアヱを踏まえた対策や基本的な対応
を演習形式で学習する。（本演習は、保健師としての実務経験を基に、保育者として身に付けておくべき感染
症対策や子どもの体調不良などへの対応について、知識、技術が習得できるよう事例を紹介しながら授業を
展開していく。）

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

個個別別的的なな指指導導計計画画とと集集団団のの指指導導計計画画

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの心心身身のの健健康康ヹヹ安安全全とと情情緒緒のの安安定定をを図図るるたためめのの配配慮慮

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする







全体の復習

環環境境のの変変化化やや移移行行にに対対すするる配配慮慮

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

長長期期的的なな指指導導計計画画とと短短期期的的なな指指導導計計画画

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

集集団団ででのの生生活活ににおおけけるる配配慮慮

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

乳乳児児保保育育のの基基本本

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの生生活活のの流流れれ（（００歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの生生活活のの流流れれ（（２２歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの保保育育環環境境（（２２歳歳児児キキョョシシ））

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの援援助助のの実実際際（（２２歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る



ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの生生活活のの流流れれ（（１１歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの保保育育環環境境（（１１歳歳児児キキョョシシ））





 子子どどもものの保保育育環環境境（（００歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る



授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの援援助助のの実実際際（（００歳歳児児キキョョシシ））

ツカシテを利用した予習を行い、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの援援助助のの実実際際（（１１歳歳児児キキョョシシ））

授業を振り返り内容を整理することで知識の定着を図る
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの体体調調不不良良ななどどへへのの対対応応　　（（33））一一次次救救命命処処置置

授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授授業業計計画画

授業内容の復習を行い、知識を確実にする



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの体体調調不不良良ななどどへへのの対対応応　　（（11））体体調調不不良良やや傷傷害害がが発発生生ししたた場場合合のの対対応応

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの体体調調不不良良ななどどへへのの対対応応　　（（22））応応急急手手当当





 保保育育ににおおけけるる健健康康とと安安全全のの管管理理　　（（22））事事故故防防止止とと安安全全対対策策、、危危機機管管理理とと災災害害へへのの備備ええ

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの特特徴徴　　（（ノノアアソソララココアアヱヱ、、身身体体計計測測））

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（11））保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応のの基基本本的的考考ええ方方

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（33））個個別別的的なな配配慮慮がが必必要要なな子子どどももへへのの対対応応（（慢慢性性疾疾患患））

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保健健的的観観点点をを踏踏ままええたた保保育育環環境境とと援援助助　　（（11））子子どどもものの健健康康とと保保育育環環境境　　（（22））個個のの健健康康とと集集団団のの保保健健

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる健健康康とと安安全全のの管管理理　　（（11））衛衛生生管管理理

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

感感染染症症対対策策　　（（11））感感染染症症のの集集団団発発生生のの予予防防

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

感感染染症症対対策策　　（（22））感感染染症症発発生生時時とと罹罹患患後後のの対対応応

健健康康おおよよびび安安全全のの管管理理のの実実施施体体制制

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（22））33歳歳未未満満児児へへのの対対応応

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする







授業内容の復習を行い、知識を確実にする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（44））個個別別的的なな配配慮慮がが必必要要なな子子どどももへへのの対対応応（（゠゠リリララガガヺヺ性性疾疾患患））

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（55））障障害害ののああるる子子どどももへへのの対対応応

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

2（30）

（1）グループワーク　　（2）プレゼンテーション　　（3）その他（双方向アンケート）

・特別な支援を必要とする幼児への保育についての理念や歴史的変遷を理解する
・様々な障害についての理解を深める
・特別な支援を必要とする幼児の理解や援助の方法、保育の計画等、個別支援について理解する

目的

概要

到達目標

演習課題・演習発表での取り組みが重要であることを理解し、必要な準備を怠らないよう留意すること。

卒業 必修

科目名

科目番号

特別支援教育論

合計60時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

清水　健


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

（1）知識 50％　　（2）技能 10％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 20％

（1）レポート試験 30％　　（2）演習課題 30％　　（3）演習発表 40％

課題に対して、授業内で解説を行う。

前田康弘編著『実践に生かす障害児保育・特別支援教育』萌文書林

尾野明美編著『保育者のための障害児保育－理解と実践』萌文書林
七木田敦編著『キーワードで学ぶ障害児保育入門』保育出版社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

一般の保育・教育と障害児保育・教育との連続性から、様々な障害についての理解を促し、一人一人発達上
の課題に対して特別な保育ニーズと支援を学び、保護者を中心とした支援の内容に関して理解を深める。

特別な支援を必要とする幼児への保育について、理念や歴史的変遷について学び、特別な支援を必要とする
幼児及びその保育について理解する。
また、様々な障害や教育的ニーズについて理解し、子どもの理解や援助の方法、環境構成、障害のある子ど
もや特別な教育的ニーズのある子どもの保育の計画等についての学びを通して個別支援及び他の子どもと
のかかわりのなかで育ち合う保育実践について理解を深める。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの体体調調不不良良ななどどへへのの対対応応　　（（33））一一次次救救命命処処置置

授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授業内容の復習を行い、知識を確実にする



授授業業計計画画

授業内容の復習を行い、知識を確実にする



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの体体調調不不良良ななどどへへのの対対応応　　（（11））体体調調不不良良やや傷傷害害がが発発生生ししたた場場合合のの対対応応

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの体体調調不不良良ななどどへへのの対対応応　　（（22））応応急急手手当当





 保保育育ににおおけけるる健健康康とと安安全全のの管管理理　　（（22））事事故故防防止止とと安安全全対対策策、、危危機機管管理理とと災災害害へへのの備備ええ

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子どどもものの特特徴徴　　（（ノノアアソソララココアアヱヱ、、身身体体計計測測））

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（11））保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応のの基基本本的的考考ええ方方

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（33））個個別別的的なな配配慮慮がが必必要要なな子子どどももへへのの対対応応（（慢慢性性疾疾患患））

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保健健的的観観点点をを踏踏ままええたた保保育育環環境境とと援援助助　　（（11））子子どどもものの健健康康とと保保育育環環境境　　（（22））個個のの健健康康とと集集団団のの保保健健

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる健健康康とと安安全全のの管管理理　　（（11））衛衛生生管管理理

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

感感染染症症対対策策　　（（11））感感染染症症のの集集団団発発生生のの予予防防

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

感感染染症症対対策策　　（（22））感感染染症症発発生生時時とと罹罹患患後後のの対対応応

健健康康おおよよびび安安全全のの管管理理のの実実施施体体制制

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（22））33歳歳未未満満児児へへのの対対応応

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする







授業内容の復習を行い、知識を確実にする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（44））個個別別的的なな配配慮慮がが必必要要なな子子どどももへへのの対対応応（（゠゠リリララガガヺヺ性性疾疾患患））

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育ににおおけけるる保保健健的的対対応応　　（（55））障障害害ののああるる子子どどももへへのの対対応応

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容の復習を行い、知識を確実にする













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助②②　　－－聴聴覚覚障障害害のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る



ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る



予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

個個別別のの教教育育支支援援計計画画等等、、保保育育のの計計画画作作成成とと実実施施　　－－「「個個別別のの教教育育支支援援計計画画」」とと「「個個別別のの指指導導計計画画」」のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助①①　　－－視視覚覚障障害害のの理理解解－－





 障障害害児児のの発発達達ととアアセセススメメンントト　　－－心心身身のの発発達達とと障障害害児児のの発発達達特特徴徴・・アアセセススメメンントトのの理理解解――

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育・・療療育育機機関関ななどどににおおけけるる障障害害児児保保育育のの展展開開　　－－就就学学前前のの保保育育のの場場・・障障害害児児保保育育のの形形態態とと実実践践－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助⑤⑤　　－－自自閉閉症症ススペペククトトララムム障障害害のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助⑦⑦　　－－学学習習障障害害のの理理解解－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの捉捉ええ方方－－ノノーーママラライイゼゼーーシショョンンととIICCFF－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害児児保保育育・・教教育育のの歴歴史史的的視視点点　　－－障障害害観観とと処処遇遇のの歴歴史史・・障障害害児児保保育育のの歴歴史史－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助③③　　－－肢肢体体不不自自由由のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助④④　　－－知知的的障障害害のの理理解解－－

ままととめめ　　－－授授業業のの到到達達目目標標をを踏踏ままええたた演演習習のの振振りり返返りり－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助⑥⑥　　－－注注意意欠欠陥陥・・多多動動性性障障害害のの理理解解－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ささままざざままなな障障害害のの理理解解とと個個別別的的配配慮慮　　－－そそのの他他特特別別なな支支援援をを必必要要ととすするる幼幼児児のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

家家庭庭へへのの支支援援　　－－家家庭庭ととのの協協力力、、支支援援のの場場のの広広ががりりととつつななががりり－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 前期

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

星田　由哉


実務経験のある

教員等による授業
該当する

（1）知識 70％　　（2）技能 10％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 10％

（1）定期試験 35％　　（2）課題 26％　　（3）授業参加度 39％

定期試験ヹリホヺテについて、実施後解説を行う。

『最新保育士養成講座』総括編纂委員会編『改訂1版 最新保育士養成講座第5巻 社会的養護と障害児保育』
全国社会福祉協議会

杉山宗尚ヹ原田旬哉編著『図解で学ぶ保育　社会的養護Ⅱ（第2版）』萌文書林
喜多一憲監修ヹ堀場純矢編『みらい×子どもの福祉ピチキシ　社会的養護Ⅱ（第2版）』みらい
相澤仁ヹ村井美紀ヹ大竹智『新ヹ基本保育サヨヺジ⑱　社会的養護Ⅱ』中央法規出版

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

社会的養護の内容、社会的養護の実際について理解できる。また、社会的養護における計画と記録、相談援
助、虐待防止と家庭支援について理解できる。

社会的養護は、虐待などの困難を抱える子どもを社会的に保護ヹ援助するしくみである。社会的養護の下で
暮らす子どもの家庭的環境、日常生活支援、自立支援、社会的養護の実際、計画ヹ記録ヹ自己評価、社会的
養護における相談援助や家庭支援などについて学ぶ（授業は反転授業によって展開される）。
なお、学生の関心や問題意識等に応じて、授業構成ヹ内容を柔軟に変更することがある。
（本演習は担当教員の児童養護施設での実務経験を活かし、実際の現場の様子を紹介しながら実践的に授
業を行う。）

科目名

科目番号

社会的養護Ⅱ

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（30）

（1）反転授業　　（2）ギラヺフロヺキ　　（3）その他

目的

概要

到達目標

この科目は、保育の内容ヹ方法に関する科目の一つです。「社会的養護Ⅰ」で学んだ、社会的養護における重
要語句等を実践に活かすため、社会的養護の内容や支援方法などについて学びます。保育実習に向けて、
社会的養護に対する理解を深めていきましょう。

卒業 選択

ヹ子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容について具体的に理解し、説明できる
ヹ施設養護及び家庭養護の実際について理解し、説明できる
ヹ社会的養護における計画ヹ記録ヹ自己評価の実際について理解し、説明できる
ヹ社会的養護に関わる相談援助の方法ヹ技術について理解し、説明できる
ヹ社会的養護における子ども虐待の防止と家庭支援について理解し、説明できる

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助②②　　－－聴聴覚覚障障害害のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る



ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る



予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

個個別別のの教教育育支支援援計計画画等等、、保保育育のの計計画画作作成成とと実実施施　　－－「「個個別別のの教教育育支支援援計計画画」」とと「「個個別別のの指指導導計計画画」」のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助①①　　－－視視覚覚障障害害のの理理解解－－





 障障害害児児のの発発達達ととアアセセススメメンントト　　－－心心身身のの発発達達とと障障害害児児のの発発達達特特徴徴・・アアセセススメメンントトのの理理解解――

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育・・療療育育機機関関ななどどににおおけけるる障障害害児児保保育育のの展展開開　　－－就就学学前前のの保保育育のの場場・・障障害害児児保保育育のの形形態態とと実実践践－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助⑤⑤　　－－自自閉閉症症ススペペククトトララムム障障害害のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助⑦⑦　　－－学学習習障障害害のの理理解解－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの捉捉ええ方方－－ノノーーママラライイゼゼーーシショョンンととIICCFF－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害児児保保育育・・教教育育のの歴歴史史的的視視点点　　－－障障害害観観とと処処遇遇のの歴歴史史・・障障害害児児保保育育のの歴歴史史－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助③③　　－－肢肢体体不不自自由由のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助④④　　－－知知的的障障害害のの理理解解－－

ままととめめ　　－－授授業業のの到到達達目目標標をを踏踏ままええたた演演習習のの振振りり返返りり－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

障障害害のの理理解解とと保保育育ににおおけけるる発発達達のの援援助助⑥⑥　　－－注注意意欠欠陥陥・・多多動動性性障障害害のの理理解解－－

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ささままざざままなな障障害害のの理理解解とと個個別別的的配配慮慮　　－－そそのの他他特特別別なな支支援援をを必必要要ととすするる幼幼児児のの理理解解－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

家家庭庭へへのの支支援援　　－－家家庭庭ととのの協協力力、、支支援援のの場場のの広広ががりりととつつななががりり－－

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めテキストを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

ノートや資料を振り返り、知識の定着を図る













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護ににおおけけるる支支援援のの計計画画とと記記録録及及びび自自己己評評価価②②】】社社会会的的養養護護ににおおけけるる記記録録ヹヹ自自己己評評価価

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの実実際際③③】】ビビゟゟポポヨヨヺヺベベヺヺママヹヹ里里親親

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護ににおおけけるる支支援援のの計計画画とと記記録録及及びび自自己己評評価価①①】】゠゠ススシシミミヱヱテテとと自自立立支支援援計計画画のの作作成成

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護にに関関わわるる専専門門的的技技術術②②】】保保育育のの専専門門性性にに関関わわるる知知識識ヹヹ技技術術ととそそのの実実践践

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護にに関関わわるる専専門門的的技技術術③③】】相相談談援援助助のの知知識識ヹヹ技技術術ととそそのの実実践践

【【社社会会的的養養護護のの実実際際①①】】乳乳児児院院ヹヹ児児童童養養護護施施設設ヹヹ母母子子生生活活支支援援施施設設

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの実実際際②②】】児児童童心心理理治治療療施施設設ヹヹ児児童童自自立立支支援援施施設設ヹヹ障障害害児児施施設設

ツカシテを読み、授業内容について再確認する













授業概要

【【今今後後のの課課題題とと展展望望②②】】今今後後のの社社会会的的養養護護のの課課題題とと展展望望　　ままととめめ

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく







ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【今今後後のの課課題題とと展展望望①①】】家家庭庭支支援援

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

「社会的養護Ⅰ」の配布資料を読み、分からない箇所等を確認しておく



エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの内内容容⑤⑤】】自自立立支支援援

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく





 【【社社会会的的養養護護のの内内容容②②】】日日常常生生活活支支援援　　【【社社会会的的養養護護のの内内容容③③】】子子どどもものの権権利利擁擁護護



ツカシテを読み、授業内容について再確認する



授授業業計計画画

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの内内容容④④】】心心理理的的支支援援

アアヱヱテテルルゾゾキキササュュヱヱ　　「「社社会会的的養養護護ⅠⅠ」」ででのの学学習習内内容容のの再再確確認認

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの内内容容①①】】社社会会的的養養護護ににおおけけるる子子どどもものの理理解解

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

【【社社会会的的養養護護にに関関わわるる専専門門的的技技術術①①】】セセヺヺササメメララロロヺヺキキのの知知識識ヹヹ技技術術ととそそのの応応用用

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

現代社会において地域の子育て支援が必要とされる背景を理解し、子育てを支援するための政策ヹ制度及び
具体的な地域活動の現状と問題点について学ぶ。

保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援について、その
特性と展開を具体的に理解する。また、保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の
内容と方法及び技術を、実践事例等を通して具体的に理解する。

（1）知識 40％　　（2）技能 20％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 20％

（1）定期試験 40％　　（2）課題ヹ発表 30％　（3）学習ボトヺ 30％

課題は、添削のうえ返却する。試験は、解答を公表する。

小橋明子監修、木脇奈智子編著『子育て支援』中山書店

子育て支援者ケヱヒツヱサヺ研究会編著『育つヹつながる子育て支援』タメアラデ本社

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

吉田　百加利


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

選択

科目名

科目番号

子育て支援

合計30時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（30）

（1）ギラヺフロヺキ　　（2）ヅァシォチサュヱヹヅァプヺテ

ヹ現代社会における子育ての現状と課題、子育て支援の意義と必要性を理解する
ヹ支援者の役割を理解し、支援に求められる知識と技術を修得する

目的

概要

到達目標

自分の住んでいる地域の子育て支援に興味を持ちましょう。また、子育て支援現場のペョヱツァ゠に参加し
て、保護者との交流等を通して様々な視点から子育てについて考える機会を持ちましょう。

卒業

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護ににおおけけるる支支援援のの計計画画とと記記録録及及びび自自己己評評価価②②】】社社会会的的養養護護ににおおけけるる記記録録ヹヹ自自己己評評価価

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの実実際際③③】】ビビゟゟポポヨヨヺヺベベヺヺママヹヹ里里親親

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護ににおおけけるる支支援援のの計計画画とと記記録録及及びび自自己己評評価価①①】】゠゠ススシシミミヱヱテテとと自自立立支支援援計計画画のの作作成成

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護にに関関わわるる専専門門的的技技術術②②】】保保育育のの専専門門性性にに関関わわるる知知識識ヹヹ技技術術ととそそのの実実践践

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護にに関関わわるる専専門門的的技技術術③③】】相相談談援援助助のの知知識識ヹヹ技技術術ととそそのの実実践践

【【社社会会的的養養護護のの実実際際①①】】乳乳児児院院ヹヹ児児童童養養護護施施設設ヹヹ母母子子生生活活支支援援施施設設

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの実実際際②②】】児児童童心心理理治治療療施施設設ヹヹ児児童童自自立立支支援援施施設設ヹヹ障障害害児児施施設設

ツカシテを読み、授業内容について再確認する













授業概要

【【今今後後のの課課題題とと展展望望②②】】今今後後のの社社会会的的養養護護のの課課題題とと展展望望　　ままととめめ

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく







ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【今今後後のの課課題題とと展展望望①①】】家家庭庭支支援援

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

「社会的養護Ⅰ」の配布資料を読み、分からない箇所等を確認しておく



エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの内内容容⑤⑤】】自自立立支支援援

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく





 【【社社会会的的養養護護のの内内容容②②】】日日常常生生活活支支援援　　【【社社会会的的養養護護のの内内容容③③】】子子どどもものの権権利利擁擁護護



ツカシテを読み、授業内容について再確認する



授授業業計計画画

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの内内容容④④】】心心理理的的支支援援

アアヱヱテテルルゾゾキキササュュヱヱ　　「「社社会会的的養養護護ⅠⅠ」」ででのの学学習習内内容容のの再再確確認認

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく

【【社社会会的的養養護護のの内内容容①①】】社社会会的的養養護護ににおおけけるる子子どどもものの理理解解

ツカシテを読み、授業内容について再確認する

【【社社会会的的養養護護にに関関わわるる専専門門的的技技術術①①】】セセヺヺササメメララロロヺヺキキのの知知識識ヹヹ技技術術ととそそのの応応用用

エヱヅボヱデ動画を視聴し、分からない箇所等を確認しておく
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

ままととめめ

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育相相談談とと支支援援のの意意義義

これまでの学びを振り返り、授業時に理解を深められるようにする







これまでの学びを振り返り、授業内容について確認する

保保育育相相談談とと支支援援のの実実践践

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

世世界界のの子子育育てて支支援援をを知知るる

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

保保育育相相談談とと支支援援のの基基本本

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ  （（授授業業内内容容のの説説明明））

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子育育てて支支援援ととはは　　

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

NNPPOOのの取取りり組組みみ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

地地域域のの子子育育てて支支援援のの現現状状①①――育育児児不不安安のの原原因因とと対対応応

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

妊妊娠娠ヹヹ出出産産ヹヹ乳乳幼幼児児期期ヹヹ小小学学生生期期のの支支援援②②

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

地地域域のの子子育育てて支支援援のの現現状状②②――母母親親以以外外のの育育児児参参加加

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼稚稚園園にによよるる子子育育てて支支援援  

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育園園にによよるる子子育育てて支支援援  





 妊妊娠娠ヹヹ出出産産ヹヹ乳乳幼幼児児期期ヹヹ小小学学生生期期のの支支援援①①

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

児児童童館館ヹヹ保保健健ススヱヱソソヺヺにによよるる子子育育てて支支援援  

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

○

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

1年次に保育内容演習（表現Ⅱ）で学習した教材研究や指導案、模擬授業の学習を基礎に、より実践的、専門
的なシカラ゠チフを目指す。
また美術の楽しさを知り、造形教育指導の視野を広げるため、教育ヹ保育ヹペョヱツァ゠などの現場で実際に
子どもたちに指導を行い、問題点を洗い出し、本番の教育ヹ保育実習での実践につなげられるようにする。

幼児が楽しみながら行える造形遊びを研究しながら、保育内容演習（表現Ⅱ）で学習した幼児の発達状況、基
礎的な教育理論を再確認する。また指導案を作成するとともに、実践的な模擬授業を通して造形遊びの具体
的な環境構成や教材研究を学習する。また美術館等での校外授業を行い、美術表現を広い視野で捉える。

（1）知識 30％　　（2）技能 20％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 40％

（1）リホヺテ提出 30％　　（2）実践発表 70％

課題発表後は、意見交換し、教員の゠デノアシを参考に発表を見直す。

島田由紀子ヹ駒久美子編著『ケヱハシ　保育内容　表現』建帛社

『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』『幼保連携型認定こども園教育ヹ保育要領』
その他アヱソヺニチテによる検索

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

三井　正人


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

選択

科目名

科目番号

美術表現

合計30時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（30）

（1）PBL　　（2）ギラヺフロヺキ　　（3）ヅァシォチサュヱ

ヹ1年次に保育内容演習（表現Ⅱ）で学習した教材研究や指導案、模擬授業の学習を基礎に、より実践的、専
門的なシカラ゠チフを目指す
ヹ美術の楽しさを知り、造形教育指導の視野を広げるため、美術史や様々な現代の表現の多様性を知る
ヹペョヱツァ゠などの現場で実際に子どもたちに指導を行い、問題点を洗い出し、本番の教育ヹ保育実習での
実践につなげられるようにする

目的

概要

到達目標

1年次の保育内容演習（表現Ⅱ）をもとに、講義科目ではありますが、実践的な授業になります。
学外発表、学外授業については、現地までの移動や美術館入館料などの実費がかかる場合があります。

卒業

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

ままととめめ

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育相相談談とと支支援援のの意意義義

これまでの学びを振り返り、授業時に理解を深められるようにする







これまでの学びを振り返り、授業内容について確認する

保保育育相相談談とと支支援援のの実実践践

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

世世界界のの子子育育てて支支援援をを知知るる

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

保保育育相相談談とと支支援援のの基基本本

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ  （（授授業業内内容容のの説説明明））

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

子子育育てて支支援援ととはは　　

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

NNPPOOのの取取りり組組みみ

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

地地域域のの子子育育てて支支援援のの現現状状①①――育育児児不不安安のの原原因因とと対対応応

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

妊妊娠娠ヹヹ出出産産ヹヹ乳乳幼幼児児期期ヹヹ小小学学生生期期のの支支援援②②

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

地地域域のの子子育育てて支支援援のの現現状状②②――母母親親以以外外のの育育児児参参加加

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

幼幼稚稚園園にによよるる子子育育てて支支援援  

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

保保育育園園にによよるる子子育育てて支支援援  





 妊妊娠娠ヹヹ出出産産ヹヹ乳乳幼幼児児期期ヹヹ小小学学生生期期のの支支援援①①

ツカシテを読み、授業時に理解を深められるようにする

児児童童館館ヹヹ保保健健ススヱヱソソヺヺにによよるる子子育育てて支支援援  

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る



授授業業計計画画

授業内容や資料を振り返り、知識の定着を図る
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

ままととめめ

事前準備

美美術術館館をを巡巡りり造造形形表表現現ヹヹ教教材材のの研研究究しし、、子子どどももたたちちととのの美美術術体体験験ペペョョヱヱツツァァ゠゠にに参参加加

活動を動画、写真でまとめホヺテビェヨエとして完成







ホヺテビェヨエの振り返り

美美術術館館をを巡巡りり造造形形表表現現ヹヹ教教材材のの研研究究しし、、子子どどももたたちちととのの美美術術体体験験ペペョョヱヱツツァァ゠゠にに参参加加

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

活動を動画、写真でまとめておく

幼幼児児のの造造形形遊遊びびヹヹ指指導導ののままととめめ　　幼幼稚稚園園ににてて発発表表ししたた指指導導研研究究及及びび指指導導案案作作成成ヹヹ模模擬擬授授業業のの反反省省

片づけ、整理

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

事前準備

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

美美術術館館をを巡巡りり造造形形表表現現ヹヹ教教材材のの研研究究しし、、子子どどももたたちちととのの美美術術体体験験ペペョョヱヱツツァァ゠゠にに参参加加

サョノシを見て表現(造形)関係のまとめをしておく

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ　　①①授授業業のの目目的的とと内内容容のの説説明明　　②②課課題題説説明明

美術(表現)とは？を考える

主体的で、対話的で、深い学びについて復習しておく

幼幼稚稚園園教教育育要要領領、、保保育育指指針針ななどどででのの表表現現のの位位置置づづけけ

表現領域の特色について

古代とはどんな時代か

教教材材研研究究  ギギララヺヺフフごごととにに　　計計画画

指導計画の作成

実際にペョヱツァ゠活動をする調整

教教材材研研究究  ギギララヺヺフフごごととにに　　　　作作っってて遊遊ぶぶ　　集集団団、、遊遊びび、、ララヺヺララヹヹ展展開開

土偶、壁画、ウザフテ、ミセホソポ゠、ガヨサメ、神の誕生、さまざまな宗教

ラニチコヱシとは

多多様様なな表表現現　　美美術術史史　　ララニニココヱヱシシ～～近近代代　　　　

子どもの発達に即した教材研究

事前準備

事前準備

教教材材研研究究  ギギララヺヺフフごごととにに　　実実践践

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

実際の準備



認識、概念

多多様様なな表表現現　　近近代代かからら現現代代のの表表現現　　概概念念芸芸術術

見えるものと見えないもの　　無意識

形や色を組み替えたり、統合したりする

表表現現のの多多様様性性





 多多様様なな表表現現　　古古代代～～中中世世のの表表現現　　王王、、神神、、宗宗教教

現代美術における制作手法

美美術術ににおおけけるる手手法法ヹヹヹヹヹヹミミソソ認認知知//深深いい学学びびととのの関関連連性性

さまざまな美術教育



近代絵画の特徴～印象派



授授業業計計画画

多様な表現を組み合わせる
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 通年

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

○

ヹ保育所保育指針、幼稚園教育要領を踏まえた保育技術としての人形劇の意義、学習成果としての実践力に
ついて確認する
ヹ人形劇（15分程度の）ボヨエニチテの人形製作を通して、知識、技術を身に着ける
ヹ子どもたちを前にして舞台製作、発表を行いながら、自主性、協働性を育みながら、さまざまに試行して、実
践力を身に着ける

目的

概要

到達目標

人形作りでは1つ1つ課題を、乗り越えて造形活動から効果的な表現にいたる流れを学習します。また、子ども
たちに発表し子どもたちに見てもらう喜びを体験しよう。

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 40％

（1）製作状況の評価 50％　　（2）発表時の積極性 50％

発表後の意見交換を通して改善点を見出し゠デノアシする。発表をヲァヅエ撮影し、振り返るとともにyoutube
に゠チフしてホヺテビェヨエとしてまとめる

アヱソヺニチテでの物語検索、決定。人形作り、舞台づくりについて先輩他の人形劇の映像を参考に学習。

人形や舞台づくりの実際を近隣のボヨエニチテを公演している絵本村に見学に行く。

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

保育所指針、教育要領、発達の様子を踏まえて保育実践のための特に表現領域の造形製作（平面ヹ立体造
形）における教材開発の能力と技術を身につける。

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）保育技術発表　　（2）ギラヺフロヺキ　　（3）ヅァシォチサュヱ

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅰ

合計60時間分（授業計画参照）

三井　正人


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

単位数（時間） 2（60）

卒業 必修

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

ままととめめ

事前準備

美美術術館館をを巡巡りり造造形形表表現現ヹヹ教教材材のの研研究究しし、、子子どどももたたちちととのの美美術術体体験験ペペョョヱヱツツァァ゠゠にに参参加加

活動を動画、写真でまとめホヺテビェヨエとして完成







ホヺテビェヨエの振り返り

美美術術館館をを巡巡りり造造形形表表現現ヹヹ教教材材のの研研究究しし、、子子どどももたたちちととのの美美術術体体験験ペペョョヱヱツツァァ゠゠にに参参加加

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

活動を動画、写真でまとめておく

幼幼児児のの造造形形遊遊びびヹヹ指指導導ののままととめめ　　幼幼稚稚園園ににてて発発表表ししたた指指導導研研究究及及びび指指導導案案作作成成ヹヹ模模擬擬授授業業のの反反省省

片づけ、整理

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

事前準備

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

美美術術館館をを巡巡りり造造形形表表現現ヹヹ教教材材のの研研究究しし、、子子どどももたたちちととのの美美術術体体験験ペペョョヱヱツツァァ゠゠にに参参加加

サョノシを見て表現(造形)関係のまとめをしておく

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ　　①①授授業業のの目目的的とと内内容容のの説説明明　　②②課課題題説説明明

美術(表現)とは？を考える

主体的で、対話的で、深い学びについて復習しておく

幼幼稚稚園園教教育育要要領領、、保保育育指指針針ななどどででのの表表現現のの位位置置づづけけ

表現領域の特色について

古代とはどんな時代か

教教材材研研究究  ギギララヺヺフフごごととにに　　計計画画

指導計画の作成

実際にペョヱツァ゠活動をする調整

教教材材研研究究  ギギララヺヺフフごごととにに　　　　作作っってて遊遊ぶぶ　　集集団団、、遊遊びび、、ララヺヺララヹヹ展展開開

土偶、壁画、ウザフテ、ミセホソポ゠、ガヨサメ、神の誕生、さまざまな宗教

ラニチコヱシとは

多多様様なな表表現現　　美美術術史史　　ララニニココヱヱシシ～～近近代代　　　　

子どもの発達に即した教材研究

事前準備

事前準備

教教材材研研究究  ギギララヺヺフフごごととにに　　実実践践

整理、片付け、ヲァヅエ撮影、映像記録

実際の準備



認識、概念

多多様様なな表表現現　　近近代代かからら現現代代のの表表現現　　概概念念芸芸術術

見えるものと見えないもの　　無意識

形や色を組み替えたり、統合したりする

表表現現のの多多様様性性





 多多様様なな表表現現　　古古代代～～中中世世のの表表現現　　王王、、神神、、宗宗教教

現代美術における制作手法

美美術術ににおおけけるる手手法法ヹヹヹヹヹヹミミソソ認認知知//深深いい学学びびととのの関関連連性性

さまざまな美術教育



近代絵画の特徴～印象派



授授業業計計画画

多様な表現を組み合わせる
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

授授業業計計画画

製製作作④④製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

製製作作⑥⑥製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続



時間内でできない作業を継続

製製作作⑤⑤製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続

台本を見ながら、舞台割、人形の数，種類、背景の描き方を検討する





製製作作終終了了　　完完成成品品提提出出

時間内でできない作業を継続

製製作作⑦⑦製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続







製作した人形、舞台、背景、音響、案内、進行、手遊びなどの各作ったものを確認し、不足しているものをタゥチキする

製製作作⑨⑨加加工工ヹヹ着着色色

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

製製作作⑩⑩組組立立ヹヹ完完成成

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

日程を定め、台本を検討する

製製作作①①原原案案検検討討　　　　子子どどもものの招招待待（（保保育育園園、、幼幼稚稚園園、、施施設設））

各担当は製作日程を検討する

台本を検討する

製製作作②②原原案案決決定定







主体的、対話的で深い学習の一環として保育技術を学ぶ意義を考える

オオアアゾゾヱヱシシ　　課課題題（（劇劇づづくくりり））のの決決定定

さまざまな人形劇について調べる

さまざまな人形劇から好きなシテヺヨヺを選ぶ

内内容容のの検検討討　　昔昔話話、、絵絵本本ななどどかかららシシテテヺヺヨヨヺヺをを選選ぶぶ

候補に上がったシテヺヨヺをヲァヅエなどで見てくる

人形劇の様式について調べる

内内容容のの決決定定　　シシテテヺヺヨヨヺヺとと劇劇内内容容のの決決定定

必要なものを購入する予算を立てる

製製作作③③材材料料購購入入

作業内容を確認し、役割分担が決まったら、製作に必要なものを買ってくる

作業効率を考え手順を決める





製製作作⑧⑧加加工工ヹヹ着着色色

時間内でできない作業を継続

シテヺヨヺと人形劇が決まったたら、どんな作業が必要か考える

先輩の人形劇についてyoutubeなどで見てくる

役役割割分分担担（（舞舞台台づづくくりり、、背背景景製製作作、、人人形形製製作作、、小小道道具具））、、台台本本作作りり　　　　演演じじるる場場所所のの決決定定

役割分担（舞台づくり、背景製作、人形製作、小道具）、台本作り　　を決定し仕事内容を検討する




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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

授業概要



製作した人形、舞台、背景、音響、案内、進行、手遊びなどの各作ったものを確認し、不足しているものをタゥチキする

役役者者、、音音響響、、ョョアアテテをを交交互互にに担担当当

実際に演じてみて不足するものや演じ方を工夫する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討①①

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討②②

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討③③

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する　課題を見つける



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討④④

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する　課題を見つける



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習①①　　導導入入のの検検討討　　手手遊遊びび　　　　司司会会進進行行

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習②②　　導導入入手手遊遊びび決決定定

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習③③　　効効果果的的ななョョアアテテ　　効効果果音音

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



より良い演出のため意見を出し合う

全全体体練練習習④④

不足している準備を協力して補う



より良い演出のため意見を出し合う　　ヲァヅエ撮影

全全体体練練習習⑤⑤

不足している準備を協力して補う　　ヲァヅエ振り返り



最終ヨネヺコラ準備　　　　　ヲァヅエ撮影

発発表表準準備備

不足している準備を協力して補う　　ヲァヅエ振り返り



ホヺテビェヨエの下準備

ままととめめ

ホヺテビェヨエを確認する



最終　スチテ

発発表表

発表を振り返る



課題を確認する

片片付付けけ

次回発表のための準備



次回発表のための準備　

パパヅヅエエ撮撮影影　　意意見見交交換換

反省をもとに振り返る　　課題を見出す　

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

授授業業計計画画

製製作作④④製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

製製作作⑥⑥製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続



時間内でできない作業を継続

製製作作⑤⑤製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続

台本を見ながら、舞台割、人形の数，種類、背景の描き方を検討する





製製作作終終了了　　完完成成品品提提出出

時間内でできない作業を継続

製製作作⑦⑦製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続







製作した人形、舞台、背景、音響、案内、進行、手遊びなどの各作ったものを確認し、不足しているものをタゥチキする

製製作作⑨⑨加加工工ヹヹ着着色色

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

製製作作⑩⑩組組立立ヹヹ完完成成

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

日程を定め、台本を検討する

製製作作①①原原案案検検討討　　　　子子どどもものの招招待待（（保保育育園園、、幼幼稚稚園園、、施施設設））

各担当は製作日程を検討する

台本を検討する

製製作作②②原原案案決決定定







主体的、対話的で深い学習の一環として保育技術を学ぶ意義を考える

オオアアゾゾヱヱシシ　　課課題題（（劇劇づづくくりり））のの決決定定

さまざまな人形劇について調べる

さまざまな人形劇から好きなシテヺヨヺを選ぶ

内内容容のの検検討討　　昔昔話話、、絵絵本本ななどどかかららシシテテヺヺヨヨヺヺをを選選ぶぶ

候補に上がったシテヺヨヺをヲァヅエなどで見てくる

人形劇の様式について調べる

内内容容のの決決定定　　シシテテヺヺヨヨヺヺとと劇劇内内容容のの決決定定

必要なものを購入する予算を立てる

製製作作③③材材料料購購入入

作業内容を確認し、役割分担が決まったら、製作に必要なものを買ってくる

作業効率を考え手順を決める





製製作作⑧⑧加加工工ヹヹ着着色色

時間内でできない作業を継続

シテヺヨヺと人形劇が決まったたら、どんな作業が必要か考える

先輩の人形劇についてyoutubeなどで見てくる

役役割割分分担担（（舞舞台台づづくくりり、、背背景景製製作作、、人人形形製製作作、、小小道道具具））、、台台本本作作りり　　　　演演じじるる場場所所のの決決定定

役割分担（舞台づくり、背景製作、人形製作、小道具）、台本作り　　を決定し仕事内容を検討する




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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 通年

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

単位数（時間） 2（60）

卒業 必修

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅰ

合計60時間分（授業計画参照）

清水　健


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）ギラヺフロヺキ　　（2）PBL　　（3）その他（調査学習）

ヹ手作り絵本を製作する
ヹ絵本製作活動を通して絵本に関する基本的な知識をもつ
ヹ対象者の姿（子どもの発達等）に応じた遊びとその工夫ヹ配慮を身につける

目的

概要

到達目標

学生の主体性、自主性を重視します。責任感を持って取り組んでください。キョシミアテや2年生への協力を求
めます。

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 30％　　（4）実践力 30％

（1）活動への取り組み 60％　　（2）発表 40％

課題はその都度確認し、返却する。発表作品は映像等を活用し、相互に評価したあと担当が総括する。

必要に応じて配布、提示。

余郷 裕次『絵本のひみつ　絵本の知と読み聞かせの心』南日本新聞社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

子どもの発達や絵本の基礎を踏まえ、手作り絵本の製作ヹ発表に取り組む。子どもとの遊び、年中行事への
理解を通して保育実践のための技術の修得を目指す。

自己学習

学生への
ミチスヺザ



－125－

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと





絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　絵絵本本ムムヱヱソソヺヺザザャャ

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること





授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり②②







授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　紙紙面面のの構構成成

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　色色彩彩

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画①①

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり②②

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと







授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

絵絵本本製製作作　　場場面面構構成成①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面構構成成②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと





授業概要

授授業業計計画画

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり⑤⑤

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること





担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 通年

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

単位数（時間） 2（60）

卒業 必修

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅰ

合計60時間分（授業計画参照）

清水　健


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）ギラヺフロヺキ　　（2）PBL　　（3）その他（調査学習）

ヹ手作り絵本を製作する
ヹ絵本製作活動を通して絵本に関する基本的な知識をもつ
ヹ対象者の姿（子どもの発達等）に応じた遊びとその工夫ヹ配慮を身につける

目的

概要

到達目標

学生の主体性、自主性を重視します。責任感を持って取り組んでください。キョシミアテや2年生への協力を求
めます。

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 30％　　（4）実践力 30％

（1）活動への取り組み 60％　　（2）発表 40％

課題はその都度確認し、返却する。発表作品は映像等を活用し、相互に評価したあと担当が総括する。

必要に応じて配布、提示。

余郷 裕次『絵本のひみつ　絵本の知と読み聞かせの心』南日本新聞社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

子どもの発達や絵本の基礎を踏まえ、手作り絵本の製作ヹ発表に取り組む。子どもとの遊び、年中行事への
理解を通して保育実践のための技術の修得を目指す。

自己学習

学生への
ミチスヺザ
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表のの反反省省ヹヹ課課題題

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表練練習習

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表練練習習

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業概要



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 通年

幼２種免 必修 保育士 選択必修

○

○

ヹ子どもの年齢や状況を考え、題材を選択し゠リヱザすることができる
ヹ本質を理解し、表現活動ができる
ヹ実践活動を通して音楽の楽しさを知り、技術力を高める

目的

概要

到達目標

音楽を通して、表現することの楽しさを知り、実践ヹ発表を通して、保育現場で役立つような力をつけていきま
す。

（1）知識 10％　　（2）技能 40％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 40％

（1）授業への取り組み 50％　　（2）発表 40％

発表作品は映像等を活用し、相互に批評したあと担当が総括する。

授業内で配布する

特になし

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

子どもの音楽活動である歌うこと、合奏すること、ヨジマに合わせて活動することを主に、実践的な能力と技
術、表現力を身につける。

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）模擬授業ヹ保育技術発表　　（2）その他

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅰ

合計60時間分（授業計画参照）

田川　智美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

単位数（時間） 2（60）

卒業 必修

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表のの反反省省ヹヹ課課題題

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表練練習習

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表練練習習

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業概要



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

授授業業計計画画

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

次回の準備をする

次回の準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　④④実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする



自主練習をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

課題をまとめておく





子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②実実践践練練習習  全全体体練練習習

次回の準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑤⑤実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

全体練習のための準備をする







問題点の改善に取り組む

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑦⑦実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む

自主練習をする

次回の準備をする

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成

課題をまとめておく

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成







次回のツヺボに向けて工夫点を考え、授業時に理解を深められるようにする

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ　　　　　　題題材材をを考考ええるる

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

次の授業内容に対して具体的なアミヺザをしておく

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現ににつついいてて研研究究　　　　　　題題材材ににつついいてて

課題をまとめておく

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　役役割割ににつついいてて

自主練習をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

自主練習をする





子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑥⑥実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

課題をまとめておく

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成

課題をまとめておく




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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

授業概要



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　④④実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑤⑤実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑥⑥実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑦⑦実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑧⑧実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑨⑨実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑩⑩実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



自主練習をする

公公演演練練習習①①

問題点の改善に取り組む



自主練習をする

公公演演練練習習②②

問題点の改善に取り組む



自主練習をする

公公演演練練習習③③

問題点の改善に取り組む

 ままととめめ



自主練習をする

公公演演練練習習④④

問題点の改善に取り組む



自主練習をする

公公演演練練習習⑤⑤

問題点の改善に取り組む



自主練習をする

技技術術のの実実践践発発表表

実践発表の振り返りをする

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

授授業業計計画画

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

次回の準備をする

次回の準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　④④実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする



自主練習をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

課題をまとめておく





子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②実実践践練練習習  全全体体練練習習

次回の準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑤⑤実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

全体練習のための準備をする







問題点の改善に取り組む

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑦⑦実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む

自主練習をする

次回の準備をする

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成

課題をまとめておく

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成







次回のツヺボに向けて工夫点を考え、授業時に理解を深められるようにする

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ　　　　　　題題材材をを考考ええるる

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

次の授業内容に対して具体的なアミヺザをしておく

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現ににつついいてて研研究究　　　　　　題題材材ににつついいてて

課題をまとめておく

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　役役割割ににつついいてて

自主練習をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

自主練習をする





子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑥⑥実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

自主練習をする

課題をまとめておく

授業内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成

課題をまとめておく




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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 通年

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

○

ヹ人形劇（15分程度の）ボヨエニチテの人形製作、舞台製作、発表

目的

概要

到達目標

人形作りでは1つ1つ課題を、乗り越えて造形活動から効果的な表現にいたる流れを学習します。また、子ども
たちに発表し子どもたちに見てもらう喜びを体験しよう。

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 40％

（1）製作状況の評価 50％　　（2）発表時の積極性 50％

発表後の意見交換を通して改善点を見出し゠デノアシする。

アヱソヺニチテでの物語検索、決定。人形作り、舞台づくりについて先輩他の人形劇の映像を参考に学習。

人形や舞台づくりの実際を近隣のボヨエニチテを公演している絵本村に見学に行く。

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

保育所指針、教育要領、発達の様子を踏まえて保育実践のための特に表現領域の造形製作（平面ヹ立体造
形）における教材開発の能力と技術を身につける。

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）保育技術発表　　（2）ギラヺフロヺキ　　（3）ヅァシォチサュヱ

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅱ

合計60時間分（授業計画参照）

三井　正人


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

単位数（時間） 2（60）

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

授授業業計計画画

製製作作④④製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

製製作作⑥⑥製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続



時間内でできない作業を継続

製製作作⑤⑤製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続

台本を見ながら、舞台割、人形の数，種類、背景の描き方を検討する





製製作作終終了了　　完完成成品品提提出出

時間内でできない作業を継続

製製作作⑦⑦製製材材ヹヹ加加工工

時間内でできない作業を継続







製作した人形、舞台、背景、音響、案内、進行、手遊びなどの各作ったものを確認し、不足しているものをタゥチキする

製製作作⑨⑨加加工工ヹヹ着着色色

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

製製作作⑩⑩組組立立ヹヹ完完成成

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

時間内でできない作業を継続

日程を定め、台本を検討する

製製作作①①原原案案検検討討　　　　子子どどもものの招招待待（（保保育育園園、、幼幼稚稚園園、、施施設設））

各担当は製作日程を検討する

台本を検討する

製製作作②②原原案案決決定定







主体的、対話的で深い学習の一環として保育技術を学ぶ意義を考える

オオアアゾゾヱヱシシ　　課課題題（（劇劇づづくくりり））のの決決定定

さまざまな人形劇について調べる

さまざまな人形劇から好きなシテヺヨヺを選ぶ

内内容容のの検検討討　　昔昔話話、、絵絵本本ななどどかかららシシテテヺヺヨヨヺヺをを選選ぶぶ

候補に上がったシテヺヨヺをヲァヅエなどで見てくる

人形劇の様式について調べる

内内容容のの決決定定　　シシテテヺヺヨヨヺヺとと劇劇内内容容のの決決定定

必要なものを購入する予算を立てる

製製作作③③材材料料購購入入

作業内容を確認し、役割分担が決まったら、製作に必要なものを買ってくる

作業効率を考え手順を決める





製製作作⑧⑧加加工工ヹヹ着着色色

時間内でできない作業を継続

シテヺヨヺと人形劇が決まったたら、どんな作業が必要か考える

先輩の人形劇についてyoutubeなどで見てくる

役役割割分分担担（（舞舞台台づづくくりり、、背背景景製製作作、、人人形形製製作作、、小小道道具具））、、台台本本作作りり　　　　演演じじるる場場所所のの決決定定

役割分担（舞台づくり、背景製作、人形製作、小道具）、台本作り　　を決定し仕事内容を検討する





担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 通年

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

○

ヹ人形劇（15分程度の）ボヨエニチテの人形製作、舞台製作、発表

目的

概要

到達目標

人形作りでは1つ1つ課題を、乗り越えて造形活動から効果的な表現にいたる流れを学習します。また、子ども
たちに発表し子どもたちに見てもらう喜びを体験しよう。

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 40％

（1）製作状況の評価 50％　　（2）発表時の積極性 50％

発表後の意見交換を通して改善点を見出し゠デノアシする。

アヱソヺニチテでの物語検索、決定。人形作り、舞台づくりについて先輩他の人形劇の映像を参考に学習。

人形や舞台づくりの実際を近隣のボヨエニチテを公演している絵本村に見学に行く。

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

保育所指針、教育要領、発達の様子を踏まえて保育実践のための特に表現領域の造形製作（平面ヹ立体造
形）における教材開発の能力と技術を身につける。

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）保育技術発表　　（2）ギラヺフロヺキ　　（3）ヅァシォチサュヱ

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅱ

合計60時間分（授業計画参照）

三井　正人


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

単位数（時間） 2（60）

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

授業概要



製作した人形、舞台、背景、音響、案内、進行、手遊びなどの各作ったものを確認し、不足しているものをタゥチキする

役役者者、、音音響響、、ョョアアテテをを交交互互にに担担当当

実際に演じてみて不足するものや演じ方を工夫する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討①①

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討②②

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討③③

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する　課題を見つける



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討④④

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する　課題を見つける



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習①①　　導導入入のの検検討討　　手手遊遊びび　　　　司司会会進進行行

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習②②　　導導入入手手遊遊びび決決定定

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習③③　　効効果果的的ななョョアアテテ　　効効果果音音

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



より良い演出のため意見を出し合う

全全体体練練習習④④

不足している準備を協力して補う



より良い演出のため意見を出し合う　　ヲァヅエ撮影

全全体体練練習習⑤⑤

不足している準備を協力して補う　　ヲァヅエ振り返り



最終ヨネヺコラ準備　　　　　ヲァヅエ撮影

発発表表準準備備

不足している準備を協力して補う　　ヲァヅエ振り返り



ホヺテビェヨエの下準備

ままととめめ

ホヺテビェヨエを確認する



最終　スチテ

発発表表

発表を振り返る



課題を確認する

片片付付けけ

次回発表のための準備



次回発表のための準備　

パパヅヅエエ撮撮影影　　意意見見交交換換

反省をもとに振り返る　　課題を見出す　
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 通年

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

ヹ手作り絵本を製作する
ヹ絵本製作活動を通して絵本に関する基本的な知識をもつ
ヹ対象者の姿（子どもの発達等）に応じた遊びとその工夫ヹ配慮を身につける

目的

概要

到達目標

学生の主体性、自主性を重視します。責任感を持って取り組んでください。キョシミアテや2年生への協力を求
めます。

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 30％　　（4）実践力 30％

（1）活動への取り組み 60％　　（2）発表 40％

課題はその都度確認し、返却する。発表作品は映像等を活用し、相互に評価したあと担当が総括する。

必要に応じて配布、提示

余郷裕次『絵本のひみつ　絵本の知と読み聞かせの心』南日本新聞社

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

子どもの発達や絵本の基礎を踏まえ、手作り絵本の製作ヹ発表に取り組む。子どもとの遊び、年中行事への
理解を通して保育実践のための技術の修得を目指す。

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）ギラヺフロヺキ　　（2）PBL　　（3）その他（調査学習）

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅱ

合計60時間分（授業計画参照）

清水　健


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

単位数（時間） 2（60）

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

授業概要



製作した人形、舞台、背景、音響、案内、進行、手遊びなどの各作ったものを確認し、不足しているものをタゥチキする

役役者者、、音音響響、、ョョアアテテをを交交互互にに担担当当

実際に演じてみて不足するものや演じ方を工夫する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討①①

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討②②

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討③③

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する　課題を見つける



人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う

役役割割にに分分かかれれてて練練習習　　人人形形、、場場面面設設定定　　声声だだしし　　音音楽楽のの検検討討④④

人形の動かし方、声の出し方、音楽、ョアテのつけ方などを話し合う　　工夫し、協働する　課題を見つける



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習①①　　導導入入のの検検討討　　手手遊遊びび　　　　司司会会進進行行

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習②②　　導導入入手手遊遊びび決決定定

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える

全全体体練練習習③③　　効効果果的的ななョョアアテテ　　効効果果音音

全体の大まかな流れができてきたら、実際に子どもの前で演じる時に必要な準備が何か考える



より良い演出のため意見を出し合う

全全体体練練習習④④

不足している準備を協力して補う



より良い演出のため意見を出し合う　　ヲァヅエ撮影

全全体体練練習習⑤⑤

不足している準備を協力して補う　　ヲァヅエ振り返り



最終ヨネヺコラ準備　　　　　ヲァヅエ撮影

発発表表準準備備

不足している準備を協力して補う　　ヲァヅエ振り返り



ホヺテビェヨエの下準備

ままととめめ

ホヺテビェヨエを確認する



最終　スチテ

発発表表

発表を振り返る



課題を確認する

片片付付けけ

次回発表のための準備



次回発表のための準備　

パパヅヅエエ撮撮影影　　意意見見交交換換

反省をもとに振り返る　　課題を見出す　
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

授授業業計計画画

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり⑤⑤

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること





絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画①①

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり②②

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと







授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

絵絵本本製製作作　　場場面面構構成成①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面構構成成②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり②②







授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　紙紙面面のの構構成成

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　色色彩彩

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと





絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　絵絵本本ムムヱヱソソヺヺザザャャ

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること




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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

授業概要



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　文文章章作作成成④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　製製本本④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表のの反反省省ヹヹ課課題題

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表練練習習

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表練練習習

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

発発表表

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習





授業概要

授授業業計計画画

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり④④

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること



授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり⑤⑤

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること





絵絵本本製製作作　　場場面面ごごととのの作作画画①①

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり②②

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと







授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

絵絵本本製製作作　　場場面面構構成成①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　場場面面構構成成②②

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり①①

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり②②







授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　紙紙面面のの構構成成

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　色色彩彩

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本製製作作　　ササトトヨヨエエ作作りり③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと





絵絵本本製製作作　　カカメメョョキキソソヺヺ作作りり③③

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業時に検討ヹ討論が進められるよう、次回の活動に向けて準備を整えておくこと

絵絵本本のの理理解解　　絵絵本本ムムヱヱソソヺヺザザャャ

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること




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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 通年

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

単位数（時間） 2（60）

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅱ

合計60時間分（授業計画参照）

田川　智美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）模擬授業ヹ保育技術発表　　（2）その他

ヹ子どもの年齢や状況を考え、題材を選択し゠リヱザすることができる
ヹ本質を理解し、表現活動ができる
ヹ実践活動を通して音楽の楽しさを知り、技術力を高める

目的

概要

到達目標

音楽を通して、表現することの楽しさを知り、実践ヹ発表を通して、保育現場で役立つような力をつけていきま
す。

（1）知識 10％　　（2）技能 40％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 40％

（1）授業への取り組み 50％　　（2）発表 40％

発表作品は映像等を活用し、相互に批評したあと担当が総括する。

授業内で配布する

特になし

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

子どもの音楽活動である歌うこと、合奏すること、ヨジマに合わせて活動することを主に、実践的な能力と技
術、表現力を身につける。

自己学習

学生への
ミチスヺザ
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

各自練習する

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

次回の準備をする

各自練習する





子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑥⑥実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

各自練習する

授業で出た課題をまとめる

授業の内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成

授業で出た課題をまとめる





授業の内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成

授業で出た課題をまとめる

授業の内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③シシテテヺヺヨヨヺヺ編編成成







次回のツヺボに向けて工夫点を考え、授業時に理解を深められるようにする

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ　　　　　　題題材材をを考考ええるる

授業を振り返り、技術や知識の定着を図ること

授業の内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現ににつついいてて研研究究　　　　　　題題材材ににつついいてて

授業内容の振り返りと次回の授業の準備をする

授業の内容に合わせた準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　役役割割ににつついいてて

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②実実践践練練習習  全全体体練練習習

次回の準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑤⑤実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

全体練習のための準備をする







問題点の改善に取り組む

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑦⑦実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

各自練習する

全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　①①実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組むｋ

各自練習する

次回の準備をする





授業概要

授授業業計計画画

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　②②実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

次回の準備をする

次回の準備をする

次回の準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　④④実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

各自練習する



各自練習する

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③実実践践練練習習  ハハヺヺテテ毎毎のの練練習習

各自練習する

授業で出た課題をまとめる





担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 通年

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

単位数（時間） 2（60）

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

科目名

科目番号

保育技術研究Ⅱ

合計60時間分（授業計画参照）

田川　智美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）模擬授業ヹ保育技術発表　　（2）その他

ヹ子どもの年齢や状況を考え、題材を選択し゠リヱザすることができる
ヹ本質を理解し、表現活動ができる
ヹ実践活動を通して音楽の楽しさを知り、技術力を高める

目的

概要

到達目標

音楽を通して、表現することの楽しさを知り、実践ヹ発表を通して、保育現場で役立つような力をつけていきま
す。

（1）知識 10％　　（2）技能 40％　　（3）態度 10％　　（4）実践力 40％

（1）授業への取り組み 50％　　（2）発表 40％

発表作品は映像等を活用し、相互に批評したあと担当が総括する。

授業内で配布する

特になし

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子どものあそびには、子どもの成長や発達にとって大きな役割を果たす体験が多く含まれている。保育者に
は、子どもの成長や発達段階を捉え、具体的な計画のもとにその更なる成長ヹ発達を促す保育活動を展開す
る「保育技術」が求められる。「保育技術研究」では、保育に関する自発的、科目横断的な学習能力を習得さ
せ、これまでに学んだ知識を基にして保育実践のための計画、教材研究、実践的活動を行い、これを通して
保育活動を展開するために必要な知識ヹ技術を習得させる。

子どもの音楽活動である歌うこと、合奏すること、ヨジマに合わせて活動することを主に、実践的な能力と技
術、表現力を身につける。

自己学習

学生への
ミチスヺザ
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習



実践発表の振り返りをしておく

ままととめめ



各自練習をする

公公演演練練習習④④

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

公公演演練練習習⑤⑤

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

技技術術のの実実践践発発表表

実践発表の振り返りをしておく



各自練習をする

公公演演練練習習①①

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

公公演演練練習習②②

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

公公演演練練習習③③

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑧⑧実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑨⑨実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑩⑩実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑤⑤実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑥⑥実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑦⑦実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む

授業概要



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　④④実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



－139－

担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 前期

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

1（30）

実施しない

ヹ読譜力や演奏技術を習得する
ヹ保育実践に必要な伴奏をボシソヺすることを目標とする
ヹより高度の技術を身につけさせるため個々にあう教材で展開する

目的

概要

到達目標

上達するために練習を欠かさないこと。繰り返しの練習により、より高度の技術をつけること。

卒業 選択

科目名

科目番号

基礎技能（器楽）Ⅰ

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

田川　智美ヹ関口　和子
青木　陽香ヹ藤巻　都


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 15％　　（2）技能 35％　　（3）態度 15％　　（4）実践力 35％

（1）授業への取り組み 60％　　（2）実技試験 40％

個々のリチシヱ時に指導、ケミヱテする

『標準ノアウラヹヒ゠ヌ教則本』全音楽譜出版社
坂東貴余子編著『こどもの歌プシテツヱ』デリポ楽譜出版社
その他（進度に応じて担当教員より指示）

個々の進度に応じ担当教員より紹介

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育実践において必要なヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な技能を習得させ、自らが演奏する喜びや楽しさを体
験するとともに、幼児のヨテポチキや伴奏などの音楽活動を活発に展開するための技能を身に付ける。

ノアウラ教則本から演習を始めることにより、ヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な演奏技能を習得させる。この演
習を通して、音楽に関する基礎的知識を理解することは勿論、音楽的感性を高め、将来保育者として最も必
要な幼児の豊かな音楽活動を活発にするための楽器演奏の基礎的技能を身につけさせる。演習は、それぞ
れの学習者の進度に合わせて展開する。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習



実践発表の振り返りをしておく

ままととめめ



各自練習をする

公公演演練練習習④④

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

公公演演練練習習⑤⑤

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

技技術術のの実実践践発発表表

実践発表の振り返りをしておく



各自練習をする

公公演演練練習習①①

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

公公演演練練習習②②

問題点の改善に取り組む



各自練習をする

公公演演練練習習③③

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑧⑧実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑨⑨実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑩⑩実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑤⑤実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑥⑥実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　⑦⑦実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む

授業概要



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　③③実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む



全体練習のための準備をする

子子どどももののたためめのの音音楽楽表表現現研研究究　　　　　　④④実実践践練練習習  全全体体練練習習

問題点の改善に取り組む
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく













授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 後期

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

1（30）

実施しない

ヹ読譜力や演奏技術を習得する
ヹ保育実践に必要な伴奏をボシソヺすることを目標とする
ヹより高度の技術を身につけさせるため個々にあう教材で展開する

目的

概要

到達目標

上達するために練習を欠かさないこと。繰り返しの練習により、より高度の技術をつけること。

卒業 選択

科目名

科目番号

基礎技能（器楽）Ⅱ

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

田川　智美ヹ関口　和子
青木　陽香ヹ藤巻　都


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 15％　　（2）技能 35％　　（3）態度 15％　　（4）実践力 35％

（1）授業への取り組み 60％　　（2）実技試験 40％

個々のリチシヱ時に指導、ケミヱテする

『標準ノアウラヹヒ゠ヌ教則本』全音楽譜出版社
坂東貴余子編著『こどもの歌プシテツヱ』デリポ楽譜出版社
その他（進度に応じて担当教員より指示）

個々の進度に応じ担当教員より紹介

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育実践において必要なヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な技能を習得させ、自らが演奏する喜びや楽しさを体
験するとともに、幼児のヨテポチキや伴奏などの音楽活動を活発に展開するための技能を身に付ける。

ノアウラ教則本から演習を始めることにより、ヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な演奏技能を習得させる。この演
習を通して、音楽に関する基礎的知識を理解することは勿論、音楽的感性を高め、将来保育者として最も必
要な幼児の豊かな音楽活動を活発にするための楽器演奏の基礎的技能を身につけさせる。演習は、それぞ
れの学習者の進度に合わせて展開する。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく













授業概要



－143－

担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 前期

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育実践において必要なヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な技能を習得させ、自らが演奏する喜びや楽しさを体
験するとともに、幼児のヨテポチキや伴奏などの音楽活動を活発に展開するための技能を身に付ける。

ノアウラ教則本から演習を始めることにより、ヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な演奏技能を習得させる。この演
習を通して、音楽に関する基礎的知識を理解することは勿論、音楽的感性を高め、将来保育者として最も必
要な幼児の豊かな音楽活動を活発にするための楽器演奏の基礎的技能を身につけさせる。演習は、それぞ
れの学習者の進度に合わせて展開する。

（1）知識 15％　　（2）技能 35％　　（3）態度 15％　　（4）実践力 35％

（1）授業への取り組み 60％　　（2）実技試験 40％

個々のリチシヱ時に指導、ケミヱテする

『標準ノアウラヹヒ゠ヌ教則本』全音楽譜出版社
坂東貴余子編著『こどもの歌プシテツヱ』デリポ楽譜出版社
その他（進度に応じて担当教員より指示）

個々の進度に応じ担当教員より紹介

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

田川　智美
青木　陽香ヹ藤巻　都


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

選択

科目名

科目番号

基礎技能（器楽）Ⅲ

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（30）

実施しない

ヹ読譜力や演奏技術を習得する
ヹ保育実践に必要な伴奏をボシソヺすることを目標とする
ヹより高度の技術を身につけさせるため個々にあう教材で展開する

目的

概要

到達目標

上達するために練習を欠かさないこと。繰り返しの練習により、より高度の技術をつけること。

卒業

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく













授業概要
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育実践において必要なヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な技能を習得させ、自らが演奏する喜びや楽しさを体
験するとともに、幼児のヨテポチキや伴奏などの音楽活動を活発に展開するための技能を身に付ける。

ノアウラ教則本から演習を始めることにより、ヒ゠ヌ演奏の基礎的ヹ基本的な演奏技能を習得させる。この演
習を通して、音楽に関する基礎的知識を理解することは勿論、音楽的感性を高め、将来保育者として最も必
要な幼児の豊かな音楽活動を活発にするための楽器演奏の基礎的技能を身につけさせる。演習は、それぞ
れの学習者の進度に合わせて展開する。

（1）知識 15％　　（2）技能 35％　　（3）態度 15％　　（4）実践力 35％

（1）授業への取り組み 60％　　（2）実技試験 40％

個々のリチシヱ時に指導、ケミヱテする

『標準ノアウラヹヒ゠ヌ教則本』全音楽譜出版社
坂東貴余子編著『こどもの歌プシテツヱ』デリポ楽譜出版社
その他（進度に応じて担当教員より指示）

個々の進度に応じ担当教員より紹介

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

田川　智美
青木　陽香ヹ藤巻　都


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

選択

科目名

科目番号

基礎技能（器楽）Ⅳ

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（30）

実施しない

ヹ読譜力や演奏技術を習得する
ヹ保育実践に必要な伴奏をボシソヺすることを目標とする
ヹより高度の技術を身につけさせるため個々にあう教材で展開する

目的

概要

到達目標

上達するために練習を欠かさないこと。繰り返しの練習により、より高度の技術をつけること。

卒業

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 集中

幼２種免 ― 保育士 ―

○

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

子育て支援に関する現代的な課題について、プロジェクトを組みながら保育現場の運営という視点から考察
することを通して、子育て支援について学びを深める。

保育現場において、子育て支援の運営面での心構えや効果的な方法について、プロジェクトを組んで、実際
の地域の子ども課や子育て支援施設を見学・参加しながら、そのシーズとニーズを整理し、自分たちで考えら
れる改善策を探る。

（1）知識 30％　　（2）技能 30％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 20％

（1）課題・発表（反省点や展開の工夫、実践発表） 50％　　（2）学習マナー（練習） 50％

確認後、各自に返却する予定である。

必要に応じて資料を提示、配布

子育て支援コンピテンシー研究会編著『育つ・つながる子育て支援』チャイルド本社

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書

自己学習

学生への
メッセージ

アクティブ
ラーニング

未定


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

選択

科目名

科目番号

子育て支援実践演習

合計15時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 1（30）

（1）グループワーク

・保育現場でのさまざまな課題について考察する
・各施設のこれからの役割や運営方法について話し合う

目的

概要

到達目標

子育て支援の運営に関心があり、積極的にかかわろうとする姿勢を求めます。なお、子育て支援施設の見学
を実施する予定ですので、参加できる学生を求めます。

卒業

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑩⑩

課題を練習しておく







課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑫⑫

課題を練習しておく

課題を練習しておく

試試験験曲曲のの個個人人指指導導ままととめめ①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑪⑪

音音楽楽歴歴調調査査にによよるるキキョョシシ分分けけ　　担担当当教教員員にによよるるエエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて①①

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑦⑦

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑧⑧

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて③③

課題を練習しておく

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑨⑨

課題を練習しておく

課題を練習しておく



課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて④④

課題を練習しておく

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑤⑤





 ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて②②

課題を練習しておく

ギギリリヺヺデデ別別のの指指導導、、次次回回のの課課題題のの練練習習方方法法ににつついいてて⑥⑥

課題を練習しておく



課題を練習しておく



授授業業計計画画

課題を練習しておく
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

発発表表・・ままととめめ

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト２２（（ニニーーズズ調調査査：：子子育育てて支支援援者者とと保保護護者者））

見学先の施設についてWEB等で調べておく







毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

ググルルーーププデディィススカカッッシショョンン③③

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

発発表表準準備備

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

ググルルーーププデディィススカカッッシショョンン②②

見学先の施設についてWEB等で調べておく

オオリリエエンンテテーーシショョンン

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

子子育育てて支支援援施施設設のの現現状状とと役役割割

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ググルルーーププデディィススカカッッシショョンン①①

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト２２（（実実態態把把握握①①：：地地域域のの子子どどもも課課））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

行行政政ササーービビススのの現現状状とと課課題題

見学先の施設についてWEB等で調べておく

見学先の施設についてWEB等で調べておく

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト２２（（実実態態把把握握②②：：子子育育てて支支援援セセンンタターー他他））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する



見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト１１（（実実態態把把握握①①：：地地域域のの子子どどもも課課））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト１１（（実実態態把把握握②②：：子子育育てて支支援援セセンンタターー他他））





 園園組組織織論論・・園園経経営営論論

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト１１（（ニニーーズズ調調査査：：子子育育てて支支援援者者とと保保護護者者））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する



毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する



授授業業計計画画

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 実習 履修年次 1年 開講時期 集中

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

○

選択

各自実習到達目標を設定し、実習終了後、評価を教員とともに面談を通してビァヺデノチキしていく。

『学生生活ネヱデピチキ』

相馬和子ヹ中田ォユ子編『幼稚園ヹ保育所実習　実習日誌の書き方』萌文書林
ポニラヲゟ書房編集部編『保育所保育指針ヹ幼稚園教育要領　解説とホアヱテ』ポニラヲゟ書房
教育ヹ保育実習を考える会編『施設実習の常識』蒼丘書林

（1）実習ヹビァヺラデロヺキ　　（2）PBL　

保育実習Ⅰ（保育所）においては以下の①～⑥についての目標を達成する。
　①保育所保育指針や、施設の方針ヹ特色を理解して実習に取り組む
　②施設での一日の流れを理解する
　③子どもの発達段階を理解して子どもに対応する
　④子どもの健康ヹ安全に配慮する
　⑤保育技術（手遊び、読み聞かせ、ヒ゠ヌ等）を積極的に披露する
　⑥実習日誌を適切に記述ヹ提出する

目的

概要

到達目標

実習での学びは、とても重要です。学内での学習をもとに、実習では、目的を持った積極的な行動を心がけま
しょう。

科目名

科目番号

保育実習Ⅰ（保育所）

合計10時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

井上ヹ小野
澤田ヹ清水ヹ星田ヹ三井ヹ吉田


実務経験のある

教員等による授業
該当する

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育所の現場でその機能や生活、保育士の役割等について実際の体験を通して学習し、保育士とし学びを深
めることを目的とする。
　１．施設の概要を把握する
　２．乳幼児と接して発達的特性を知る
　３．子どもの遊びを観察する
　４．担当保育士の指導を受け、ヅアヨヺフルギョマの一部に参加する
　５．安全、疾病予防対策等に対する配慮、処置を学ぶ

保育所の現場でその機能や生活、保育士の役割について実際の体験を通して学習し、将来の保育士としての
活動の源泉とする。（本実習は、実習現場の職員の指導に基づき行われる。）

2（80）

卒業

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 30％　　（4）実践力 30％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

発発表表・・ままととめめ

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト２２（（ニニーーズズ調調査査：：子子育育てて支支援援者者とと保保護護者者））

見学先の施設についてWEB等で調べておく







毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

ググルルーーププデディィススカカッッシショョンン③③

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

発発表表準準備備

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

ググルルーーププデディィススカカッッシショョンン②②

見学先の施設についてWEB等で調べておく

オオリリエエンンテテーーシショョンン

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

子子育育てて支支援援施施設設のの現現状状とと役役割割

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ググルルーーププデディィススカカッッシショョンン①①

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト２２（（実実態態把把握握①①：：地地域域のの子子どどもも課課））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

行行政政ササーービビススのの現現状状とと課課題題

見学先の施設についてWEB等で調べておく

見学先の施設についてWEB等で調べておく

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト２２（（実実態態把把握握②②：：子子育育てて支支援援セセンンタターー他他））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する



見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト１１（（実実態態把把握握①①：：地地域域のの子子どどもも課課））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト１１（（実実態態把把握握②②：：子子育育てて支支援援セセンンタターー他他））





 園園組組織織論論・・園園経経営営論論

見学先の施設についてWEB等で調べておく

ププロロジジェェククトト１１（（ニニーーズズ調調査査：：子子育育てて支支援援者者とと保保護護者者））

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する



毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する



授授業業計計画画

毎時間後に授業の成果についてミニレポートを提出する
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回

予習

内容

復習

授授業業計計画画

具体的な実習課題を設定し、達成のために必要な知識ヹ技術の習得に努める

学学外外実実習習（（11年年次次1100月月のの22日日間間ヹヹ22月月のの88日日間間））。。実実習習現現場場でで、、実実務務をを行行うう職職員員かからら直直接接指指導導をを受受けけるる。。

日誌の記録などから実践を振り返る

1～45

授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年 開講時期 通年

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

次の項目について、理論と実践から習得する。
1．実習施設の役割、機能
2．保育士の職務（保育指導計画と保育技術等）、倫理観
3．子どもの理解、援助

目的

概要

到達目標

意欲ヹ積極性に富み、向上心のある保育士を目指しましょう。

（1）知識 20％　　（2）技能 30％　　（3）態度 20％　　（4）実践力 30％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

課題は、添削のうえ返却をする。

特になし

相馬和子ヹ中田ォユ子編『幼稚園ヹ保育所実習　実習日誌の書き方』萌文書林
ポニラヲゟ書房編集部編『保育所保育指針ヹ幼稚園教育要領　解説とホアヱテ』ポニラヲゟ書房
教育ヹ保育実習を考える会編『施設実習の常識』蒼丘書林

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

①これまで学んだ講義の内容を活かして、実習の場において総合的な実践が行える力を養う
②実習の心構えや実習を円滑に行うための事前指導により、実習に対する不安を軽減し、実習の目標を明確
にする
③実習での実践を通し、保育士として必要な資質、能力、技術、倫理観等を習得する

保育実習の意義ヹ目的を理解したうえで、実習における自らの課題を明確にする。また、実習施設における職
業倫理について学び、具体的な実習の計画、実践、観察、記録、評価の流れを理解する。さらに、事後指導を
通して、実習を振り返り、新たな課題や目標を明確にする。

自己学習

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）実習ヹビァヺラデロヺキ　　（2）模擬授業ヹ保育技術発表

学生への
ミチスヺザ

科目名

科目番号

保育実習指導Ⅰ（保育所）

合計15時間分（授業計画参照）

井上　聖子
小野　挙


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

単位数（時間） 1（30）

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前の発表からの学びをまとめておくこと

模模擬擬授授業業のの実実施施ととそそれれにに対対すするる評評価価（（自自己己紹紹介介））  ((22))

発表の反省を次に生かせるようまとめておくこと



事前に出た課題に取り組んでおくこと

模模擬擬授授業業のの実実施施ととそそれれにに対対すするる評評価価（（自自己己紹紹介介））  ((11))

発表の反省を次に生かせるようまとめておくこと



授業概要

授授業業計計画画

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱににつついいてて　　　　①①電電話話のの掛掛けけ方方　　②②訪訪問問時時のの注注意意事事項項

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること





事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

ⅡⅡ期期実実習習のの振振りり返返りりとと学学びび　　実実習習゠゠ヱヱククヺヺテテ　　ハハニニララササ゠゠ソソヺヺのの課課題題ににつついいてて

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

子子どどもものの発発育育ヹヹ発発達達のの理理解解とと援援助助ににつついいてて

実習の学びをまとめておくこと







今までの学びを振り返り次の実習に向けてまとめておくこと

ⅠⅠ期期実実習習のの振振りり返返りりとと学学びび

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

ⅡⅡ期期実実習習にに関関すするる指指導導　　　　実実習習中中のの諸諸注注意意とと持持参参書書類類配配布布　　　　礼礼状状のの書書きき方方ととリリホホヺヺテテ指指導導

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実習の学びをまとめておくこと

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること







保育所について調べておくこと

実実習習日日程程及及びび実実習習全全体体のの説説明明　　実実習習先先のの開開拓拓ににつついいてて　　　　①①電電話話のの掛掛けけ方方　　②②訪訪問問時時のの注注意意事事項項

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること





ⅠⅠ期期のの実実習習にに関関すするる指指導導　　　　実実習習中中のの諸諸注注意意とと持持参参書書類類配配布布

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習段段階階ににつついいてて　　　　見見学学実実習習ヹヹ観観察察実実習習ヹヹ参参加加実実習習ヹヹ責責任任実実習習

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること







事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習日日誌誌のの書書きき方方（（22））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

実実習習のの心心構構ええとと目目標標のの立立てて方方ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習日日誌誌のの書書きき方方（（11））

保保育育所所のの役役割割、、機機能能、、関関連連法法規規　　　　①①保保育育所所ととはは　　②②保保育育所所保保育育指指針針のの概概略略

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習先先のの把把握握　　　　実実習習依依頼頼文文書書のの作作成成とと発発送送
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 実習 履修年次 1年～2年 開講時期 集中

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

○

選択

各自実習到達目標を設定し、実習終了後、評価を教員とともに面談を通してビァヺデノチキしていく。

『学生生活ネヱデピチキ』
駒井美智子編著『施設実習オアデ　保育者として成長するための事前事後学習』萌文書林

相馬和子ヹ中田ォユ子編『幼稚園ヹ保育所実習　実習日誌の書き方』萌文書林
ポニラヲゟ書房編集部編『保育所保育指針ヹ幼稚園教育要領　解説とホアヱテ』ポニラヲゟ書房
『保育士をめざす人の福祉施設実習』みらい

（1）実習ヹビァヺラデロヺキ

保育実習Ⅰ（施設）においては以下の①～③について目標を達成する。
　①施設の内容と機能を理解する
　②施設における入所ヹ利用児（者）の姿や生活を観察し、実践的な接触を通して理解する
　③保育士の役割、職務内容や保育の方法を理解する

目的

概要

到達目標

実習での学びは、とても重要です。学内での学習をもとに、実習では、目的を持った積極的な行動を心がけま
しょう。

科目名

科目番号

保育実習Ⅰ（施設）

合計10時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

清水ヹ星田
井上ヹ小野ヹ澤田ヹ三井ヹ吉田


実務経験のある

教員等による授業
該当する

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

施設の現場でその機能や生活、保育士の役割等について実際の体験を通して学習し、保育士とし学びを深め
ることを目的とする。
　ヹ実習施設の概要を把握する（施設、設備、環境等が利用児（者）の生活のためにどの様に工夫されている
のか）
　ヹ実習施設の1日の流れ及び利用児（者）の生活の実際を理解する
　ヹ実習施設の人的環境、物的環境を理解する（他の専門職職員との交流、保育や生活の準備、環境設定の
手伝いを通して現場での配慮や工夫を理解する）
　ヹ施設職員としての保育士の職務内容、役割を理解し、担当保育士の補助を行う
　ヹ安全、疾病防止などに対する配慮、処置を学ぶ
　ヹ家庭、地域社会ヹ関係機関とのかかわりを理解する

施設の現場でその機能や生活、保育士の役割等について実際の体験を通して学習し、将来の保育士としての
活動の源泉とする。（本実習は、実習現場の職員の指導に基づき行われる。）

2（80）

卒業

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 10％　　（2）技能 10％　　（3）態度 60％　　（4）実践力 20％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

前の発表からの学びをまとめておくこと

模模擬擬授授業業のの実実施施ととそそれれにに対対すするる評評価価（（自自己己紹紹介介））  ((22))

発表の反省を次に生かせるようまとめておくこと



事前に出た課題に取り組んでおくこと

模模擬擬授授業業のの実実施施ととそそれれにに対対すするる評評価価（（自自己己紹紹介介））  ((11))

発表の反省を次に生かせるようまとめておくこと



授業概要

授授業業計計画画

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱににつついいてて　　　　①①電電話話のの掛掛けけ方方　　②②訪訪問問時時のの注注意意事事項項

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること





事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

ⅡⅡ期期実実習習のの振振りり返返りりとと学学びび　　実実習習゠゠ヱヱククヺヺテテ　　ハハニニララササ゠゠ソソヺヺのの課課題題ににつついいてて

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

子子どどもものの発発育育ヹヹ発発達達のの理理解解とと援援助助ににつついいてて

実習の学びをまとめておくこと







今までの学びを振り返り次の実習に向けてまとめておくこと

ⅠⅠ期期実実習習のの振振りり返返りりとと学学びび

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

ⅡⅡ期期実実習習にに関関すするる指指導導　　　　実実習習中中のの諸諸注注意意とと持持参参書書類類配配布布　　　　礼礼状状のの書書きき方方ととリリホホヺヺテテ指指導導

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実習の学びをまとめておくこと

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること







保育所について調べておくこと

実実習習日日程程及及びび実実習習全全体体のの説説明明　　実実習習先先のの開開拓拓ににつついいてて　　　　①①電電話話のの掛掛けけ方方　　②②訪訪問問時時のの注注意意事事項項

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること





ⅠⅠ期期のの実実習習にに関関すするる指指導導　　　　実実習習中中のの諸諸注注意意とと持持参参書書類類配配布布

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習段段階階ににつついいてて　　　　見見学学実実習習ヹヹ観観察察実実習習ヹヹ参参加加実実習習ヹヹ責責任任実実習習

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること







事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習日日誌誌のの書書きき方方（（22））

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

実実習習のの心心構構ええとと目目標標のの立立てて方方ににつついいてて

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習日日誌誌のの書書きき方方（（11））

保保育育所所のの役役割割、、機機能能、、関関連連法法規規　　　　①①保保育育所所ととはは　　②②保保育育所所保保育育指指針針のの概概略略

授業内容についてまとめ、理解した点ヹ理解できなかった点を明らかにし、さらに学びを深めること

事前に配布する資料をもとに、内容について調べてくること

実実習習先先のの把把握握　　　　実実習習依依頼頼文文書書のの作作成成とと発発送送
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回

予習

内容

復習

授授業業計計画画

実習のねらいヹ目標の作成ヹ確認

学学外外実実習習（（11年年次次33月月のの1100日日間間ももししくくはは22年年次次88月月～～1122月月のの1100日日間間））。。実実習習現現場場でで、、実実務務をを行行うう職職員員かからら直直接接指指導導をを受受けけるる。。

実習日誌の作成。　指導計画の作成。

1～45

授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年～2年 開講時期 後期～前期

幼２種免 ― 保育士 必修

○

○

単位数（時間） 1（30）

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

科目名

科目番号

保育実習指導Ⅰ（施設）

合計15時間分（授業計画参照）

清水　健
星田　由哉


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）ギラヺフロヺキ　　（2）その他（調査学習）　

学生への
ミチスヺザ

次の項目について、理論と実践から習得する。
1．実習施設の役割、機能
2．保育士の職務（保育指導計画と保育技術等）倫理観
3．子どもの理解、援助

目的

概要

到達目標

意欲ヹ積極性に富み、向上心のある保育士を目指しましょう。

（1）知識 20％　　（2）技能 10％　　（3）態度 50％　　（4）実践力 20％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

実習事前指導においては、指導内容について毎時ビァヺデノチキする。
実習事後指導においては、実習後面談を通して実習での学生個々の課題や成果をビァヺデノチキする。

『学生生活ネヱデピチキ』
愛知県保育実習連絡協議会編『保育士をめざす人の福祉施設実習』みらい

駒井美智子編著『施設実習オアデ　保育者として成長するための事前事後学習』萌文書林

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

①これまで学んだ講義の内容を活かして、実習の場において総合的な実践が行える力を養う
②実習の心構えや実習を円滑に行うための事前指導により、実習に対する不安を軽減し、実習の目標を明確
にする
③実習での実践を通し、保育士として必要な資質、能力、技術、倫理観等を習得する

保育実習の意義ヹ目的を理解したうえで、実習における自らの課題を明確にする。また、実習施設における職
業倫理について学び、具体的な実習の計画、実践、観察、記録、評価の流れを理解する。さらに、事後指導を
通して、実習を振り返り、新たな課題や目標を明確にする。

自己学習
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

配配属属先先施施設設にに関関すするる学学習習会会（（11））概概要要とと種種別別のの把把握握

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

1100月月実実習習のの振振りり返返りりとと学学びび（（ギギララヺヺフフ討討議議））

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育実実習習ののボボトトヺヺ　　①①掃掃除除　　②②食食事事　　③③言言葉葉づづかかいい

障障害害のの理理解解とと障障害害児児（（者者））へへのの対対応応　　虐虐待待のの理理解解とと被被虐虐待待児児へへのの対対応応

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

体体験験実実習習にに関関すするる指指導導（（11））実実習習にに向向けけててのの準準備備





実実習習のの直直前前指指導導（（22））当当日日持持参参書書類類のの確確認認ヹヹ実実習習終終了了後後のの提提出出物物ににつついいてて

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

体体験験実実習習にに関関すするる指指導導（（22））実実習習中中のの諸諸注注意意とと持持参参書書類類配配布布

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

児児童童福福祉祉施施設設のの役役割割、、機機能能、、関関連連法法規規　　①①実実習習のの意意義義とと目目的的　　②②実実習習のの段段階階とと内内容容

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習終終了了後後のの反反省省とと今今後後のの課課題題のの明明確確化化ヹヹ実実習習にに関関すするる゠゠ヱヱククヺヺテテ――実実習習のの総総括括ヹヹ評評価価――

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習のの直直前前指指導導（（11））リリホホヺヺテテのの指指導導

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

実実習習中中のの諸諸注注意意とと実実習習にに臨臨むむ姿姿勢勢

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

評評価価表表にに基基づづくく個個人人面面談談――実実習習のの総総括括ヹヹ評評価価――

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする



授業概要

授授業業計計画画

配配属属先先施施設設にに関関すするる学学習習会会（（22））利利用用者者支支援援のの方方法法

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る





予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ実実施施にに向向けけててのの指指導導

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る



予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

配配属属先先施施設設にに関関すするる学学習習会会（（33））事事例例検検討討

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る



－157－

担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 実習 履修年次 2年 開講時期 集中

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

○

選択

各自実習到達目標を設定し、実習終了後、評価を教員とともに面談を通してビァヺデノチキしていく。

『学生生活ネヱデピチキ』

相馬和子ヹ中田ォユ子編『幼稚園ヹ保育所実習　実習日誌の書き方』萌文書林
ポニラヲゟ書房編集部編『保育所保育指針ヹ幼稚園教育要領　解説とホアヱテ』ポニラヲゟ書房

（1）実習

保育実習Ⅱ（保育所）においては以下の①～⑥についての目標を達成する。
　①保育計画及び週案、日案を理解した実践が出来る
　②ヅアヨヺフルギョマを理解した実践が出来る
　③保育士の指導下において乳幼児保育の担当が出来る
　④発達段階での個人差の大きい子どもへ配慮したかかわりが出来る
　⑤保育士と保護者の連携を把握した実践が出来る
　⑥保護者の保育ドヺジに基づく特別保育対策を理解出来る

目的

概要

到達目標

実習での学びは、とても重要です。学内での学習をもとに、実習では、目的を持った積極的な行動を心がけま
しょう。

科目名

科目番号

保育実習Ⅱ（保育所）

合計10時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

吉田ヹ星田
井上ヹ小野ヹ澤田ヹ清水ヹ三井


実務経験のある

教員等による授業
該当する

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

保育所の保育を実際に実践し、家庭や地域の実態にも触れながら以下の目標を達成する。
　１．施設の内容と機能を理解する
　２．施設における乳幼児の姿や生活を観察し、実践的な接触を通して理解する
　３．保育士の役割、職務内容や保育の方法を理解する
　４．保育計画及び週案、日案の理解と実践を体験する
　５．ヅアヨヺフルギョマの理解と実践を体験する
　６．保育士の指導下における乳幼児保育の担当を体験する
　７．発達段階での個人差の大きい子どもへの配慮とかかわりを体験する
　８．保育士と保護者の連携を把握する
　９．保護者の保育ドヺジに基づく特別保育対策を理解する

保育所の現場でその機能や生活、保育士の役割について実際の体験を通して学習し、将来の保育士としての
活動の源泉とする。（本実習は、実習現場の職員の指導に基づき行われる。）

2（80）

卒業

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 25％　　（2）技能 25％　　（3）態度 25％　　（4）実践力 25％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

配配属属先先施施設設にに関関すするる学学習習会会（（11））概概要要とと種種別別のの把把握握

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

1100月月実実習習のの振振りり返返りりとと学学びび（（ギギララヺヺフフ討討議議））

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

保保育育実実習習ののボボトトヺヺ　　①①掃掃除除　　②②食食事事　　③③言言葉葉づづかかいい

障障害害のの理理解解とと障障害害児児（（者者））へへのの対対応応　　虐虐待待のの理理解解とと被被虐虐待待児児へへのの対対応応

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

体体験験実実習習にに関関すするる指指導導（（11））実実習習にに向向けけててのの準準備備





実実習習のの直直前前指指導導（（22））当当日日持持参参書書類類のの確確認認ヹヹ実実習習終終了了後後のの提提出出物物ににつついいてて

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

体体験験実実習習にに関関すするる指指導導（（22））実実習習中中のの諸諸注注意意とと持持参参書書類類配配布布

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

児児童童福福祉祉施施設設のの役役割割、、機機能能、、関関連連法法規規　　①①実実習習のの意意義義とと目目的的　　②②実実習習のの段段階階とと内内容容

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習終終了了後後のの反反省省とと今今後後のの課課題題のの明明確確化化ヹヹ実実習習にに関関すするる゠゠ヱヱククヺヺテテ――実実習習のの総総括括ヹヹ評評価価――

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習のの直直前前指指導導（（11））リリホホヺヺテテのの指指導導

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

実実習習中中のの諸諸注注意意とと実実習習にに臨臨むむ姿姿勢勢

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

評評価価表表にに基基づづくく個個人人面面談談――実実習習のの総総括括ヹヹ評評価価――

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする



授業概要

授授業業計計画画

配配属属先先施施設設にに関関すするる学学習習会会（（22））利利用用者者支支援援のの方方法法

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る





予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ実実施施にに向向けけててのの指指導導

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る



予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

配配属属先先施施設設にに関関すするる学学習習会会（（33））事事例例検検討討

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る
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回

予習

内容

復習

授授業業計計画画

具体的な実習課題を設定し、達成のために必要な知識ヹ技術の習得に努める

学学外外実実習習（（22年年次次99月月のの1100日日間間））。。実実習習現現場場でで、、実実務務をを行行うう職職員員かからら直直接接指指導導をを受受けけるる。。

日誌の記録などから実践を振り返る

1～45

授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 通年

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

単位数（時間） 1（30）

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

科目名

科目番号

保育実習指導Ⅱ（保育所）

合計15時間分（授業計画参照）

吉田　百加利
星田　由哉


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）実習ヹビァヺラデロヺキ　　（2）模擬授業ヹ保育技術発表　　（3）その他

学生への
ミチスヺザ

ヹ子どもをより深く理解したうえでの責任実習指導計画を立案できる
ヹ実習の中で意欲的に学ぶ姿勢と保育実践力を身につける
ヹ実習先での学習を客観的に振り返り、今後につながる成果と課題を明らかにする

目的

概要

到達目標

就職を視野に入れ、授業は休まず出席し、提出物は期限までに出しましょう。

（1）知識 25％　　（2）技能 25％　　（3）態度 25％　　（4）実践力 25％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

第1回目に各自到達目標を設定し、講義終了後、その評価を教員とともに面談を通してビァヺデノチキしていく。

『学生生活ネヱデピチキ』
＊実習関連資料は、授業で配布します。

相馬和子ヹ中田ォユ子編『幼稚園ヹ保育所実習　実習日誌の書き方』萌文書林
ポニラヲゟ書房編集部『保育所保育指針ヹ幼稚園教育要領　解説とホアヱテ』ポニラヲゟ書房

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

 ヹ既習の教科や保育実習Ⅰ（保育所）での経験を基に課題を整理し、保育士としての総合的実践的能力を培
う
 ヹ観察、記録、自己評価を踏まえた保育の改善について実践や事例を通して学ぶ
 ヹ保育士の専門性と職業倫理について理解する
 ヹ実習の事後指導を通して実習の総括と自己評価を行い、保育に対する課題や認識を明確にする

ヹこれまでの実習での学びを踏まえ、実習における課題と意義を明確にする
ヹ保育者の役割、保育士の職務、子どもについての理解をさらに深め、保育の意義について総合的に学ぶ

自己学習
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

指指導導計計画画のの立立案案ヹヹ作作成成ののたためめのの留留意意点点（（部部分分実実習習））

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

子子どどもものの理理解解とと日日誌誌のの書書きき方方（（保保育育記記録録ののととりり方方））

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

子子どどもものの理理解解とと指指導導計計画画ににつついいてて

＜＜事事前前指指導導のの内内容容＞＞保保育育実実習習ⅡⅡのの目目的的ととねねららいいににつついいてて

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

保保育育実実習習ⅠⅠのの振振りり返返りりとと実実習習課課題題のの確確認認





実実習習のの振振りり返返りりとと自自己己評評価価②②

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

保保育育所所のの機機能能とと役役割割、、実実習習先先のの理理解解

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る







ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める







ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

ままととめめ

実習を振り返り、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

＜＜事事後後指指導導のの内内容容＞＞実実習習のの振振りり返返りりとと自自己己評評価価①①

これまでの学びを振り返り、授業時に理解を深められるようにする







これまでの学びを振り返り、授業内容について確認する

実実習習報報告告会会

実習報告会での学びを振り返り、知識と技能の定着を図る

実習を振り返り、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

自自己己課課題題のの明明確確化化とと今今後後のの目目標標

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

実習を振り返り、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実習報告会への準備



授業概要

授授業業計計画画

指指導導計計画画のの立立案案ヹヹ作作成成ののたためめのの留留意意点点（（責責任任実実習習））

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る





ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習直直前前オオアアゾゾヱヱシシ②②

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る



ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習直直前前オオアアゾゾヱヱシシ①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 実習 履修年次 2年 開講時期 集中

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

○

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

（1）知識 10％　　（2）技能 10％　　（3）態度 40％　　（4）実践力 40％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

科目名

科目番号

保育実習Ⅲ（児童館）

合計10時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

三井ヹ澤田
井上ヹ小野ヹ清水ヹ星田ヹ吉田


実務経験のある

教員等による授業
該当する

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

ヹ児童の健全育成施策の中心としての児童館の実態を知り、そこでの日常業務を通して展開される援助技術
を学ぶ
ヹ児童館の現場でその機能や生活、児童館職員の役割等について実際の体験を通して学習し、将来の児童厚
生員としての活動の源泉とすることを目的とする。具体的には次のとおり
　①児童館の役割と機能を理解する
　②児童館を利用する児童について、生活や遊びの観察と実践的な接触を通して理解する
　③児童館職員の役割と指導方法、職務内容について体験的に学習する

児童館の現場でその機能や生活、児童館職員の役割について実際の体験を通して学習し、児童館での健全
育成の意義について深く理解する。（本実習は、実習現場の職員の指導に基づき行われる。）

2（80）

卒業 選択

各自実習到達目標を設定し、実習終了後、評価を教員とともに面談を通してビァヺデノチキしていく。

『児童館ヹ放課後児童キョピツカシテサヨヺジ②　児童館論』一般財団法人児童健全育成推進財団

『児童館ヹ放課後児童キョピツカシテサヨヺジ①　健全育成論』一般財団法人児童健全育成推進財団

（1）実習ヹビァヺラデロヺキ　　（2）模擬授業ヹ保育技術発表　　（3）その他

①児童の放課後の活動を支える地域の小型児童館ヹ児童スヱソヺで、児童館職員と同じ仕事を体験する
②児童の理解を深め、児童の生活を援助する専門職員としての関わりを学ぶ
③実習施設の概要を把握する（施設、設備、環境等が利用児の生活のためにどの様に工夫されているのか）
④実習施設の1日の流れ及び利用児の生活の実際を理解する
⑤実習施設の人的環境、物的環境を理解する（他の専門職職員との交流、生活の準備、環境設定の手伝い
を通して現場での配慮や工夫を理解する）
⑥施設職員としての児童館職員の職務内容、役割を理解し、担当職員の補助を行う
⑦安全、疾病防止等に対する配慮、処置を学ぶ
⑧家庭、地域社会、関係機関とのかかわりを理解する
⑨ケポャドツァロヺォヺとしての児童館職員の姿を学ぶ

目的

概要

到達目標

実習では、積極的な行動や学びの態度を心がけると同時に、健全育成についての理解を深めましょう。

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

指指導導計計画画のの立立案案ヹヹ作作成成ののたためめのの留留意意点点（（部部分分実実習習））

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

子子どどもものの理理解解とと日日誌誌のの書書きき方方（（保保育育記記録録ののととりり方方））

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

子子どどもものの理理解解とと指指導導計計画画ににつついいてて

＜＜事事前前指指導導のの内内容容＞＞保保育育実実習習ⅡⅡのの目目的的ととねねららいいににつついいてて

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

保保育育実実習習ⅠⅠのの振振りり返返りりとと実実習習課課題題のの確確認認





実実習習のの振振りり返返りりとと自自己己評評価価②②

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

保保育育所所のの機機能能とと役役割割、、実実習習先先のの理理解解

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る







ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める







ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

ままととめめ

実習を振り返り、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

＜＜事事後後指指導導のの内内容容＞＞実実習習のの振振りり返返りりとと自自己己評評価価①①

これまでの学びを振り返り、授業時に理解を深められるようにする







これまでの学びを振り返り、授業内容について確認する

実実習習報報告告会会

実習報告会での学びを振り返り、知識と技能の定着を図る

実習を振り返り、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

自自己己課課題題のの明明確確化化とと今今後後のの目目標標

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

実習を振り返り、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実習報告会への準備



授業概要

授授業業計計画画

指指導導計計画画のの立立案案ヹヹ作作成成ののたためめのの留留意意点点（（責責任任実実習習））

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る





ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習直直前前オオアアゾゾヱヱシシ②②

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る



ツカシテや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習直直前前オオアアゾゾヱヱシシ①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る
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回

予習

内容

復習

具体的な実習課題を設定し、達成のために必要な知識ヹ技術の習得に努める

学学外外実実習習（（22年年次次88月月～～99月月のの1100日日間間ももししくくはは1122月月のの1100日日間間））。。実実習習現現場場でで、、実実務務をを行行うう職職員員かからら直直接接指指導導をを受受けけるる。。

日誌の記録などから実践を振り返る

1～45

授業概要

授授業業計計画画
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 前期

幼２種免 ― 保育士 選択必修

○

○

・児童の特性や、家庭と地域、児童厚生施設の実態を知る
・子ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力、子育て支援に必要な能力を身につける

目的

概要

到達目標

遅刻、欠席をしない。積極的にボランティアにも参加し、児童とかかわる機会を持とう。

（1）知識 20％　　（2）技能 20％　　（3）態度 40％　　（4）実践力 20％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

第1回目に各自到達目標を設定し、講義終了後、その評価を教員とともに面談を通してフィードバックしていく。

『児童館・放課後児童クラブテキストシリーズ②　児童館論』一般財団法人児童健全育成推進財団

『児童館・放課後児童クラブテキストシリーズ①　健全育成論』一般財団法人児童健全育成推進財団

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、マナーを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

児童厚生施設の意義、目的を知り、児童とかかわる上で必要な資質・能力・技術の習得に向け実践的学習を
行う。また、地域社会に対する理解を深め、連携の方法や保護者への子育て支援についても具体的に学習す
る。

保育実習Ⅰでの経験を踏まえ、保育士としての専門性や現場での実践的知識をより高めるための事前準備・
事後考察を行う。児童館の現状、児童、利用者の実態、施設の社会的ニーズ等多角的に保育をとらえる視点
を養い、より良い実習につなげることを目指す。

自己学習

アクティブ
ラーニング

（1）実習・フィールドワーク　（2）模擬授業・保育技術発表　（3）その他

学生への
メッセージ

科目名

科目番号

保育実習指導Ⅲ（児童館）

合計15時間分（授業計画参照）

三井　正人
澤田　由美


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

卒業 選択

卒業認定・
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

単位数（時間） 1（30）

課題へのフィー
ドバック方法

使用テキスト

参考図書



－164－

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習指指導導案案のの書書きき方方とと活活用用①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る



テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習目目標標ににつついいてて

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る



授業概要

授授業業計計画画

記記録録のの書書きき方方とと活活用用②②

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る





テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

総総括括

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習指指導導案案のの書書きき方方とと活活用用②②

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める







授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

事事後後指指導導ににつついいてて

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習報報告告会会とと事事後後指指導導

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める







テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

オオリリエエンンテテーーシショョンン

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める





実実習習中中のの心心構構ええ・・諸諸注注意意　　実実習習持持参参書書類類のの確確認認

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

児児童童館館のの役役割割とと社社会会的的ニニーーズズ

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る







テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

記記録録のの書書きき方方とと活活用用①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

個個別別援援助助活活動動――児児童童のの特特性性とと発発達達にに応応じじたたかかかかわわりりやや遊遊びび①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

個個別別援援助助活活動動――児児童童のの特特性性とと発発達達にに応応じじたたかかかかわわりりやや遊遊びび②②

保保育育実実習習ⅠⅠのの振振りり返返りりとと自自己己課課題題のの設設定定

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

保保育育実実習習ⅢⅢ（（児児童童館館実実習習））のの意意義義とと目目的的
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 実習 履修年次 2年 開講時期 集中

幼２種免 必修 保育士 ―

○

○

○

4（120）

（1）実習ヹビァヺラデロヺキ　

（1）幼稚園の役割と機能が理解出来る
（2）幼児期の子どもに対する理解が深まった
（3）幼稚園教諭の職務内容や保育の方法、環境構成を理解出来た
（4）幼稚園の教育内容の各領域を理解し、個々の指導技術が習得出来た
（5）ヅアヨヺフルギョマの理解と実践が理解出来た
（6）教育計画及び週案、日案の理解と立案の経験をし、教師の指導下における幼児教育の担当が出来た
（7）子どもの発育、発達の個人差への配慮と援助の仕方が理解出来た
（8）教師と保護者との連携が把握出来た

目的

概要

到達目標

この実習には一日実習（責任実習）が含まれ、限られた期間で指導計画の立案、指導実践を行います。これま
で以上に積極的ヹ主体的な学びの姿勢で取り組みましょう。

卒業 選択

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

科目名

科目番号

教育実習（幼稚園）

合計60時間分（授業計画参照）

単位数（時間）

清水ヹ井上
小野ヹ澤田ヹ星田ヹ三井ヹ吉田


実務経験のある

教員等による授業
該当する

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

自己学習

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

（1）幼稚園の役割と機能を理解する
（2）幼児期の子どもに対する理解（姿、生活、遊びなど）を深める
（3）幼稚園教諭の職務内容や保育の方法、環境構成を理解する
（4）幼稚園の教育内容の各領域を理解し、個々の指導技術を習得する
（5）ヅアヨヺフルギョマの理解と実践を体験する
（6）教育計画及び週案、日案の理解と立案の経験をする
（7）教師の指導下における幼児教育の担当を体験する
（8）子どもの発育、発達の個人差への配慮と援助の仕方を学ぶ
（9）教師と保護者との連携を把握する

幼稚園の現場で、その機能や教育、教諭の役割等について実勢の体験を通して学習し、将来の幼稚園教諭と
しての活動の源泉とする。（本実習は、実習現場の職員の指導に基づき行われる。）

（1）知識 10％　　（2）技能 20％　　（3）態度 50％　　（4）実践力 20％

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

各自実習到達目標を設定し、実習終了後、評価を教員とともに面談を通してビァヺデノチキしていく。

『学生生活ネヱデピチキ』
久富陽子編『幼稚園ヹ保育所実習指導計画の考え方ヹ立て方』萌文書林
＊実習関連資料は授業で配布します。

保育とォヨカャョマ編集部編『新指針ヹ新要領　アョシテ図解オアデ～保育課程の参考例も解説～』ひかりのく
に

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習指指導導案案のの書書きき方方とと活活用用①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る



テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習目目標標ににつついいてて

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る



授業概要

授授業業計計画画

記記録録のの書書きき方方とと活活用用②②

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る





テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

総総括括

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習指指導導案案のの書書きき方方とと活活用用②②

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める







授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

事事後後指指導導ににつついいてて

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

実実習習報報告告会会とと事事後後指指導導

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める







テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

オオリリエエンンテテーーシショョンン

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める





実実習習中中のの心心構構ええ・・諸諸注注意意　　実実習習持持参参書書類類のの確確認認

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

児児童童館館のの役役割割とと社社会会的的ニニーーズズ

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る







テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

記記録録のの書書きき方方とと活活用用①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

個個別別援援助助活活動動――児児童童のの特特性性とと発発達達にに応応じじたたかかかかわわりりやや遊遊びび①①

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

個個別別援援助助活活動動――児児童童のの特特性性とと発発達達にに応応じじたたかかかかわわりりやや遊遊びび②②

保保育育実実習習ⅠⅠのの振振りり返返りりとと自自己己課課題題のの設設定定

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集に努め知識の定着を図る

テキストや資料を読み、乳幼児の発達、遊びや生活と指導計画への理解を深める

保保育育実実習習ⅢⅢ（（児児童童館館実実習習））のの意意義義とと目目的的
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回

見
学
ヹ
実
習

参
加
実
習

部
分
実
習

一
日
実
習

実習現場で、実務を行う職員から直接指導を受ける。

1～45

○指導担当教諭の指導を受け、助手的立場で、幼児や教育活動に直接働きかけ、教諭の教育活動を経験的
に理解する。
　ヹ観察、受け入れ、個別検査
　ヹ歌の指導、お話、紙芝居、絵本の読み聞かせ、手遊び、ヘヺフコヺテ、ウフルヱサ゠ソヺ、ハニラサ゠ソヺ等
　ヹ自由遊びでのかかわり（遊びの様子を見ながら、鬼ごっこや童歌等の遊びを提案し、遊びがより発展するよ
う助言する）
　ヹ食事、排泄、着脱、清潔等の援助
　ヹその他
○安全、疾病予防等に対する配慮、処置を学ぶ。（遊具の使い方、交通安全、避難訓練、食中毒等）
○家庭、地域社会との関わりを理解する。（園の行事、地域の行事等に参加する）

○子どもの活動のある一部分を受け持ち、指導する。
　ヹ生活指導、健康、人間関係、環境、言葉、表現等の活動の一部を受け持ち指導する。
　ヹ一日の保育の流れを乱さないように、指導案（細案）を作成する。（対象児、内容、方法、時間等十分に考慮
する）
　ヹ指導案（細案）を作成する場合は、指導担当教諭に相談し、助言を得る。

○実習園の指導計画（月ヹ週案）を理解した上で、一日の指導案（日案）を立てて、実際に指導をする。
　ヹ指導案は前もって、指導担当教諭の助言を得ながら早めに立て、期限厳守で提出する。
　ヹ時間、活動等の配分や子どもの状況判断に十分留意して行う。

○幼稚園の概要を把握する。（実習園の沿革や教育の基本方針、ならびに立地条件、幼稚園内外の自然的
環境等を把握する）
○幼稚園の1日の流れを理解する。（時間と生活の流れ、およびその内容はどの様になっているのか）
○幼稚園の人的環境（対象幼児の構成、職員組織など）、物的環境（建物、遊具、教具等、幼児の生活、遊び
のためにどのような配慮や工夫がなされているか）を理解する。
○子どもの遊びを観察する。（指導的態度ではなく、自由に遊んでいる子どもの中に参加し、子どもの遊びの
方法や工夫、争いや協力の仕方等を観察する）
○各領域がどのように達成されているかを知る。
○教師の補助を行う。（遊具の活用、教材の準備、清掃の仕方等）

授授業業計計画画

授業概要
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 1年｜2年 開講時期 後期｜前期

幼０種免 必修 保育士 ―

○

○

○

単位数＆時間＇ 1＆30＇

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

卒業 選択

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

科目名

科目番号

教育実習指導＆幼稚園＇

合計15時間分＆授業計画参照＇

清水　健
井上　聖子


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

゠キツァピ
ョヺドヱギ

＆1＇ギラヺフロヺキ　　＆2＇フリズヱツヺサュヱ　　＆3＇模擬授業ヹ保育技術発表　　＆4＇その他＆模擬授業＇

学生への
ミチスヺザ

ヹ幼稚園教育の基礎理解から子どもとのかかわりについて考える
ヹ実習園の教育内容を知り、自分なりの視点を発表する
ヹ責任実習指導案が立案できる

目的

概要

到達目標

実習はこれまでに学習した理論や技術の検証の場であると同時に社会人、職業人としての体験の場です。
日々の授業の中で特に以下の事を意識して過ごしましょう。
○遅刻厳禁ㅯ＆タメアマと同時に出席確認を行うので要注意＇
○課題及び提出物の期限厳守ㅯ＆遅れヹ未提出はいかなる場合であっても「＋」評価となるので注意ㅯ＇
○「実習の手引き」「ツカシテ」「実習日誌」は毎回持参する事。

＆1＇知識 20＄　　＆2＇技能 20＄　　＆3＇態度 40＄　　＆4＇実践力 20＄

実習先からの評価票に基づき、各実習指導の成績等を総合的に評価して合否の判定を行う。

各自のツヺボごとに提出される課題につき、添削の上返却する。模擬授業はギラヺフ内の相互評価を行う。
＆評価についてはラヺピヨチキ等の評価表を用いる＇

『学生生活ネヱデピチキ』
久富陽子編『幼稚園ヹ保育所実習指導計画の考え方ヹ立て方』萌文書林
安部孝編著『自分でつくるBOOK％NOTE―教育ヹ保育実習でよりよい時間を過ごそうㅯ』同文書院

文部科学省編『幼稚園教育要領解説　平成30年3月』ビリヺプラ館

＆1＇責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

＆2＇幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

＆3＇保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

実習の基本的理解と実践的理解を養うとともに、実習への意欲を高め、より充実した実習となるように展開し
ていく。

今までの講義や演習で学習した理論や技術をより実践的ヹ具体的ヹ総合的に実習園で実践できるような展開
方法を学ぶ。

自己学習
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回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

指指導導案案のの作作成成①①指指導導計計画画作作成成ののホホアアヱヱテテ整整理理

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

実実習習生生ととししててののボボトトヺヺとと心心構構ええヹヹ実実習習先先内内諾諾訪訪問問ににつついいてて＆＆課課題題８８実実習習園園開開拓拓ヹヹ訪訪問問ヹヹ内内諾諾書書のの提提出出＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習生生ととししててのの倫倫理理事事項項＆＆課課題題８８性性暴暴力力、、ススキキササメメララネネョョシシミミヱヱテテ、、ハハロロヺヺネネョョシシミミヱヱテテ等等のの加加害害ヹヹ被被害害のの防防止止ににつついいてて＇＇

課課題題のの確確認認ヹヹ発発表表①①

課題の発表について自身で振り返りを行う

課題の発表に向け準備をする

課課題題のの確確認認ヹヹ発発表表②②





模模擬擬授授業業ののままととめめとと振振りり返返りり

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

課題の発表について自身で振り返りを行う

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習課課題題のの立立案案  ヹヹ実実習習依依頼頼書書類類作作成成＆＆課課題題８８ヅヅアアヨヨヺヺフフルルギギョョママのの理理解解、、実実習習目目標標ヹヹ調調査査書書のの作作成成＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

オオアアゾゾヱヱシシ＋＋教教育育実実習習のの概概要要とと事事前前事事後後指指導導のの流流れれ＋＋　　①①実実習習のの意意義義　　②②幼幼稚稚園園教教育育ととはは　　③③幼幼稚稚園園教教育育要要領領のの理理解解

実習園の特色について調べる

課題の発表に向け準備をする

課課題題のの整整理理とと振振りり返返りり

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

模模擬擬授授業業＆＆１１＇＇自自然然ヹヹ環環境境ヹヹ音音楽楽ヹヹ言言葉葉＆＆課課題題８８指指導導案案のの準準備備、、教教材材研研究究、、模模擬擬授授業業のの準準備備＇＇

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

教教育育実実習習のの課課題題とと心心構構ええ＆＆直直前前指指導導＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習終終了了後後のの゠゠ヱヱククヺヺテテ及及びび反反省省会会ヹヹ事事後後指指導導＆＆個個別別＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする



授業概要

授授業業計計画画

指指導導案案のの作作成成②②部部分分指指導導案案のの書書きき方方＆＆実実践践＇＇＆＆課課題題８８各各自自ががねねららいいをを設設定定しし、、部部分分指指導導案案＆＆細細案案＇＇のの作作成成＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る





予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

模模擬擬授授業業＆＆００＇＇運運動動遊遊びび＆＆課課題題８８指指導導案案のの準準備備、、教教材材研研究究、、模模擬擬授授業業のの準準備備＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る



予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

模模擬擬授授業業＆＆／／＇＇造造形形遊遊びび＆＆課課題題８８指指導導案案のの準準備備、、教教材材研研究究、、模模擬擬授授業業のの準準備備＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る
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担当教員

科目区分 専門教育科目

授業形態 演習 履修年次 2年 開講時期 後期

幼２種免 必修 保育士 必修

○

○

○

（1）責任ある社会人として他者に配慮し、豊かな人間性と教養、ボトヺを身につけていること

（2）幼児教育に関する専門的知識と保育技能を身につけ、学んだことを工夫して組み合わせ、
　 　自ら計画をて立てて、創造性溢れる発表ができること

（3）保育の課題を積極的に探究し、協働して解決する意欲をもっていること

本授業では、卒業後に保育者として現場に立つ前に、今まで授業や実習などを通して学んできたことをまと
め、学生各自が今まで学んできたことを整理し、不足している学びについてはそれを補うことで、今後の保育
者としての第一歩を確かなものとすることを図る。

学生は各ギラヺフ担当教員に分かれ、ギラヺフロヺキを行う。ロヺキサヺテなどを利用することで、ギラヺフ
内の学生同士の意見交換が可能となるようにする。そのことで、学生同士が互いの保育観を見つめ直させ、
今までの学びをより深く定着させる。

（1）知識 40％　　（2）技能 10％　　（3）態度 30％　　（4）実践力 20％

（1）授業への取り組み 50％　　（2）課題リホヺテ 30％　　（3）実習（討論含） 20％

提出物について、互いに発表させて、意見交換を図る。

小櫃智子ヹ矢藤誠慈郎他著『保育教職実践演習　これまでの学びと保育者への歩み　幼稚園保育所編』わか
ば社

授業内で適宜配布する。

卒業認定ヹ
学位授与の

方針との関連

学習成果との
関連

評価方法

課題へのビァヺ
デノチキ方法

使用ツカシテ

参考図書

自己学習

学生への
ミチスヺザ

゠キツァピ
ョヺドヱギ

清水　健
井上　聖子


実務経験のある

教員等による授業
該当しない

選択

科目名

科目番号

保育ヹ教職実践演習（幼稚園）

合計60時間分（授業計画参照）

単位数（時間） 2（30）

（1）ギラヺフロヺキ　　　（2）ヅァシォチサュヱヹヅァプヺテ　　　（3）PBL

ヹ保育者として、今後とも研鑽していくべき課題を知る
ヹ積極的に他の学生との意見交換を行うことで、自らの保育観をより深める

目的

概要

到達目標

遅刻、欠席をしない。提出物の期限は絶対厳守。

卒業

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

指指導導案案のの作作成成①①指指導導計計画画作作成成ののホホアアヱヱテテ整整理理

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

実実習習生生ととししててののボボトトヺヺとと心心構構ええヹヹ実実習習先先内内諾諾訪訪問問ににつついいてて＆＆課課題題８８実実習習園園開開拓拓ヹヹ訪訪問問ヹヹ内内諾諾書書のの提提出出＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習生生ととししててのの倫倫理理事事項項＆＆課課題題８８性性暴暴力力、、ススキキササメメララネネョョシシミミヱヱテテ、、ハハロロヺヺネネョョシシミミヱヱテテ等等のの加加害害ヹヹ被被害害のの防防止止ににつついいてて＇＇

課課題題のの確確認認ヹヹ発発表表①①

課題の発表について自身で振り返りを行う

課題の発表に向け準備をする

課課題題のの確確認認ヹヹ発発表表②②





模模擬擬授授業業ののままととめめとと振振りり返返りり

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

課題の発表について自身で振り返りを行う

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習課課題題のの立立案案  ヹヹ実実習習依依頼頼書書類類作作成成＆＆課課題題８８ヅヅアアヨヨヺヺフフルルギギョョママのの理理解解、、実実習習目目標標ヹヹ調調査査書書のの作作成成＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

オオアアゾゾヱヱシシ＋＋教教育育実実習習のの概概要要とと事事前前事事後後指指導導のの流流れれ＋＋　　①①実実習習のの意意義義　　②②幼幼稚稚園園教教育育ととはは　　③③幼幼稚稚園園教教育育要要領領のの理理解解

実習園の特色について調べる

課題の発表に向け準備をする

課課題題のの整整理理とと振振りり返返りり

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

模模擬擬授授業業＆＆１１＇＇自自然然ヹヹ環環境境ヹヹ音音楽楽ヹヹ言言葉葉＆＆課課題題８８指指導導案案のの準準備備、、教教材材研研究究、、模模擬擬授授業業のの準準備備＇＇

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする







ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

教教育育実実習習のの課課題題とと心心構構ええ＆＆直直前前指指導導＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

実実習習終終了了後後のの゠゠ヱヱククヺヺテテ及及びび反反省省会会ヹヹ事事後後指指導導＆＆個個別別＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする



授業概要

授授業業計計画画

指指導導案案のの作作成成②②部部分分指指導導案案のの書書きき方方＆＆実実践践＇＇＆＆課課題題８８各各自自ががねねららいいをを設設定定しし、、部部分分指指導導案案＆＆細細案案＇＇のの作作成成＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る





予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

模模擬擬授授業業＆＆００＇＇運運動動遊遊びび＆＆課課題題８８指指導導案案のの準準備備、、教教材材研研究究、、模模擬擬授授業業のの準準備備＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る



予めツカシテを読んでおき、授業時に理解を深められるようにする

模模擬擬授授業業＆＆／／＇＇造造形形遊遊びび＆＆課課題題８８指指導導案案のの準準備備、、教教材材研研究究、、模模擬擬授授業業のの準準備備＇＇

ヌヺテや資料を振り返り、知識の定着を図る
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

 

回

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習
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予習
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予習

内容
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復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習

予習

内容

復習













授業概要

総総括括

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

幼幼保保小小のの接接続続

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する







授業内で提出を要求された提出物を作成する

保保育育者者のの専専門門性性

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

自自分分のの保保育育者者像像をを目目指指ししてて

授業内で提出を要求された提出物を作成する

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

授業内で提出を要求された提出物を作成する

園園のの安安全全管管理理

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ（（授授業業のの進進めめ方方のの説説明明ヹヹ確確認認））

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育者者へへのの歩歩みみとと足足跡跡

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

協協同同的的なな学学びびとと育育ちちへへ

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育のの振振りり返返りり

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

気気ににななるる子子どどもものの行行動動のの理理解解とと対対応応

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保護護者者おおよよびび地地域域ととのの関関係係づづくくりり

授業内で提出を要求された提出物を作成する

授業内で提出を要求された提出物を作成する



ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

教教育育課課程程おおよよびび全全体体的的なな計計画画をを考考ええるる

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育内内容容とと保保育育方方法法のの研研究究ⅠⅠ





 子子どどもも理理解解のの方方法法とと実実際際

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育内内容容とと保保育育方方法法のの研研究究ⅡⅡ

授業内で提出を要求された提出物を作成する



授業内で提出を要求された提出物を作成する



授授業業計計画画

授業内で提出を要求された提出物を作成する
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











授業概要

総総括括

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

幼幼保保小小のの接接続続

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する







授業内で提出を要求された提出物を作成する

保保育育者者のの専専門門性性

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

自自分分のの保保育育者者像像をを目目指指ししてて

授業内で提出を要求された提出物を作成する

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

授業内で提出を要求された提出物を作成する

園園のの安安全全管管理理

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

エエヨヨウウヱヱツツヺヺササュュヱヱ（（授授業業のの進進めめ方方のの説説明明ヹヹ確確認認））

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育者者へへのの歩歩みみとと足足跡跡

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

協協同同的的なな学学びびとと育育ちちへへ

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育のの振振りり返返りり

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

気気ににななるる子子どどもものの行行動動のの理理解解とと対対応応

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保護護者者おおよよびび地地域域ととのの関関係係づづくくりり

授業内で提出を要求された提出物を作成する

授業内で提出を要求された提出物を作成する



ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

教教育育課課程程おおよよびび全全体体的的なな計計画画をを考考ええるる

授業内で提出を要求された提出物を作成する

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育内内容容とと保保育育方方法法のの研研究究ⅠⅠ





 子子どどもも理理解解のの方方法法とと実実際際

ツカシテを読み、次回授業で行うことを確認する

保保育育内内容容とと保保育育方方法法のの研研究究ⅡⅡ

授業内で提出を要求された提出物を作成する



授業内で提出を要求された提出物を作成する



授授業業計計画画

授業内で提出を要求された提出物を作成する


